
    
      
        
      
    

  


















































これはゾンビですか？16




まあ、さいきんはとくに








木村心一





富士見ファンタジア文庫









本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　こぶいち　むりりん

口絵・本文デザイン　伸童舎
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プロローグ「相川君、俺は──『この物語』の『主人公』だと思っていた」




第一話「相川がぁ、優しすぎてぇ……」

第二話「はい。全てあります。ラーメン界を甘く見ないで下さい」

第三話「たとえ……この身が果てようとも……あたしは肉を食う」

第四話「いのち　だいじに」




エピローグ「ざっと見積もってぇ──一〇〇万」







　あとがき





























　ハルナが二人になったり、夜の王が作ったメガロシステムで冥めい界かいがセブンスアビス狩りを始めたり、魔ま力りよくの永久機関を作る設計図を奪うばわれたり。

　色んな事件が起こっても、俺たちの関係性は変わらない。

　そう、思っていた。

　いや、実際、どんなことが起こっても俺たちの関係は変わっていないし、今もそれほど変わっていない。

　どんな出来事も、乗り越こえてきたんだ。

　三月に入ってもうすぐ春休み。春──といってもまだまだ寒い。

　そろそろ期末テストがやってくる。この一年色々あったが、本分である学業は一いつ切さい出来ていない気がするね。

　さて、そろそろ起きようかな。

　まだ日が昇のぼっていないが、昇られると困るので、元気なおじいちゃんよりも早起きな時間に起きるんだ。

　まあ、慣れたモノさ。

　うーん、でもあと五分……この覚かく醒せいしきっていないまどろみの中、ぼんやりとした感じが、俺は好きだった。

　起きてしまいたくない。寒い。

　掛かけ布ぶ団とんを引っ張りつつ、寝ね返がえりを打つ。

　むに。

　……………………ん？

　なんだこの柔やわらかいモノは。

　枕まくらのような感かん触しよくじゃない。

　かといって、以前、ネネさんのおっぱいに顔を埋うずめたときほどの柔らかさでもない。

　しかし、それは確かに柔らかいモノだ。

　喩たとえるなら──そう、お尻しりのような。

　イチゴのような匂においがする。

　薄うすく目を開くと、そこには、何やらシマシマしたモノが。

　頭がぼーっとしてるのと、薄うす目めなのであんまり分からないが、どうやらそれは布地のような──というか、パンツに見える。

　そう言えば、良い匂いの柔じゆう軟なん剤ざいを、セラが使っていたな。

　俺の洗せん濯たく物ものには一切使ってくれないけど。

　………………あれ？　ってことはお尻じゃね？

　あくびを大きくしながら、俺は目を閉じて──そして開く。




　誰だれだっ！




　一気に目が覚めてしまった。

　目の前に、ピンクと白のシマシマパンツがあったのもびっくりだが、それはつまり、横に誰かが寝ねているということで。

　むしろ、知らない間に誰かが布団に入っていたことがビックリだった。

　ウチの居候いそうろう連中に、こんなことをする奴やつがいただろうか？

　だが、この小ぶりなお尻は──

「ハルナ？」

　布団をめくると、そこには胎たい児じのように丸まって寝ている、一人の少女がいた。

　勝手に布団に忍しのび込んで、丸くなって寝る。

　お前は猫ねこか。

　枕まくら元もとにお尻なんて、初めて見たわ。どういう寝ね相ぞうをすれば、そんなアクロバットな状態になるんだよ。
















　いや、ハルナらしいっちゃあらしいか。

　身長が低くないと出来ることじゃない。

　……もしかして、わざとお尻を向けているのではなかろうか。

　俺をバカにするという意味で。

　冬なのにもかかわらず、相変わらずキャミソールとパンツ一枚という部屋着。

　肩かたまでの茶ちや髪ぱつはくしゃくしゃになっている。

　寝相の悪さは髪かみで分かるな。

　どれだけ動けばこうなるのか、猫耳みたいに髪がはねていた。

　前の事件以降、こうしてハルナは布団に潜もぐり込むことがある。

　その度たびに──

「ハルナ、お前何やってんだ？」

　ゆさゆさと体を揺ゆさぶってみるのだが──

　どげし。

　とエルボーなり、頭ず突つきなりで返してくる。

「うっさいっ！」といういつもの台詞せりふを、行動で示していた。

　そして今日は──寝返りを打つと同時に浴びせ蹴げり。

　浴びせるねえ～。こうも浴びせるとはねえ～。

　お尻に密着していれば、こうも浴びせられることにはならなかったろう。

　少し距きよ離りを取って体を揺さぶった結果、俺はベッドから追い出されるほどの衝しよう撃げきを浴びていた。

　人に起こされて起きることは確かに不快だ。

　だから、何も言うまい。

　起きる気配もないので、俺は布団でハルナを隠かくした。

　見なかったことにしよう。

　もし、俺がお尻に顔を埋めたなんてハルナが知ったら、浴びせられるものは蹴りじゃすまない。罵ば詈り雑ぞう言ごんや、太陽光まで浴びせられかねない。

　あー、びっくりした。

　なんで急にベッドに潜り込んでんだあいつは。

　寝る前に、「一いつ緒しよに寝てもいい？」とか言うならまだしも、バレないように潜せん入にゆうして、布団とベッドのほとんどを占せん領りようする。

　どこぞの国が行ってる領土侵しん略りやくのようだ。

　これが犬でもびっくりするだろうね。

　俺はふと、髪が長くなったハルナを思い出す。

　俺と一緒に寝たいなんて、そんなことを言っていたような気がする。

　あのときの気持ちが、今も残っているのだろうか。

　それとも、ただ寒かったのか。

　はたまた、寂さびしかったのか。

　そのどれかだとすれば──可愛かわいいもんじゃないか。

　少し顔がにやけてしまった。

　廊ろう下かに出ると、一気に冬の寒さが襲おそってくる。

「うー、さみさみ」

　ついつい呟つぶやいてしまった俺は、トントンと軽く跳はねるような感じに階段を降りて一階へ。

　とりあえず口の中が気持ち悪いので歯を磨みがこうと、居間を横切った時だった。

「おはようございます。歩あゆむ」

「あれ？」

　声を掛けられ、俺は目を擦こすった。

　そこに、ポニーテールのお姉さん、セラがいたからだ。

　この時間は、普ふ段だん寝ているはずだから、びっくりした。

「あなたに用があり、ずっと待っていました」

　ピンと背筋の伸のびた正座で、テレビも電気も付けず静かに座していたので驚おどろいたが、彼女は吸血忍にん者じや。吸きゆう血けつ鬼きも忍者も、そういう状じよう況きようで待つのは得意だろうね。

　俺には絶対無理だろうけど。

「ってことは、寝てないのか？　起こしてくれて良かったのに」

「三時間ほど前に、ハルナに頼たのんだのですが──」

　……なるほど、ハルナがベッドに忍び込んでいたのは、セラに言われてだったのか。

「あいつ、ベッドで寝てたぞ」

　俺は思わず、笑いながらそう言った。

　ハルナほどお使いに適していない奴はいないだろうね。

　いつもみたいに蹴りでも入れれば起きたのにな。

　どうして起こさなかったんだろう。

　まあ、大方、漫まん画がでも見つけてそれに耽ふけってる内に時間が過ぎて寝てしまった。なんて掃そう除じのときみたいなことが起こったんだろう。

「まあ、急いではいませんので……」

　セラは、怒おこっている様子は見せなかった。ただ静かに、朝に相応ふさわしく小さな声で囁ささやくように言う。

　急いでいないというならば、とりあえず歯は磨みがきと洗顔をさせてもらう。




「待たせてすまなかったな。──で、なんの用だったんだ？」

「頭領が──あなたに会いたいと」

　セラは、寂しそうな瞳ひとみで、小さく言った。

　吸血忍者の頭領──と言えば、ヴィリエでのハルナの担任教師である大先生と、最強の魔ま装そう少女であるクリスと共に、ヴィリエにてクーデターを起こした『悪魔男だん爵しやく』で、クーデター失敗の際に女王から瀕ひん死しになり続けるという呪のろいを掛けられた人物だ。

　吸血忍者の謀む反ほんで元げん勲くん老ろうに刺さされてから、ずっと面会謝絶状態だったんだよな。

「俺に？　もう体調はいいのか？」

「臓器をやられていたそうで、良くはありません」

「……そうか。今から会いに行っても大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ええ、いつでも良いと聞いていますし、むしろ夜の方が人目に付きません。学校へは、私が車でお送りしましょう」

「ちょっと待ってくれ」

「何か？」

「お前の車には、乗りたくない」

　俺の言葉にイラッとしたのか、四の五の言わずに付いてこいと言いたいのか。

　どす。

　セラは腹パンを一回。

　ごす。

　首に手刀一発。

　……どちらも漫画とかでよく見る、気絶させるような一いち撃げきだったが、俺の意識は一切飛ぶ気配がなかった。

　セラはロープ的なモノで俺の体をぐるぐる巻きにして、引きずるように玄げん関かんへ向かう。

　っていうか、意識を奪うばってでも連れて行くなら、寝てる間に運うん搬ぱんしてくれればよかったのに。







　さて、絶ぜつ叫きようマシンが大っ嫌きらいな俺が、足をがくがくさせながらやってきたのは、古風な屋や敷しきだった。

　セラの運転する軽自動車は最も早はや自動車ではない。

　ただの軽自動絶叫マシンだ。

　セラを信しん頼らいしているし、俺は死ぬことはないだろう。

　分かってはいる。

　分かってはいるが、それで割り切れるもんじゃない。

　バンジージャンプだってそうだろ？

　さて、そんなことより眼前にある大きな屋敷だが──忍者の屋敷ってのはみんなこうなのか？

　由ゆい緒しよが正しそうな、旅館のような佇たたずまいの屋敷。

　鬼おに瓦がわらなんて久しぶりに見た。

　こんなところに住むのは、ヤクザの親分ぐらいじゃないか？

　まあ、ある意味、組織としてはヤクザに近い存在なのかもしれないが。

　というか、病院じゃないんだな。

　容よう態だいは、思ったより良いみたいだ。

　全く、死ぬかもみたいな心配をさせやがって。まあ、逆に考えて自宅療りよう養よう出来る程度になったから、こうして部外者の俺が会いにこれたってのもあるんだろう。

　ピンポンも押さずに、鍵かぎも掛かけていない引き戸を開けて、中へ入る。

　靴くつを脱ぬいで遠えん慮りよなく上がると、脱ぎ捨てた靴をセラが揃そろえてくれた。

　こういう気配り、嫌いじゃないです。

　スリッパをセラが出してくれて、俺たちは、静かな廊下を擦るようにして進んでいく。

「では、私はここで」

　ある部屋の前で、セラがそう言って一歩下がった。

　どうやら、ここに頭領がいるようだ。

「え？　お前は来ないのか？」

「ええ。頭領は、あなたと話したいとおっしゃったのであって、私ではありませんから」

「別に、お前ならいいんじゃないか？」

「……さっさと行ってきなさい。このクソ虫が」

　忍者ってのはどうしてこうストイックなんだろうね。

　まあ、いいや。

　別に、緊きん張ちようするような相手じゃないし、怖こわい相手でもない。

　幽ゆう霊れいが出るわけでもないし、トイレに行くわけでもない。

　まあ、一人でも問題ないだろうと、俺は部屋の中へ──

　足を踏ふみ入れて、俺はすぐ立ち止まってしまった。

　何畳じよう分あるんだろう。広い和室に似合わないキングサイズのベッドに、白いシーツ。

　ベッドの横には、心電図以外なんなのか分からない機械たち。

　点てん滴てきを受けながら、頭領は笑え顔がおを見せていた。

「やあ、よく来てくれたな」

　元気そうな声だった。

　少しやつれたように見えるが、以前会ったときと表情は変わらない。

　ぼさぼさの髪かみに、無ぶ精しようヒゲ。青い病衣姿だった。

「ヒゲは剃そらないんだな。入院すれば剃られると思ってたわ。──入院したことないけど」

　何を話せばいいのか分からず、俺はそんなくだらないことを喋しやべりながら、近くへと寄っていった。

　痛々しい。

　その感情だけが、沸わいてくる。

　病院のような真っ白い空間でもないのに、どうしてだろう。

　機械に繫つながれている。

　点滴に繫がれている。

　ただそれだけで、どうしてここまで痛々しく思うのか。

　想像しちゃうんだろう。

　もし、自分がゾンビじゃなかったら、こんな状態を何度も経験していたんだろう──ってね。

「トレードマークなんだ。たとえアゴを手術されることになっても剃らせないさ」

　そう言いながら、無精ヒゲを撫なでる。

「ふーん。あ、すまんな。急だったから、見み舞まいの品は持ってきてないんだ」

「呼んだのはこっちなんだから、そこは気にしない」

　ははは、と二人で小さく笑って、そこから少し沈ちん黙もくする。

「…………」

「…………」

　で、本題は？

　なんて、聞けなかった。

　そこまで仲が良いって訳でもないし、なんというか、距きよ離り感が摑つかめない関係の相手だからな。

　目上の人には違ちがいないが、どこかこう、敬語を使う気にならない。

　不思議と、昔から知っているような。

　親しん戚せきのおじさんみたいな感覚。

「呼んだのは、他でもない。ただ、世間話に付き合って欲しいんだ」

「暇ひまつぶしだったら、セラとかサラスとか、美人の方がいいんじゃないか？」

　なんて冗じよう談だんじみた返しをしていると──

「相あい川かわくん、俺は──『この物語』の『主人公』だと思っていた」

　頭領は天てん井じようを見上げながら呟つぶやいた。

「というと？」

　何かの比ひ喩ゆかと思い、話を続ける。

「この世界に初めて来たとき──俺は侵しん略りやく者だった」

「たしか……ヴィリエの人間なんだっけか」

　俺の言葉に、こくりと頷うなずく。

「あの頃ころは、冥めい界かいとの戦争もあったからね。男も後方支し援えんとして現場へ行ってたんだ」

　まあ、現状では戦争って感じはしないから、ヴィリエの男までは来ないのかもね。

　ヴィリエの男を見かけるようになったら、いよいよヤバいってことかな。

　何より怖いのは、それがこの世界で歴史として残っていないことだ。

　記き憶おく操作って奴やつで、侵略されたことすら、なかったことになってるんだろう。

　そうならないように、さっさと魔ま力りよくの永久機関を完成させないとな。

「侵略戦争に疑問を感じていた頃──冥めい界かいからこの世界を守るためにやってきたユークリウッドに出会って、俺は運命的なモノを感じたんだ」

　話が進む。

　ユーと悪魔男爵は、知り合いだったんだな。

　俺もそうだった。ユーに出会って、人生が変わったんだ。

「もしかして、ヴィリエを裏切ってユーと一いつ緒しよに戦ったのか」

　こくり。頷く頭領。

　なるほど、クーデターはヴィリエだけじゃなく、この世界でも始まってたんだ。

「でも、俺とユークリウッドだけじゃあ、魔装少女の侵しん攻こうを抑おさえることは不可能だった。そこで俺はユークリウッドの血を使って、『吸血忍にん者じや』を生み出した」

　ユーが生み出したんじゃなくて、こいつの判断で吸血忍者は作られたのか。

　実質同じようなことだが、誰だれがやったのかは重要なことだ。

「でも、こんなことを言うのもあれだが──吸血忍者は魔装少女を止められるほど強くないよな？」

「ヴィリエがこの世界を攻せめるようになったのは、冥界がメガロという対応策を見いだし、冥界侵攻が困難になったからだ」

「なるほど、吸血忍者という反はん撃げきの力を得る事で、一ひと筋すじ縄なわではいかないぞと思わせたかったのか」

「残念ながら、吸血忍者では抑よく止し力りよくにはなり得なかった。──そこでこっちから攻こう勢せいに出たんだ」

「ヴィリエでの、クーデターの件か」

「ああ。俺には頼たよれる幼おさな馴な染じみと、最強の恩師がいたからね」

「大先生と、クリスだな」

「全すべてが運命的だった。全てが上う手まくいっていた」

　とても楽しそうに、彼は語っていた。

　確かに、たまたまユーと出会い、たまたま幼馴染みと恩師がヴィリエでも屈くつ指しの実力者だったなんて、物語の主人公としては十分な設定だな。

「……でも、最後に失敗した」

　思い出に水を差すようだったが、やっと俺は理解出来た。

　この物語の主人公だと思っていた。

　その言葉は、比喩でも何でもなく、マジで思っていたことなんだろう。

「そう、女王に負けたとき、そして、死ぬことも出来ずに死に近い状態でこうして今も生きている。そのときになってやっと──俺は、主人公じゃないと気付いたんだ」

「……なるほど。なんと言っていいか」

「慰なぐさめはいらないよ。とまあ、俺が何を言いたいのかって言うと──」

　それが、今回呼んだ理由だろう。

　話の流れからいって、きっとこう言いたいんだろう。




「今は、俺が主人公のようになってる？」




　自分で言うと恥はずかしいが、きっとそういうことなんだろう。

「そう、君は数々の事件に遭そう遇ぐうし、それを見事回かい避ひしてきた。俺にもそんな時期があったよ。ただね、俺のように──最後で失敗して欲しくないのさ」

　やっぱりな。

　確かに、俺はユーと出会った時から、運命のようなモノを感じている。

　俺が、中心なんじゃないかって思うときもある。

　だけど、俺はこう思うんだ。

　もしかしたら、この『物語』の『主人公』は、一人じゃないってさ。

　きっと、この物語の主人公は、『ユー』と『ハルナ』だ。

　俺は、その傍そばにいるに過ぎない。

　まあ、俺が主人公だとするなら、嬉うれしいもんだがね。

「……やれることはやるさ。でも、どうしてそんな話をしたくなったんだ？」

「実は、吸血忍者以外での見み舞まい客きやくは、君で二人目なんだ」

「二人目？　でも、ずっと面会謝絶だったんじゃ？」

　頭領は命を狙ねらわれた。

　そのことから、本当に信じられる人間しか、会うことは出来なかったはずだ。

「アリエルが、来たんだ」

　なるほどな。

　俺は、納なつ得とくした。

　ハルナの担任教師で、頭領の幼馴染み。

「ああ、あの人だったら、忍者の屋や敷しきにも簡単に忍しのび込むことが出来そうだな」

　そう、きっと、吸血忍者に断りなく、こっそりやってきたんだろう。

　見つからなくて良かった。

　もし、吸血忍者の誰かが戦いを仕し掛かけたら、確実に返り討うちに遭あうだろうからな。

「相川歩くん。あいつを止めてやってくれ」

「止める？」

「きっとあいつは──死ぬ気で何かを成そうとしている。俺に会いに来たのは、最後の別れかもしれないからだ」

「まさか……またクーデターを」

　マズイな。

　大先生がそこまでやるとは思ってなかったが──有り得る。

「わからない。でも、何か命を懸かけるほどのモノがあるみたいでね」

　命を懸ける──そうか。やっぱり、『アレ』は大先生が持っていったんだ。

「……今、大先生は魔力の永久機関を作る設計図を持ってるんだ。ウチのハルナが作った奴なんだが」

　俺の真しん剣けんな声に、頭領は驚おどろき、ゴホゴホと咳せきをする。

　危うく血ち反へ吐どを吐はきそうだったが、なんとか堪こらえたようだった。

「永久機関っ！　なるほど、だからあんな質問を──相川歩くん、もしかしたら、もう手て遅おくれかもしれない」

「手遅れ？」

「アリエルが俺に会いに来た理由は、新たな魔装兵器についてだったんだ。膨ぼう大だいな量の魔力を集めて溜ためられるタンクのようなモノは、どうすれば作れるのかってね」

「設計図にそこは書かれてなかったのかな」

「永久機関のことだけだったんだろうね。そして、俺はその答えを教えてしまった」

「だったら、まだ完成には至ってないんじゃ？　手遅れというのはまだ早い」

　魔装兵器を作るのは、大先生では無理だったはずだ。

　たとえ、その技術に長たけている頭領にやり方を教わったからといって──




「その答えは──『メガロ生成装置』なんだ」




　え？

　何やら聞き慣れない言葉に、俺は嫌いやな予感がしていた。

「もう少し説明して欲しいんだが」

「メガロってのは、この世界で死んだ人間の魂たましい──まあ、つまりは魔力の塊かたまりと、魔装少女の魂を合体させて作るんだ」

「その話は聞いたことがあるような気がする」

「そして、その対象は、ありとあらゆる死に方をした者。それらが──」

「その『メガロ生成装置』に集まるってのか？」

「正式な名めい称しようは知らないけどね。ついでに言うと、誰の魂なのかって全部一つ一つ分かるみたいだよ」

「……無限の魔力を溜めることが出来るタンクか……ってことはそれを手に入れることが出来れば──」

「永久機関はすぐに出来上がるだろうね」

　それを大先生が手に入れれば──どうなるんだろう？

　永久機関を作り出すことが出来なければ？

　もし、メガロをヴィリエが操あやつることが出来れば？

　……戦争がなくなるどころか、即そく始まってしまうんじゃなかろうか？

　いや、それを俺が手に入れて、永久機関を作り出してしまえばいい。

　俺にはハルナが、天才が付いているんだから。

「ハルナは、膨大な魔力が必要だって言ってたが、それも解消されるな」

「メガロ生成装置を奪うばう。それは、アリエルでも難しいだろう。それが出来るんだったら、魔装少女は冥めい界かいと停戦していない」

　そりゃそうだ。メガロ生成装置なんて、冥界の切り札のようなもんだからな。そうそう魔装少女の手には届かない場所にあったり、護衛が付いてたりするんだろう。

「あるいは、全く同じ装置を作り出す？」

「それは無理だろう。セブンスアビスの能力付加なしではね」

　メガロを作り出したのは、『セブンスアビス』と呼ばれる冥界の実力者たちだ。

　それぞれが特とく殊しゆな力を持っている。

　その特殊な能力の結けつ晶しようが、メガロ生成装置なのだろう。

　さすがの大先生でも、いや、ヴィリエの誰にも作ることが出来なかった代しろ物もの。

　じゃあやっぱり、それを探し出して、命いのち懸がけで奪おうとしているのか？

「とにかく、俺は大先生が何をしようとしているのかを探さぐってみるよ」

「助かる。俺も動ければいいんだが──全く、臓器を一つ失った程度でこの様だ」

「あんまり、無理すんなよ。セラやサラスや友ゆ紀きが、悲しむからな」

「俺は主人公じゃなかったが、この物語を見届けるまでは──死ねないさ」

「ああ、その意見には、賛成だ」

　俺と頭領は、一いつ緒しよに笑った。

　あり得ないほど年上で、偉えらい人物なのに、どこか敬語で接するようなことを忘れてしまうオーラを持っている。

　そして、頭領もそのことに、文句の一つも言ったことがない。

　それは、自分に近い存在であると互たがいに認めているからなのだろうか。

「いいか相川くん。君は絶対に、最後の最後で失敗はしないでくれ。──君が、この物語の主人公ならばな」

　そう言って、頭領は血反吐を吐いた。

　主人公ならば──

　そうだな。もしそうなら、絶対に失敗は出来ない。

　ユーの物語もハルナの物語も、ハッピーエンドしか似合わないのだから。

　とりあえず……ナースコールだな。
















　メガロ生成装置。

　それを探すには、やっぱり冥界へ行かなきゃいけないんだろうか？

　俺は、ユーにそのことを聞こうか悩なやんでいた。

　ちらりと横を見れば、輝かがやくような銀色の髪かみ。プレートアーマーにガントレットという出いで立ちの、美しい少女。

　その儚はかなげで、ミステリアスな横顔に、俺はいつも魅み了りようされる。

　何度もメガロ生成装置のことを聞こうとしては、やめていた。

　すぐに聞けば良い……って訳にもいかないだろ？

　ユーは、メガロを良しとしていない。

　死んだ魂は、安らかであるべきだと思っている。

　その意見には賛成だし、ユーにはあんまりそういう話をしたくない。

　出来る限り、そういう話はしたくないんだ。

　ユーを、悲しませたくはないからな。

　居間でぼーっとテレビを見ながら、お茶を飲んでいたら──

　とんとん、とユーが机を二回叩たたいた。

　なんだろうと思ってみたら、一枚のメモ。

『話が　あるんでしょう？』

　どうやら、俺がそわそわしているのを感じ取られてしまったようだ。

　俺は頭の後ろをポリポリと搔かく。

　青い瞳ひとみがじっと見み据すえている。

　俺の心の全すべてを見透すかしているように。

　こいつに隠かくし事なんて出来ないな。

「まあ、あんまりお前を危険なことに巻き込みたくはないんだが──」

　俺は渋しぶったが、あまり時間も無さそうな案件なんで、仕方なく聞くことにした。

「メガロ生成装置の場所、分かるか？」

　メガロ生成装置。

　その言葉を聞いたとき、一いつ切さいの感情を動かさないユーが、ぱちぱちと二回瞬まばたきをした。

　動どう揺よう。

　それは、恐おそらく動揺だった。

　しかし、ユーはそれを感じさせない。セラでも、気付くことは出来ないだろうね。

『知らない』

「え？　あれ？　メガロはユーたちが管理してるんじゃないのか？」

　メモを見てはユーの顔を見る。ユーの顔を見ては、メモを見る。

　ついつい、それが癖くせになってしまっていた。

　まあ、顔色を窺うかがっても表情は変わらないのだが、その無表情の中に、ほんの少しだけ垣かい間ま見みえるユーの気持ちがあったりする。

『最終兵器の在処ありかは　最少人数の人間で保管すべき』

　まあ、そう言われればそうだろうけど、その『最少人数の人間』の一人がお前なんじゃないのかと。

「じゃあ、誰だれに聞けば分かるんだろうな」

『メレンゲ』

　ユーの言葉に、俺は天を仰あおいだ。

　………………あいつかー。

　苦手なんだよな。メレンゲ。

　確かに、メガロシステムを作った張本人であるメレンゲならば、その装置がどこにあるのか知ってるのもわかる。

『でも　どうして？』

　ユーは俺が突とつ然ぜんメガロ生成装置のことを言い出したもんだから、少し緊きん張ちようしていた。

　それを知ってどうするのか、と聞きたそうだ。

「大先生がメガロ生成装置を元にして、魔ま力りよくの永久機関を作るんじゃないかって話を聞いてね」

　ユーには、噓うそを言う必要はない。

『誰から聞いたの？』

「悪魔男だん爵しやくだ」

　ユーは一度目を閉じて、思い馳はせる。

『メガロは　冥めい界かいにとって　唯ゆい一いつの防衛力』

　そうだな。メガロ生成装置を失うってことは、ヴィリエに攻せめられ放題になるってこと。

　失うわけには、いかないんだ。

「ああ、分かってる。だからこそ、大先生より先に見つけたいんだ。──待てよ、ドゥラークはどうだろう？　あいつも知ってるんじゃ」

『どちらも　同じレベル』

　それは、メレンゲとドゥラーク、どちらもメガロ生成装置の場所を知っているという意味でありつつも、どちらも面めん倒どう臭くさい相手だと言いたいんだろう。

　特に、ユーはドゥラークをずっと面倒臭い人間だと言っていた。

「…………そうだな。あの爺じいさんも面倒臭そうだ。それに、居場所がわからん」

『メレンゲの居場所は　知ってるの？』

　ユーの言いたいことはもっともだ。

　あいつは、忍にん者じやのような奴やつで、何にでも変へん化げすることが出来るからな。

　もし姿をくらませば、誰にも見つけられないだろうよ。

　だから、セブンスアビス狩りのときも、特に気にも止めなかった。

　でも、俺は居場所を知っている。

　いや、正確には、知っている人物を知っている。

「以前聞いたことがある。たしかメレンゲは──」







　さて、朝からお見み舞まいに行ったり、家に帰ってユーと話しては、また絶ぜつ叫きようマシンで学校へ送って貰もらったりして、学校へ無事登校することが出来た。

　日光を避さけるために、ご老人が庭で体操でもしそうな早朝には起きていたおかげで、色々な用事があっても全然授業には間に合った。

　まあ、移動にあまり時間が掛かからなかったことが幸いしたのだろうが、家から学校までは歩いて五分ほどだし、日光を浴びながらふらふらと歩いていった方が良かったかもな。

　わざわざ日光を避けるためにセラの車に乗る必要はなかった。

　そんなこんなで今は机の匂においを嗅かぐようにぐったりと倒たおれ込み、そいつがやって来るのを待っていた。

　いつも、教室で待っていれば元気な笑え顔がおを見せて飛んでくるのだが──

　その日は違ちがっていた。

　あいつ、どうしたんだろう？

　クラスの人間は、もうほとんど登校しているってのに、まだやって来ない。

　来たと言えば──

「でさ～。買ったのが先週号だったんだよなー。替かえとけっつーんだよ雑誌は」

　メガネの鬱うつ陶とうしい男子生徒だけ。

「なあ、織おり戸と」

　俺は顔を上げて、この学校の女子のことなら靴くつのサイズから指輪のサイズまで暗記している男に聞いてみることにした。

「なんだ？」

　メガネの奥で、目がキラキラと輝いている。

　久しぶりに声を掛けられて嬉うれしいのだろう。

　あまり話しかけすぎるとうざいので、普ふ段だんは話を聞き流して相づちを打つ程度なんだが。

「友ゆ紀きはどうしたんだ？」

「あー、そう言われれば、今日は見てねーなー」

　情報は、なしか。

　そもそも、どうしてまだ来ないのかという理由を知ってるなら、ベラベラと覚えたてのスキャンダルみたいに話すだろう。

　いつもだったら、周りの迷めい惑わくも考えず、「相あい川かわー」なんて明るく大きな声で叫さけびながらやってくるもんだが、今日はそれがない。

　隣となりのクラスへ行ってみるかと立ち上がる。

「トイレか？　俺もいこうか？」

「来んな」

　同じく立ち上がった織戸の肩かたをぐっと押し込んで、椅い子すへ座らせる。

　もうすぐ朝のホームルームが始まってしまう。

　さっさと行って、さっさと帰ってこないと。

　しかし、隣のクラスを覗のぞいてみても、友紀の姿はない。

「あれ？　どうしたの相川」

　そこで、一人の少女に出会った。

　今日もメイクばっちりのギャル。三み原はらだ。バスケ部に所属しているが、さほど身長は高くない。三原は友紀とは最も仲がいいし、こいつならどこにいるか知ってるかも。

「ちょっと、友紀を探しててな」

　顔を見ずに、教室内を見み渡わたしながら聞く。

「今日は来てないけど？」

　にっ。

　ものすんごいにやけ顔を見せやがったので、俺は呆あきれた目で三原を見る。

「なんだよその顔は」

「いやぁ～？　べっつにぃ～？」

「ご立腹のご様子になっちまうぞー」

「ただ、ユキちゃんを気にしてるんだぁ～って思ってねぇ～」

　その、語ご尾びを伸のばす感じが鼻につく。

　まあ、何にしても、友紀は来ていないのか。

　珍めずらしいな。

　学校を休むような奴じゃない。

「無断欠勤とか？」

「欠勤というか欠席ね」

　そういう、言葉の間違いをいちいち訂てい正せいしてくるところとかも、腹立たしい。

　言葉ってのは何のためにある？　伝えるためだろ。

　伝わればいいじゃねえか。伝われば。

　まあ、俺だってハルナの間違いを訂正しちゃうんだけどさ。

　他人にされると腹立たしい。

　これは、ただのガキみたいな考え方だな。

　改めよう。うん。

「その内来るんじゃない？　どうせ、寝ね坊ぼうかなんかでしょ？」

　寝坊か。

　だったらいいんだが。

　まさか、何かしらの事件に巻き込まれたんじゃなかろうか？

　俺は心配で心配で、三原と別れ、友紀に電話を掛けてみることにした。

　背後で何やらものすごくにやけた顔の三原がいるような気がしたが、いちいち絡からんでられない。

　プップップップップ……プルルルルル……プルルルルル……

　出ない。

　おかしいな。

　トイレにも携けい帯たいを持ち歩く現代っ子なはずなのに。

　セラは携帯端たん末まつを持たない主義っぽいけどな。

　サラスに聞いてみた方がいいかな？

　友紀の上司でもあるんだし、何か事件だとすれば、原因を知っているはずだ。

　と言っても、もう聞きにいってる時間はない。

　こういうとき、携帯電話は便利なものだ。

『友紀が学校に来ていないみたいだけど、何かあったのか？』

　メールを一つ送っておけば、すぐに返信が来るだろう。

　ほら見ろ。

　さすがサラスだ。

　ものの一〇秒足らずでメールが返ってきた。




『ノロウイルス』




　単語だけの言葉だったが、申し分のない説明だった。

　なるほど。ノロウイルスに掛かったのか。

　確か、食中毒でよく感染する、高熱と嘔おう吐とや下げ痢りが凄すさまじい奴だ。

　……大変そうだな。仕方が無い。学校終わったら、看病でもしにいってやろう。

　あいつへの恩、全然返せていないような気がするし。

「相川くん……どうしたの？」

　ふと見ると、お下げの少女が心配そうに俺の顔を覗き込んでいた。

　携帯を見つめながら怖こわい顔をしていたのだろう。

「友紀が来てないから、どうしたのかなって思ってただけさ」

　笑顔で安心させる。

　平ひら松まつは優やさしい女の子だからな。きっと、俺が険しい顔をすれば怯おびえてしまうだろう。

「……そうだよね……確かに」

「サラス……じゃないや。まあ、聞いた話だと、ノロウイルスに掛かったんだと」

「え！　……それは……大変だね……ユキちゃん、大だい丈じよう夫ぶかな？」

　しまった。

　結局、心配させることになってしまった。

「何、俺があとで見舞いにいってくるさ」

「え？　……大だい丈じよう夫ぶなの？　ノロウイルスは……感染力高いよ？」

「なあに、死にはしないさ」

　ゾンビにウイルスなんて効かない効かない。

　はっはっはっは。

　軽くいなして安心させたのだが──

　それでも平松の表情は変わらなかった。







　さて、学校も終わり、俺は急いで友紀の家までやってきた。

　いつもなら太陽が沈しずむまで待つが、今日は死ぬ気で夕暮れの中をやってきた。

　久しぶりだったな。影かげだけを探して歩くのは。

　友紀の家は、マンションだ。

　それも、ぱっと見高級そうな、女子高生には勿もつ体たいないほどの良いマンション。

　ここは、吸血忍者がわんさか住んでるそうで、オートロックどころの防犯システムじゃない。

　庭には地じ雷らいが仕し掛かけられていたり、玄げん関かんから入っても赤外線に触ふれれば竹たけ槍やりでケツを刺さされたりと、訓練された忍にん者じやぐらいしか、侵しん入にゆうは出来ないだろう。

　そんなマンションの一室へ、俺は久しぶりに足を運んだ。

　鍵かぎが、開いている。

　というか、オートロックも赤外線も、数々のトラップも解除されていた。

　おいおい、どれだけ防犯機能を満まん載さいにしても、オフにしていたらなんの意味もないじゃないか。

　夕方は人通りも多いだろうし、防犯に気を掛ける必要がないのだろうか？

　開いてるなら、入らせて貰もらおう。

　怒おこられてもすぐ出て行けばいいし。

「友紀ー。大丈夫かー？」

　どたどたと地じ団だん駄だを踏ふむように靴を脱ぬいで玄関を上がり、廊ろう下かを進んで、リビングを横目にしながらさらに先の寝しん室しつへ。

　そこには、俯うつぶせに寝ね転ころがっている、友紀の姿があった。

　ベッドではなく、床ゆかで。

　右足の膝ひざは曲がり、右手を伸ばしている。

　まるで、ロッククライミングでもしているようなポーズ。

　あるいは、殺人事件のようだ。

「友紀、大丈夫か？」

　俺は、もう一度同じ質問をした。

　まさか、本当は死んでしまっているんではなかろうかと、屈かがんで顔を窺うかがいながら、体を揺ゆさぶってみる。

「相川……？」

　虚うつろな瞳ひとみ。

　だが、死んではいないようで一安心だ。

　いつもの健康的な短たん髪ぱつは、水をやり忘れた植物のようにしなっとくたびれている。

「何してんだよお前は」

　朝のハルナよりも寝ね相ぞうが悪い。

　ベッドどころか、床なんだからな。

　ついつい、笑ってしまった。

「…………トイレに……」

　顔が赤いのは恥はずかしいのかそれとも熱のせいなのか。

　なるほど、這はいつくばってトイレに向かっている途と中ちゆうだったのか。

　ノロウイルスだって言ってたからな。

　下痢と嘔吐が尋じん常じようじゃないのだろう。

　俺はひょいっと友紀の体を抱だきかかえる。

　熱い。

　ノロウイルスになったことはないが、こんなに熱が出るものなのか。

　まあ、トイレに行こうとして立てなくなり、虫のように這いつくばるほどだ。

　ぼーっとしているのも、熱のせいだろう。

　それにしても、こうやって抱かかえ込んでみると、こいつって軽いんだな。

　背は低めだが、肉付きは悪くもないはず。

　………………お姫ひめ様抱っこって、結構胸が当たるんだな。

　このむにっとした感覚が──

　いかんいかん。

　相手は病人だ。

　隠かくれ巨きよ乳にゆうが隠れてないからって、それがなんだ。

　バカか俺は。

　トイレに連れて行って、便座に座らせると、友紀はぼーっとした表情でスウェットのズボンを下ろそうとしたので、俺は咄とつ嗟さにトイレから出た。

　全く、男がいるのに目の前で用を足すなよ。

　こいつはがさつでサバサバしていて、少年のような心を持ってはいるが、こういうことで恥ずかしいと思わないほどじゃない。

　思考回路が、ショート寸前なんだろう。

　俺は友紀が用事を済ませている内に、おかゆでも作ってやろうかと冷蔵庫とか炊すい飯はん器きとかを物色してみたが──

　肉のミンチとか鶏とり肉にくとか、チャーシューとか、肉ばかり。

　戸と棚だなにはラーメンとかラーメンとかあとはラーメンとか、病人には『重い』モノばかり。

　いや、むしろ薄うす味あじのラーメンだったら食べやすいのかな？

　んー。

　飲み物も、牛乳ぐらいしかない。

　スポーツ大好きな友紀だったら、ポカリ的なモノがあると思ったんだが。

　牛乳も、今の友紀にはキツいだろう。

　日本人は乳糖を分解する酵こう素そを持ってない人間が多いそうだ。

　中には、栄養を九五％も吸収できないこともあるそうで、牛乳でお腹なかを壊こわす人が多かったりはこのせいだという。

　まあ、一いち概がいに日本人全員がとは言えないが──ノロウイルスに掛かってるときに牛乳は相あい性しようが悪そうだ。

　んー、これは買い出しに行くべきかな。

　なんて考えていたら、トイレの戸が開いたので、友紀を迎むかえに行ってやる。

「相川ぁ……」

　子こ猫ねこのような声だな。

「手、洗うか？」

　小さく頷うなずく友紀。

　洗面所に立たせて、あわあわのハンドソープで手を洗ってやる。

　まるで、介かい護ごをしているような気分だ。

　ベッドまで運んで、布団の中へ。

「……相川ぁ……」

　ほとんどまぶたが閉じていたが、必死に開けようとしているようだった。

「どうした？」

「なんでここにいんだ？」

　何度も目をしばたたいて、俺の姿を何度も確かく認にんしているようだ。

「目、閉じてろよ」

「でも……目を瞑つぶったら……相川いなくなるかも」

「大丈夫だって。喋しやべってるだろ？」

「夢じゃ……ないのかな……」

　そう言いながら、友紀は目を閉じる。

「ああ、ちゃんとここにいるさ。──お前がノロウイルスに掛かったって聞いたからな。色々大変だろうと思って来てやったんだ。感謝しろよー」

「でも……移っちまうぜ？」

「俺はゾンビだからな。ウイルスなんかに負けねえよ」

「そか。相川ぁ」

「ん？」

「来てくれてありがと」

　辛つらそうに目を閉じたまま、友紀は小さく笑った。

　そして、そのまま眠ねむったように意識を失ってしまった。

「おう」

　起こさないよう、小さく返す。

　とりあえず体温を測ってみるか。

　体温計……体温計……

　くそ。知らない家で小物を探すってのは、宝探しみたいに難しい。

　耳かきは発見したんだけどな。

　あと、印いん鑑かんと通帳も発見した。

　…………まるで、空き巣に入ったみたいだ。

　あー、あったあった。

　ボールペンと一いつ緒しよに置いてあった。

　耳かきも同じ場所に置けばいいのに。

　あいつは、整理整せい頓とんが下手くそだな。

　ここは体に使うモノ～、ここは文ぶん房ぼう具ぐ～、みたいにまとめようという気がないんだろう。

　友紀のところへ戻もどり、体温計を腋わきの下に挟はさんで一分。

　ピピピピっ、ピピピピっ──

　はい、えー、体温は………………

　四二度。




　………………よよ、四二っ！




　俺は、体温計を二度見した。

　四〇越ごえでも恐おそろしいのに、四二度なんてぞっとするな。

　動けなくなるほどの高熱。

　そりゃあ、床に這いつくばる訳だ。

　そう思うと、友紀が可哀かわい想そうになってきた。

　高熱のときはどうするんだっけ？

　確か、四二度以上の熱が出ると、タンパクか何かが凝ぎよう固こしていって、ずっと放って置くと最悪死ぬとかなんとか。

　だから、体温計は四二度をリミットにしているとか。

　つまり、四二度と出ていても、それ以上の可能性があるってことなのか？

　出したことがないから分かんねえ。

　実際、四二度なんて熱を出した人を見たことがないからな。うろ覚えの知識しか持ってない俺が看病していいのか、それが恐ろしい。

　この数字は、正しいのか？

　このまま放ほうって置くと、友紀はやばいのか？

　くそっ、自分のバカさが嫌いやになるっ！

　風か邪ぜとか熱ねつ中ちゆう症しようとか、熱を出すような事態はいつでも起こりえるのに、その知識が何にもない。

　苦しんでる女の子一人、救うことが出来ない。

　状じよう況きようすら、把は握あくしきれてないんだ。

　熱で脳がやられるのが一番ダメじゃないか？

　とりあえず、おでこを冷やしてやろう。

　あと体を温かくして汗あせを出させよう。

　汗をかくと、体温が下がるはずだ。

　掛かけ布ぶ団とんの下ではなく、上から毛布を掛けると、より温かくなると聞いたことがある。

　友紀の寝ねている布団の上から、毛布を掛けてみることにした。

　なんなら、扇せん風ぷう機きを顔面に当て続けてみてはどうだろう。

　………………そのまま、五分ほどやってみた。

　いつ容よう態だいが悪化するか分からない。

　ただひたすら、座して待っていた。

「……相川ぁ」

　友紀が小さく絞しぼり出すような声を出す。

「どうしたっ！　大だい丈じよう夫ぶかっ！」

　俺はがばっと覆おおい被かぶさるようにして、友紀の声を必死に聞く。

　どんな些さ細さいなことでもいい。

　こいつのしたいことをしてやりたい。

　聞き逃のがす訳にはいかない。

「……汗、気持ち悪い」

「そうかっ！　そうだなっ！　拭ふいてやらんとなっ！」

　俺は急いでタオルを持ってきた。

　汗を凄すごく吸いそうな、ふわっふわのバスタオルだ。

　………………拭いて……やらんとな。

　布団を毛布ごと引っぺがして──俺は困こん惑わくしていた。

　はあはあと荒あらくなる息と共に、大きく上下する胸。

　こうして見ると、こいつってやっぱり巨きよ乳にゆうなんだな。

　制服とかだとそんなに感じないが、部屋着だと存在感が凄い。

　これが、隠かくれ巨乳と言われる由ゆ縁えんなのだろう。

　体を拭いて、いいものだろうか？

　友紀のたわわに実った山脈を眺ながめながら、やはり俺は困惑していた。

　俺はバカかっ！

　相手は病人なんだぞっ！

　直接触ふれる訳でもないし、やましいことをしてるわけじゃない！

　玉の汗が滴したたる、首筋。その肌はだはきめ細やかで、シミ一つない。

　吸血忍にん者じやってのは、どうしてこう綺き麗れいな体つきの奴やつばっかりなんだろうね。

　吸きゆう血けつ鬼きもそうだが、吸血行こう為いが綺麗な肌を維い持じするのだろうか？　それとも、恐らく常人よりも多く摂せつ取しゆしているであろう鉄分が関係してるんだろうか？

　そんなことを考えて気を紛まぎらわしながら、タオルを服の中へ入れていく。

　お腹、背中、腕うで──

「……取って」

　バスタオルを三枚ほど使って、いそいそと汗を拭いていたら、ぼそりと友紀が呟つぶやいた。

「え？　どうした友紀っ！」

「ブラ……汗で……気持ち悪い……から」

　………………なんと──────っ！

　ブラを、外せとおっしゃるのか？

　それはつまり、結局やっぱり──

　肌に触れるってことか？

　今まで必死に肌には直接手が触れないよう、服の中へタオルを突つっ込こんでは引っ張るという方法で汗を拭こうとしていたが………………やるしか、ねえな。

　友紀が、嫌がってるんだから。

　生死の境を、彷徨さまよってるんだからっ！

　ごろんと寝返りを打つ友紀。

　背中には、うっすらとブラの形が透すけている。

　意を決して、俺はスウェットの中へ手を入れる。

　俺は一度、女性になったことがある。

　そのおかげで、ブラに触さわったこともあるし、後ろ手でつけることも出来る。

　まあセラに手伝って貰もらったところはあるがな。

　とりあえず、留め具であるホックをぷりっと外してしまおう。

　背中だから大丈夫。

　背中だから大丈夫。

　背中だから──

　あれ？

　ないぞ？

　ないっ！

　ホックが、あらへんで！

　おいおい、どういうことだ？

　そう言えば、聞いたことがある。この世には、後ろではなく、前に留め具があるタイプが存在すると。

　まさか……そうなのか？

　フロントホック……

　あの、滅めつ多たにお目にかかれないというブラだというのか。

　だったらお前、背中をこっちに向けるように寝返りを打ったのはなんでだよ。

　いつもはフロントホックじゃないから間ま違ちがえたとか？

　まあ、高熱で意識が朦もう朧ろうとしてる奴に、正しい判断を求めても無理があるか。

「友紀、逆だったみたいだ」

「……ん」

　ごろん、と反転する。

　おいおい、ちょっと待てよ。

　フロントホックってことは、前に付いてるってことだよな？

　つまり──




　……………………おっぱいの間っ！




　見ながら出来る訳ないだろっ！

　スウェットの中へ手を入れて今度こそブラを外す。

　ブラを……外す……

　俺は今、とんでもないことをしようとしてるんじゃなかろうか。

　あー、くそ。俺まで熱が出てきそうだ。

　ドキドキが止まらない。

　友紀のためにも、絶対おっぱいには触れずに終わらせないと。

　だが、見えない中で、初めてのフリントロック……じゃないや。いやむしろこれならフリントロックの方がまだやり方が分かる。

　へそから真まっ直すぐ上へゆっくりゆっくりと侵しん入にゆうする。

　汗ばんだ肌と肌が擦すれ合って、俺も掌てのひらにじんわりと汗をかいてるのが分かった。

　あった。恐らく、ここがホックだろう。

　………………た、谷間が。

　すまん。本当にすまん友紀。少しだけ指を谷間へ入れるぞー。

　どうやればいいんだこれ？

　俺が女になったときは、フロントホックなんてなかったからな。

　織戸だったら、片手でぶるりん、と豪ごう快かいに外すんだろうな。

　パキ。

　あ、今パキって言った。

　ついびくっとしてしまった。

　大丈夫なのか？　壊こわしてないだろうな？

　やっぱり、初めて触るモノを見ずに扱あつかおうってのが間違いなんだよな。

　いったん手を引いて、深呼吸を一つ。

　よし。

「友紀、すまんがほんの一いつ瞬しゆんだけ服をまくるぞー」

　と断りを入れながら、スウェットをまくる。

　レモンイエローなブラが、そこにはあった。

　寄せて上げられた二つのお山は、まるで日本昔話に出てきそうなほどに丸い。

　その真ん中に、山折りになったホックがあった。

　これ、もう取れてるんじゃないのか？

　横に引っ張ったり、押したり引いたり──

　その度たびに、メロンのようなおっぱいが、プリンのようにふるふると揺ゆれていた。

「……上下に」

　手間取っていた俺に、友紀が小さく呟いた。

　あー、上下かー。その発想はなかったわ。

　ぱきっと山折りにして、上下にスライドさせると──

　ぶるりん。

　………………あぶねえっ！

　ぎりぎりだった。

　解放された瞬間に、大きく揺れた際、山の頂はいただけなかったけど、危あやうくその全ぜん貌ぼうが明らかになるところだった。

　寝ねているからブラという拘こう束そく具を外されたおっぱいはむにゅっと重力に引っ張られている。

　柔やわらかいんだろうな。

　じゃねえや。

　なんでこう脱だつ線せんしてしまうんだろう。

　こいつとは、友達のようだと思っていたのに。

　それは、自分に言い聞かせてるだけで、本当は意識していたんだろうか？

　この胸の高鳴りはなんだ？

　織戸が言っていた。

　友紀はただのアホだし、女子力はゼロに等しいが、おっぱいだけは絶品だと。

　その絶品を目まの当たりにしてるせいなのか？

　俺は、友紀に興奮してるのか？

　それとも──




　これが、恋こいの始まりなんだろうか？




　………………ないない。

　うん、きっと違うさ。違うに決まってるさ。

　あとは袖そでから手を抜ぬいて、ブラ紐ひもをするりと取り、ついにブラを排はい除じよすることに成功した。

　我ながら見事な手て際ぎわの悪さだ。

　こんなもん、訓練のしようもねえわ。

　俺の汗あせが止まんなくなってきた。

　ふう。

　って、俺の汗を拭ふいてる場合じゃなかった。

　邪じや魔ま者ものがいなくなったので、タオルをスウェットの中へ押し込んでいく。

　タオル越ごしに、感じる柔らかな感かん触しよく。

　…………直じかじゃなくても十分やべえ破は壊かい力だ。

「相川ぁ」

「どうした？」

「ん……気持ちぃー」

「…………そうか」

　さらりと返したが、内心ではドキドキしていた。

　声を掛かけてくんじゃねえよ。

　喜んで貰えるのは嬉うれしいが、なんかこう──ね。うん──ね？

　また背中からやろう。そして、手足へ行こう。

　きっと、手間取ってる間にまた汗でしっとりしてるはずだ。

　ここは、デンジャーゾーン過ぎるし。

　ワキから背中の汗が尋じん常じようじゃないな。

　背中に取りかかったときだった──

「……あ……もっと」

「んー？　どうしたー？」

「もっと……おっぱいの下辺りが良かった」

　…………そこはダメだってば。

　確かに、汗ありそうだけど。

　これは介かい護ご。これは介護。これは介護。

　これは人形。これは人形。これは人形。

　呪じゆ文もんのように繰くり返しながら、汗を拭き取っていく。

　こいつの体……やっぱり女の子なんだな。

「相川ぁ」

「んー？」

「気持ちぃー」

「そうか」

　だから声掛けんじゃねえよ！　どうにかなっちゃうよ！

　オオカミになっちまうよっ！

　こっちは、人形を触さわってるつもりでやってんだよ！

　お前の声は女の子なんだよっ！

　はあ。すっきりした。俺は王様の耳の正体を吐と露ろしたような開放感を感じていた。

　心なしか、友紀も元気が戻もどってきてるような気がする。

　もう一度、体温を測ってみよう。

　………………四二度。

　四二度っ！

　全然変わってないじゃないかっ！

　どうすりゃいいんだよ。

「友紀、解げ熱ねつ剤ざいとかないのか？」

　ずぼらな人間だったら、前の風か邪ぜで病院とかに行って貰もらった薬を、使い切れずに残ってるはず。

「……医者行ったことねーかんなー」

　行けよっ！

　ずぼらのレベルを超こえていた。

　しょうがない。

「じゃあ、食べたいモノとかはあるか？」

　病やまいは気から。こいつには飯が何よりの薬になるだろう。

「ラーメン」

「は、無理だとして」

「焼きそば」

「も、無理だろ？」

「あうぅ～」

「おかゆぐらいなら食べられるか？」

「……多分」

　おかゆで多分って、じゃあ何が食べられるんだ？

　とりあえず、コンビニで適当に買ってくるか。

「頑がん張ばれよ」

　ぽんぽんと肩かたを叩たたいて、立ち上がる。

　すると、ぎゅっと服の裾すそを摑つかまれた。

　見ると、潤うるんだ瞳ひとみがそこにはあった。

「……一いつ緒しよに、居てくれないのか？」

　寂さびしさ。

　その一点が、表情に表れていた。

「心配すんな。ちょっと、コンビニ行ってくるだけさ」

　てっきり、見捨てられたとでも思ったんだろう。

「そか。──ほんと、相川ってコンビニ好きだよな」

「うっせーよ」

　安心したのか、友紀はそのまま目を閉じた。







　俺は伊だ達てにコンビニマニアを自じ称しようしていない。

　大体のコンビニの場所は、知っている。

　まあ、さすがに、東京中とは言わないが、五駅辺りまでの範はん囲いならコンビニの場所は全すべて暗記してあるんだ。

　だから、コンビニを探して彷徨さまようなんてことはなく、地図にも頼たよらずコンビニへ向かったのだが──そこで知り合いに出会ってしまった。

「ほう、こんなところで会うとはな。マイダーリンよ」

　長く艶つやのある黒くろ髪かみ。すらりとした長身と、綺き麗れいさと可愛かわいらしさを両立させた端たん整せいな顔立ち。

　そのカリスマ性から、吸血忍にん者じやの部隊長やらアイドルやら多方面で活かつ躍やくする凄すご腕うでの女性。サラスバティだ。

「げっ」

「おい、人の顔を見て『げ』とはなんだ『げ』とは」

　彼女に会いたがる人間は多いが、──俺は会いたくない奴やつだった。

　あれ？　なんで会いたくないなんて思ったんだろう？

　別に、コンビニで会うぐらい、どうってことないのに。

「いやあ、なんというかまあ」

　上う手まく言葉が出てこない。

　モヤモヤとした気持ちが、ふつふつと湧わき上がってくる。

「なんだその顔は。私に会えて嬉しくはないのか？」

「いや、まあ。会えただけで嬉しいと思ったことはあんまりないかなー。ピンチに駆かけつけてくれたりは嬉しいが」

「何な故ぜ目を逸そらす？」

「自分でも分かんねえ」

　がし。

　急にサラスが両手を腰こしに回してきたと思ったら、尻しりを摑まれた。

　みるみる内に、顔が強こわばっていく。

「……この尻の緊きん張ちよう感──どうもおかしいと思ったら……貴様、何やらまた猥わい褻せつな行こう為いに及およんできたな？　私以外のか弱き乙女おとめにっ！」

　ぎゅー。サラスさん！　サラスさんやめて！　指が尻に食い込んでるからっ！

「尻を摑んで、なんでそんなことが分かるんだよ」

　と言いつつ、サラスのおかげで、俺はなんで「げ」なんて言ってしまったのか。そして、なんでサラスの目を直視できないのかが分かった。

「貴様の尻をどれだけ摑んできたと思う！　私を侮あなどるなよ？」

「……まあ、お前に後ろめたさみたいなのを感じていたのは否いなめないかな」

　俺がサラスと出会って「げ」なんてカエルのような声を出してしまったのは、友紀に対しての感情を悟さとられたくないってことだったのだろう。

「……メイル・シュトロームか」

「誰だれかまでわかんのかよ。お前もう占うらない師になれよ」

「いやなに、メールをくれたろう？　優やさしいクソダーリンのことだ。ノロウイルスの感染力を知ってようが、看病を買って出る。そして、このコンビニは我々のマンションから近い」

「尻じゃなく推理か」

「で、どうだったのだ？」

「んー、まあ隠かくれ巨きよ乳にゆうってのは、破は壊かい力が凄すごいなと」

「そうではない、容よう態だいのことだ」

　呆あきれたような声で、サラスは訂てい正せいする。

　……うわあ。

　俺は恥はずかしくなって狼ろう狽ばいした。

　友紀の体を拭ふき拭きしたり、ブラを外したりしたことが、今の一いつ瞬しゆんでバレてしまったんじゃなかろうか。

「あー、えっとその。……高熱が出てるんだ。四二度もあってな」

「四二度は大変だな」

　一気に、サラスの目が鋭するどくなる。笑ってる場合ではないレベルだと思ったのだろうか。

「ああ、おでこ冷やしたり扇せん風ぷう機き当てたり、汗あせをかかせたりしてるんだけど、一向に下がらないんだ」

「ふむ──体温を下げるなら、血液を冷やすべきだ」

「へー」

　血管は体全てを駆け巡めぐってる。その温度を冷やすことで、全身の『体温』を下げるということだろう。なるほど理に適かなってる。

「おでこには、大きな血管もないし、冷やしてもほとんど無意味だ」

「え！　でもみんなやってるじゃねえか」

「全く無意味とは言わない。病は気から。熱でうなされ、気持ち悪い状態では治るものも治らん。おでこを冷やすことで、少しでも気を楽にさせたい。せめてひんやり気持ちいい状態にしてやりたいという温情なのだ」

「せめて──か。抗こう生せい物質とかで治せないのかね」

「そもそも、菌きんとウイルスは別物だ。抗生物質ではウイルスに効果はないのだ。風邪を治せる薬が作れれば、即そくノーベル賞だよ」

「お前が友紀を看病してくれてればなー」

「そうしてやりたいのは山々ではあるが──体調管理は本人のミスだ。そのミスを部隊全体に広めるのは、部隊長のミスだ」

「体調と隊長がごっちゃになってよく分からんが、確かに、お前は色んな責任を負ってるし……移る可能性のある相手の看病は難しいかな」

「結局の所、ウイルスに冒おかされれば、そのウイルスが消えるまで、堪たえ忍しのぶしかないのだよ。体温を管理したり、水分や栄養を補給してな」

「じゃあ、体温を下げるには、どこを冷やせばいいんだ？」

「そうだな。太い血管のある首とか、腋わきとかが効果的だろう。あと、汗を出させるのも体温を下げるが、あまり良くはない」

「そうなのか？　新しん陳ちん代たい謝しやが良くなるのかなと思ってたんだが」

「そもそもノロウイルスは嘔おう吐と下げ痢りが激しく、水分が足りなくなる。その上で汗をかかせすぎると、脱だつ水すい症しよう状じようを起こすかもしれん」

「マジか。言われれば確かにそうだな……」

　友紀、大だい丈じよう夫ぶだろうか？

　心配になってきた。

　脱水症状を起こしてないだろうか？

　水分を補給していないんじゃ。

「とすれば、ダーリンは清せい涼りよう飲料水を買いに来たのだな？」

　正確には飯を買いに来たんだが、確かに飲み物が優先だな。

　体内にいるウイルスを、ガンガン出してしまわないと。

「んー、まあそうだな。やっぱり、スポーツドリンク系がいいのかね？」

「ああ、ポカリ的清涼飲料水は、点てん滴てきに使われている輸液とほぼ同じと言われている。直接体に流し込むか、胃腸から吸収させるかの違ちがいだ。まあこの違いに天地ほどの差があるのだがな」

　栄養分の塊かたまりってことか。人類ってのは、色んなモノを作り出すよな。

「ふーん。あと何か食べられそうなのはあるか？　さすがに、カップラーメンは食べさせられないと思うんだ」

「うむ。恐おそらくだが、おかゆも喉のどを通らないだろう。すぐに吐はいてしまっては十分に栄養を吸収も出来ない。──こういうのでどうだろうか？」

　サラスはそう言いながら、ある棚たなを指さした。

　そこにあったのは──ゼリー。

　ぎゅっと絞しぼるだけで、ゼリーが口の中いっぱいに広がる奴だ。

「一〇秒チャージ系ゼリーね。ＯＫ、これにしよう」

　これも飲み物みたいなもんだが、味の変化として良いだろう。

　適当に、三つほど手に取ってみる。

「……で、どうだ？　マイダーリン」

　ゼリーを物色していると、サラスがにやりと笑えみを浮うかべた。

「ん？」

「私に会えて、嬉うれしくなかったか？」

「いや、やっぱりお前は頼りになる。──会えて…………嬉しかったよ」

　サラスは勝ち誇ほこったように、そしてとても幸せそうに微笑ほほえんだ。







　友紀の部屋へと帰ると──そこには、俯うつぶせに寝ね転ころがっている、友紀の姿があった。

　ベッドではなく、床ゆかで。

　右足の膝ひざは曲がり、右手を伸のばしている。

　まるで、ロッククライミングでもしているようなポーズ。

　あるいは、殺人事件のようだ。

「帰ったぞ」

「……相川ぁ」

　虚うつろな瞳ひとみ。顔を上げて俺を見るが、すぐにがくりと力ちから尽つきた。

「トイレだな」

　俺はコンビニ袋ぶくろを友紀のベッドの上に置いて、友紀を抱だきかかえる。

　トイレに連れて行ったあとは、汗でびしょびしょになったベッドのシーツを取り、バスタオルを敷しき詰つめる。

　換かえのシーツがどこにあるか、知らないからな。

　これは、同じマンションに住んでいるサラスから、大量に借りたモノだ。

　看病には参加出来ないが、物資は支し援えんできるという。

　有り難がたいね。タオルを洗って乾かわかしている暇ひまはない。

　少しでも快適に過ごして貰もらおう。

　友紀の汗がたっぷり染みこんだシーツは洗せん濯たく機きに入れるとして、飯の用意でもするか。

　といっても、ゼリーと清涼飲料水だけなんだけどな。

　あー、あと氷ひよう囊のうを作らないと。

　コンビニ袋に氷と水を入れて余分な空気を抜ぬくんだっけか？

　詳くわしくは覚えてないが、これもフェイスタオルか何かでくるんでおこう。

　よし、準備完かん了りようだ。

　友紀を迎むかえに行こう。

　こんこんとトイレの戸を叩たたく。

「開いてるぜー」

　男気溢あふれる返事だが、トイレからの返答としてはおかしいだろ。

　戸を開けると、そこには、最終回の矢や吹ぶきジョーがいた。

　燃え尽きてるな。

「大丈夫か？」

「……ダメかもしんねぇ」

　こんな弱気な友紀、珍めずらしいな。

　手を洗ってやって、またベッドへと連れて行く。

　シーツがタオルに変わってることに、何の感想も無い。

　屈くつ強きような吸血忍にん者じやでも、これほど心身が衰すい弱じやくするものなのか。

　一いつ般ぱん人なら、きっと意識が無い状態でずっと過ごすんだろうな。

　となれば、友紀に喋しやべらせたり考えさせたりするのも負担になっているんじゃないか？

　あんまり、話しかけないようにしよう。

　ベッドに寝ねかせて、腋と首を冷やす。

　冷たすぎないかな？　と思ったが──

「ひんやり……気持ちいい」

　どうやら、程ほどよい程度のようだ。

　それからずっと俺はベッドの横で座り込んで、友紀の容態を確かく認にんしていた。

　そしてついに、体温が四〇度まで回復。

　四〇度でも相当高いが、俺はほっとしていた。

　ありがとう、サラス。

「相川ぁ」

「んー？」

「……大好きぃ」

　急に何を言い出したんだこいつは。

　どうやら、まだ頭がおかしいようだ。

「そうか」

　軽く返す。

「…………相川は？」

「え？」

「相川はぁ？」

　ぼんやりとした瞳で、しかし実直に俺を見つめている。

　俺は……

　俺は──

　返答に困っていると、友紀は何も言わなくなった。

　どうやら、眠ねむってしまったようだ。

　まあ、病人の戯たわ言ごとだ。深く考えないようにしよう。

　だけど、もしあれが戯言ではなく……







　俺は、寝てしまっていた。

　いつから意識が飛んでいたのかは分からない。

　ただ、じっと音楽もテレビも付けないままでいたことが眠ねむ気けを誘さそったのか、それとも初めてに近い介かい護ごに疲つかれたのか。

　頭が、ぼやけている。

　友紀はっ！

　はっと目を覚ますと、友紀がいない。

　布団はめくられ、氷囊も置き去りにして、俺の体には毛布が掛かけられていた。

　どれだけの時間寝ていたんだ？

　友紀はどこへ行ったんだ？

　きょろきょろと辺りを見回し、立ち上がろうとしたとき──

　部屋に友紀が入ってきた。

「おはよう。相川」

　笑顔。

　いつもと変わらない、少年のような笑みが戻もどっていた。

　脱だつ力りよくした。

　立って歩けるようになってんだな。良かった……

　手には、一〇秒で栄養をチャージ出来ると謳うたってるゼリー。

「お前、治ったんだな？　全く、どこ行ってたんだよ」

「……どこって……その……」

　少し俯うつむいて、ちらりと視線を横へ。

　その方向にあるのは、トイレ。

　トイレに行ってたんだ。なんて恥はずかしくて言えなかったのか？

　お前、普ふ段だんそういうの平気で言うくせに。

　その話題は、やめてやろう。

「ゼリー、食べられるのか？」

「おう、ありがとな。今のオレには、これが限界だぜ。さっき、ラーメン食べようとしたんだけど──すぐ吐いちゃって」

　なるほど、トイレって言えなかったのは、吐いてしまったことが恥ずかしかったのか。そして、それを結局言っちゃうところが、アホの友紀らしい。

「じゃあ、食べかけのラーメンがあるのか？　それ、俺が貰おうかね」

　よっこらせっと立ち上がり、伸びをする。

　あー、体がだるい。

「もう伸びてるかもだぜ？」

　俺が伸びをしたタイミングで、ラーメンが伸びると言うのが絶ぜつ妙みようなタイミングだったので、俺は少しふっと笑ってしまった。

「問題ないね。俺はラーメン好きだからな。どんなラーメンでも美う味まいさ」

　笑いながらそう返すと──

　突とつ然ぜん友紀の目から涙なみだが溢れてきた。

「おいおい！　どうしたんだ？」

　え！　えっ！　ええっ！

　俺はどうすればいいかわからず、ただ驚おどろくしかない。

「……相川がぁ」

「俺のせいかよ」

　よたよたと寄ってきたので──つい抱きしめてしまった。

　子供をあやすように、ぽんぽんと頭に手を置く。

　なんで泣き出したのかは分からないが、とりあえずあやすしかないだろ。

「相川がぁ、優やさしすぎてぇ……」

「は？　それが……理由？」

　つい、笑ってしまった。

　失礼なことかもしれないが、笑うしかなかった。

「ん。オレ……こんなに優しくされるなんて……思わなくてぇ」

「あっはははは。なんだその理由。なんで泣いてんだよお前」

　友紀が泣けば泣くほど、何故か俺は笑いが止まらなかった。

　悲しいことじゃなく、訳の分からない理由で泣いてることが、おかしかったんじゃない。

　ただただ、安心したんだ。

　まだ熱も下がりきってはいないだろうが、もう命の危険もないだろう。

　おでこに手をやると──まだまだ体温は高く感じる。

「体温は測ったのか？」

「おう、三九度だった」

　…………全然ダメじゃねえかよっ！

　四〇度越ごえを経験すれば、三九度ぐらい平気なんだろうか。

「とにかく、ゼリー食って寝てろ」

　ひとしきり笑って、俺は友紀をベッドへ誘いざなう。

「うん……ごめんな。急に泣いちまって」

　ちゅーっとゼリーを一気に食べきって、友紀はベッドに横たわり、布団を被かぶる。

「なあ相川ぁ」

「んー？」

「手、握にぎっててくれるか？」

「しょうがない奴やつだな」

　ラーメンは、もう少しあとになりそうだ。
















　友ゆ紀きの容よう態だいが安定したのは、朝の七時頃ごろだった。

　ノロウイルスは二日で治る人もいれば、一ヶ月かかる人もいるそうで、友紀は一日でほぼほぼ完治していた。

　もう少し安静にしておくべきだと言ったんだが、学校へ行きたいとしきりに言うので、仕方なく学校へ行くことにした。

　俺は友紀の驚きよう異い的な自転車に乗せられて、冬だがぎんぎんの太陽に照らされて、ある意味病人だった友紀よりもしなっしなになりながら登校した。

　他人の家から学校行くのってネネさんの家以来かな？

　だが、これがあらぬ誤解を生んでしまった。

　いつもなら朝五時前に、誰だれよりも早く登校する俺が、友紀と一いつ緒しよに登校した訳だ。

　それはまるで、恋こい人びとのようだと言われてもおかしくはない。

　席に着くと、すぐに織おり戸とがやってきて──

「相あい川かわぁ」

　号ごう泣きゆうしやがった。

「なんで泣いてんだよお前は」

　俺は友紀のときとは違ちがい、一いつ切さい笑えみを浮うかべずに聞いた。男の涙なんて、鬱うつ陶とうしいだけだ。

「大人の階段上る君はまだシンデレラだったのにさっ！」

「言ってる意味が微み塵じんも分からん」

　おつゆを飛ばさん勢いで叫さけぶから、俺は顔を手でガードする。

「俺をおいて上っていくんじゃねえよっ！　連れて行ってよっ！　ヘブンへっ！」

　気持ち悪いので、放ほうって置こう。

　友紀と同じようなことを言ってても、こんなに差があるのかと思う。

「相川ーっ！」

　そこへ、元気な友紀が飛ぶようにやってきた。

　荷物を自分の席に置いて、すぐに来たんだろう。

　もうすっかり元気になっていた。

「で、相川は何をしたわけ？」

　ぶすっとした表情の女子が、俺を威い圧あつしながらやってきた。

　友紀の親友、三み原はらかなみだ。

「……ユキちゃん、もう……大だい丈じよう夫ぶなの？」

　その隣となりには、優しいお下げの少女。平ひら松まつの姿もある。

　うんうん、これが、正しい朝の風景だな。

「おう！　相川が、オレに元気をくれたんだ」

　この友紀の発言が、またややこしい誤解を生んでしまう。

「やっぱり、とうとうやっちまったのかよ」

　織戸が愕がく然ぜんとした顔で俺を見ていた。

「……元気をくれたって……具体的にいいなさいよ」

　三原の問いかけに──

「相川のゼリーが、効いたのかな」

　と、お腹なかを押さえる。

　べし。

　三原に平手打ちをされてしまった。

「あんた！　何やってんのよっ！　責任取りなさいよ責任っ！」

「相川くんの……ゼリー」

　平松はその言葉の意味を考えていた。

　そして、三原がどういう意味で捉とらえたのかに気付いたのか、赤面する。

　友紀が言ってることですぜ！　そんな暗あん喩ゆが使える頭を持ってないですから！

「他に何をされたのよっ！」

　三原は友紀の肩かたをがっしりと摑つかむ。

「お、おう……まあ、そんな変なことはされてないぜ？」

「変なことしてたら殴なぐってるわよ」

　もう平手で殴ってるじゃねえか。

「なんていうのかな～、全身を舐なめ回すようにって奴？　丹たん念ねんにこう」

　ジェスチャーで頭から足まで全部の汗あせを拭ふいてくれたんだと表現する。

　でも友紀さん。汗を拭いてくれたという部分は口に出して言わないと──

「うわあ、舐め回すんだ……」

　三原が汚お物ぶつでも見るような目で俺を見る。

「おいおい、ちょっと待て。舐め回すのは、通常のプレイだろ？」

　織戸のフォローは全然フォローにはなっていなかった。

「気持ちよかったぜ～。腋わきとか首とか」

　うんうん、と何度も頷うなずく友紀。

「首からワキ……なんてねちっこい……」

　引いた目で三原が俺を見ている。

「トイレまで抱かかえて連れてってくれたり……」

「トイレでっ！　なんてワイルドな……」

　口に手を当てて、三原が俺を見ている。

「移動しながらとか……それはもう、プロのやることだな」

　織戸のメガネの奥には、尊敬の念が籠こもっていた。

「お前らさ。何か勘かん違ちがいしてるぞ」

　いい加減バカらしくなってきたので、訂てい正せいをしようとしたら──

「犯人は黙だまってて。どうせ言い訳なんでしょ？」

　三原さんとはどうも相あい容いれない。

　っていうか、犯人ってなんだよ犯人って。

　何の罪も犯おかしてねえよ。

「……相川くんの意見も……聞くべきだと思う」

　平松の言葉に、三原も織戸も「確かに……」と呟つぶやく。

「言ってみなさいよ」

　お、やっと三原が聞く耳を持ってくれた。持つべき者は、やはり平松のような優やさしい友だね。

「アホの友紀が、言ってることだぞ？」

　彼らの妄もう想そうを打ち砕くだくには、その一いち撃げきで十分だった。

「……そう……だよね」

　ほっとした表情の平松が、俺の意図を理解する。

「ですよねー」

　織戸もまた、興味を失った。

　必殺の言葉、『アホの友紀』。

　これ一つで、言葉の意味を考えるのがバカらしくなる。

　比ひ喩ゆ的表現やブラックジョークなんて、あいつには出来ないからな。

「まあ、奥手で甲か斐い性しよう無しで逃にげ腰ごしの相川が、そんなことする訳ないか」

　三原さんは最近、セラに似てきた。

　何な故ぜここまで辛しん辣らつな言葉をびっしゃびっしゃと浴びせられないといけないのだろうか？

「全部正しいけど、言い過ぎだろ」

　織戸が三原のおでこにぺちんとデコピンを一発。

　正しくねえよ。

「冗じよう談だんに決まってるでしょ？　全部正しいとは思ってるけど」

　三原がおでこをさすった頃ころ、ホームルームを告げるチャイムが校内に鳴り響ひびく。

「あー、鳴っちまったかー。相川ぁ、またあとで来るな」

　残念そうに、友紀が呟く。

　そんなに切なそうな顔をしなくても、休み時間は全部話をしに来るだろうに。

「じゃあ、また次の休きゆう憩けい時間で詳しよう細さいを聞くわね。絶対何かしらの行こう為いを働いてるに違いないんだから」

　と、友紀の背中を押して、教室を出て行ってしまった。

「まあ、相川のことだし、看病にかこつけてブラをはぎ取ったりしてんだろうな」

　……さすがエロ界一の変態。なんという分ぶん析せき力だ。

　まあ、起こったことをただ淡たん々たんと言うしかないね。

　ここは、下手に噓うそを言ってしまうと誤解が蔓まん延えんしていって、結果、訳の分からない噂うわさが広まるだろう。

　それこそ、ウイルスのように。

　ぞろぞろと席へ戻もどっていく中、平松は一人残って、俺に小さく囁ささやいた。

「……かなみちゃんは……ああやって悪態ついてるけど……それは……相川くんを信しん頼らいしてるからだと思う」

　三原の辛辣さを、フォローするために残ったようだ。

　ほんと、こいつは誰にでも優しいんだな。

「信頼ねえ」

「……うん……かなみちゃんがああ言うのって……織戸くんか相川くんぐらいだから……きっと……家族のような絆きずなを感じてるんだと思う」

「織戸と同列かよ。それが一番不ふ愉ゆ快かいだ」

「ふふ……ほら……相川くんだって……織戸くんにそう言うのと同じだよ……だから」

「大だい丈じよう夫ぶ。辛辣だなーとは思ってたけど、別にだからといって三原にイラついたりはしてないさ」

「……私も……感じてるよ？　……絆を」

　そう言って、平松は胸に手を当てた。

「はーい席に着けー。っと、平松が席に着いてないのは珍めずらしいな。相川にセクハラされたんなら、ちゃんと先生に言うように」

「……あ、はい……分かりました」

　そう言って平松は、ぺろっと舌を出した。

　やっちゃった。とでも言いたげに。

　ついつい話し込んじゃって、席に着くのを忘れていた。

　それは、優等生である平松にとっては、初めてのことかもしれないな。







　さて、学校が終わり、怒ど濤とうの勢いで看病について根ね掘ほり葉は掘ほり聞かれて疲つかれた俺だが、ただそれだけを話していた訳ではない。

　そもそも、何故昨日友紀を探していたのか。

　それは、メレンゲの店の場所を教えて貰もらうためだったのだ。

　まあ、昨日友紀に付きっ切りだったときにもう教えて貰ってはいたんだが、離はなれる訳にもいかず、メレンゲを訪ねることはしなかった。

　本当は友紀とか平松とか連れて、放課後すぐに偵てい察さつがてらいくつもりだったんだが──




　絆……か。




　いつもあいつらに頼たよりっぱなしだけど、出来る限り関かかわって欲しくない。

　なので、放課後にクラスメイトとラーメン屋探検というイベントは諦あきらめることにした。

　かといって、一人でメレンゲに会うのは気が引ける。

　そこで、セラとユーに付いてきて貰った。

　この二人は、関わらないで欲しいなんて言ったら怒おこるタイプだしな。

　時刻は、もう深夜近く。

　ここがゲームセンターだったら、交番勤務の正義感溢あふれる熱血警官に補導されてしまうだろう。

　こんな時間に訪おとずれた理由は、『開店時間に来ても迷めい惑わくになるだろう』というユーの優しさからだったが、それが店主であるメレンゲに対してなのか、来ているお客さんに対してなのかは分からない。

　ガラガラガラガラ……

　と扉とびらを開いて、中へと入る。

　やはり、ラーメン屋や定食屋ってのは、こうガラガラと音がする戸がいいね。

　店内は小こ綺ぎ麗れいなおしゃれ空間だった。

　だが、今は椅い子すが机の上に積まれ、ＢＧＭも切られていて、照明も最小限。

　カウンターにはのれんが無造作に置かれ、のぼりも入り口の側そばに立て掛かけられている。

　完全に閉店しているようで、なんだか中に入るのが申し訳ない気がする。

　中に居たのは、一人の少女だった。

　いつもは忍にん者じやみたいな格好をしているが、今は黒のＴシャツ姿だった。

　ラーメン屋って、黒Ｔシャツ好きだよな。

　Ｔシャツには『アルデンテ』の文字。

　そこは店名入れとけよ。

　アルデンテってなんだよ！　麵めん硬かたか！　麵硬を表してるのか！

　なんてツッコミはいれないからな。

　こういうのは、絡からんだら負けだ。

　それにしても、こうやって普ふ段だん着ぎのメレンゲは見ないな。まあ、あの忍者みたいな格好もある意味普段着だろうけど。

　とにかく今はぱっと見、ただの可愛かわいらしい看板娘むすめにしか見えない。

　セブンスアビス狩りが行われた際、メレンゲなら大丈夫だと気にしてなかったが、やっぱり無事だったんだな。

　まあ、メレンゲを倒たおせるような奴やつは同じセブンスアビスのネネさんぐらいなもんだろうし。

「…………あ」

　メレンゲは俺たちの姿を発見し、小さく呟いた。

「すいません、もう閉店してるんですがー」

　頭にタオルを巻いた男性が、申し訳なさそうにやってきた。

　その黒Ｔシャツには、『笑しよう福ふく亭てい』の文字が。

　なんたら亭ていって付けば全部ラーメン屋だと思ってんのかよっ！　笑福亭はラーメン屋じゃねえだろ！　書いてる文字統一しろよっ！

　いかんいかん。シャツの件はスルーすべきだ。

　他にも二人ほど、厨ちゆう房ぼうから顔を覗のぞかせている。

　くそ。Ｔシャツがよく見えない。

　ちょっと何が書いてあるか気になるんだが──

　気になってるのは、向こうも同じようだった。

　まあ、閉店後にどかどかとやってくれば、何事かと気になるのは普ふ通つうの反応と言えるだろう。

　きっと、メレンゲのことをただのか弱い少女だと思ってるんだろうね。笑福亭のシャツを着た男性が俺たちとメレンゲの間を遮さえぎるようにぐいっと入ってくる。

　きっと、俺たちが質たちの悪い不良連中で、メレンゲに絡んでるように見えたんだ。

「……気にしないで……私の……ツレ」

　メレンゲが、肩かたを竦すくめるような仕草で説明する。

「あー、店長の知り合いなんすか」

　納得した店員の兄ちゃん。

　どう見てもあなたの方が店長に見えますが。

「……みんな……先、あがって」

　ぼそりと呟つぶやくメレンゲ。

「そうっすか？　じゃあ閉め作業任せますね。お疲れ様でしたー」

　頭のタオルを取りながら、兄ちゃんたちは店の外へと出て行った。

　事務所はまた別のところにあるのだろうか？

　仕事を全すべて引き受けてでも、席を外して欲しい。

　そういうメレンゲの気持ちを理解したのだろう。

　深く詮せん索さくする気は、ないようだ。

「……一杯ぱい、どう？」

　まるでスナックのママのような言い方だが、酒ではなくラーメンのことだろう。

　夜飯、食ってきたんだけどな。

「頂いて行きましょうか」

　と、俺の後ろでセラが言う。

　まあ、突とつ然ぜん押しかけといて、何も食べずに帰るなんてのも気が悪い。

「外食してきたなんて言ったら、ハルナにぼこぼこにされそうだけどな」

　ハルナは一人、お留守番だ。

　人に会いに行くと出てきたから、ハルナは「面めん倒どう臭くさいからあたしは行かない」とか言って付いてこなかった訳だが、飯を食いに行くと言えば、きっと付いてきたろう。

　まあ、夕食はすでに終わってるから、絶対付いてきたとは言えないが。

「されるのは歩あゆむですし、問題ありません」

「……お前はな」

　確かにセラの言うとおりだろうが、呆あきれるしかなかった。

『食べてみたい　メレンゲの味を』

　メレンゲの味──なんて言うと、実際にメレンゲって食事があるから表現がややこしいが、メレンゲが作ったラーメンを食べてみたいってことだな。

　ユーが食べたいって言うなら、なんの異論もない。

　ハルナの蹴けり？　受けましょう。全然。

「じゃ……待ってて」

　俺たち三人はカウンターに座り、五分ほど一言も喋しやべらずに待っていた。

　俺はメガロ生成装置の場所をどう聞き出そうか、色々頭の中でシミュレーションをしてみたが、メレンゲがほいほいと答えを出すという結末には一度も辿たどり着けなかった。

　そして、店の奥から戻ってきたメレンゲが、ラーメン鉢ばちをカウンターテーブルへ置く。

　白はく濁だくしたスープに鶏とり肉にく。

　ラーメンに鶏肉？　なんだこりゃ。

「……ウチの特製……クリームシチューラーメン」

　クリームシチューっ！　どんなラーメンなんだよ。

「このラーメンにはライスではなく、バゲットなんですね」

　二センチほどの厚さに切ったフランスパンが三つ、ラーメンに添そえられている。

　バゲットはフランスパンの種類で、まあカンガルーをワラビーと言ったりするような感じだ。

　クリームシチューにバゲットは確かに合いそうだ。

　………………あれ？　バゲット？

「バケットじゃないの？」

　俺はずっとバケットだと思っていたんだが──

「バゲットが正しいですよ？　……まあ、面倒臭いのでどちらでも構いませんが」

　セラさんに舌打ちをされた。

　……じゃあ、俺が間ま違ちがってたのかな。

　言葉にしたときに、どっちにも聞こえるような気もするし、どっちでもいいっちゃあどっちでもいいか。

　さて、この際きわ物ものラーメンに挑いどんでみましょうかね。

　まずはスープ。

　とろみは特にない。ぱっと見、超ちよう濃のう厚こうな豚とん骨こつスープに見えなくもないな。

　常とこ夏なつのアスファルトぐらい熱そうなので、フーフーと息を吹ふきかけてから、ずずっと一口。

　………………あ、美う味まいわ。

　クリームシチューの味がしっかり出ている。大人から子供まで楽しめる味。

　でも、ただのクリームシチューって感じじゃない。

　ちゃんと、出だ汁しを感じる。

　と言っても、鰹かつお出汁や豚骨って感じじゃない。

　なんだろう、この味。

　ずるずるずるずる……

　麵も美味い。

　硬かための細ほそ麵めん。

　この硬さ──アルデンテかっ！

　豚骨ラーメンがベースになってるんだろうか？

　いや、豚骨の匂においはしない。

　少なくとも、発想はそこから来てるような気がするね。

　こういうスープには太ふと麵めんが良いと思うが、あえての細麵。

　まあ、いいんじゃない？　美味い美味い。

　美味いが──なんだろう。ハルナが作った料理のような、『感動』はない。

　俺は初めてカレーうどんを食べたとき、これを作った奴は天才だなと驚おどろいた。

　だが、このラーメンは、ほうほう、なるほどなるほど？　みたいな感じだ。

「………………どう？　試作品なんだけど」

　メレンゲは、じと～っと俺を見つめていた。

　なるほどな。これは、完成品じゃなかったんだ。確かに、冒ぼう険けん的な味だな。

「試作品だったんだ。まあ……美味いよ。うん全然アリ。セラさんは？」

「むしろ麵なしで食べたいところですが、良いのではないでしょうか」

　今一いつ瞬しゆんこのラーメンを全否定したが、たしかに、これはスープが美味すぎる。

　そう言えば小学校の頃ころ、給食で一番興奮したのはクリームシチューだったな。としみじみ食べてると──気付かずに食べきってしまった。

　あれ？　俺もうこんなに食べたの？

　切ったバゲット三つも、ぺろりと平らげてしまっていた。

　そして次の瞬間、こう思ってしまった。

　もう一杯食いたいな──と。

　不思議な味だ。

　うわっ！　はあっ！　ってほどの美味さじゃないのに、また食べたい。

　これはある意味、ラーメンという存在を体現しているのではなかろうか。

　哲てつ学がく的ラーメン。

「……ユークリウッド……どう？」

　メレンゲが一番気になるのは、やはりユーの反応のようだ。

『美お味いしい　割と』

　ユーのメモを嬉うれしそうな表情で見つめるメレンゲ。

　微笑ほほえましい光景だが……何か腑ふに落ちない。

　あっ！

「お前確かユーを怒おこらせたいんじゃなかったっけ？」

　そうだ。セブンスアビスの連中は、ユーに感情を取り戻もどして欲しいという思いがあった。そして、メレンゲはその特異な能力から、誰だれにも『怒って』貰もらえなくなり、ユーに怒いかりの感情を呼び戻そうとしていたはずだ。

　ユーのだけ激げき辛からにしていても、おかしくないのに──

「あ」

　メレンゲはジト目のまま、ぽーっと顔を赤くさせる。

　どうやら、食べて欲しい気持ちが強すぎて、普通に美味しいラーメンを出してしまったようだ。

「……一生の不覚」

　そして両手を腰こしに当てて、ものすごく落ち込んでしまった。

　そんな首ががくんと落ちるほど落ち込まなくてもいいのに。

「あはは、そんなに食べて欲しかったんだな」

　人間離ばなれした、何を考えてるかも分からない異世界人。そんな彼女の、人間らしい部分。

　一気にメレンゲが可愛かわいく思えて、俺はつい微笑ましくなってしまった。

「で……何の用？」

　少し不ふ機き嫌げんそうに、メレンゲが尋たずねる。

　まあ、一生の不覚を取った瞬間を、一番見られたくないユーに見られた訳だからな。

　より、用件を言いにくくなってしまった。

　俺が口ごもっていると──

『メガロ生成装置の場所を教えて欲しい』

　ユーが本題に入ってくれる。

　ありがとう、ユー。どうも俺はメレンゲが苦手だからな。

　ユーの真しん剣けんな表情に、メレンゲも顔色を変えた。

「あなたなら、場所を知っているということでして」

　ラーメンを食べきったセラも、じっとメレンゲを見る。

「……知ってどうするの？」

　メレンゲの目が怖こわい。

　だが、目を逸そらしてはいけない。

　否定されたり、批難されたり、怒られたり。

　それは、とても怖いことだ。

　でも、それを覚かく悟ごで、進まないといけない。

「ヴィリエの人間が、それを狙ねらってるんだ。それを、俺たちも守りたい」

　俺たちに託たくしてくれ──とまでは言わない。

　せめて、大先生がやってきたときに、共きよう闘とう出来ればいい。

「……教える……義理がない」

　メレンゲは、ジト目でそう言った。

　まあ、確かにそうだが、全世界の運命が掛かかってるんだ。

　手伝ってくれてもいいだろうに。

『情報交こう換かん』

　ユーの提案。

　有意義な情報は、有意義な情報で取引しようということだろう。

　メレンゲは、ユーの提案に、長考する。

　俺たちにメレンゲに有意義な情報があるかは分からない。

　だが、今回の件は、世界を壊こわすことも救うことも出来る案件だ。──どんなことでも、してみせるつもりだ。

「……だったら……新メニュー……考えて」

　メレンゲは、少し笑みを浮うかべていた。

「………………は？」

　呆れた声を出したのは、俺ではなく、セラだった。

　世界を左右する情報。

　その対価が、このラーメン屋の新メニューだってことか？

「……出来ないの？」

　メレンゲのジト目が、挑ちよう戦せん的になっている。

　新メニューか。まあ、それぐらいでいいなら──

「分かりました。それを、みんなで考えましょう。簡単なことです」

　セラさんを連れてきたことを、後こう悔かいしていた。

　変な案を出す前に、俺が新メニューを提案しなければ。

　メレンゲはクリームシチューレベルの奇き抜ばつで美味い料理を求めているのか？

　何がある？

　ラーメンの命はスープ。

　スープ。

　何かないだろうか？　このクリームシチューのような、ラーメンに合うスープ。

　だが、このクリームシチューラーメンは、ちゃんと出汁が利きいている。

　そのままのクリームシチューという訳じゃない。

　そこに、付け入る隙すきがあるはず。

　つまり、どんなスープでも、出汁が調ととのえてくれるだろう。

　考えるべきは、汁しる物もの。

　味み噌そ汁──は味噌味あじになるだけか。

　コンソメスープ──チキンラーメンになるだけだろう。

　麻婆まーぼー豆どう腐ふはどうだろう？　──ダメだ。担たん々たん麵めんがいやがった。

　新メニュー開発ってのは、とても難しいもんだ。

　特に、オリジナルとなると。

「コーンスープのラーメンはどうだろう？」

　俺の提案に、それはないわーという目でセラが見る。

　お前にはそんな目をする権利がないと思うわーという目で返してやる。

「コーンスープのラーメンを自信満々で勧すすめてくるような男とは、絶対に結けつ婚こんしたくはないですね。気持ち悪い」

「やってみないと分からないだろうが」

「……やってみる」

　メレンゲは青せい天てんの霹へき靂れきみたいな目をして、意い欲よくを見せていた。

「え？　コーンスープあるのか？」

　と言ったところで、思い出した。

　メレンゲの能力は、『変へん化げ』だ。恐おそらく、味まで変化させることが出来るんだろう。

　メレンゲに足りないのは、アイディアだけ。『美味しいモノ』という漠ばく然ぜんとしたイメージでは、変化させることが出来ないんだろうね。

　奥に一度下がったメレンゲが、黄色いスープのラーメンを持ってきた。

　早いな。やっぱり能力を使ったんだろう。

　二杯はい目めのラーメン鉢ばちが、カウンターテーブルに置かれる。

　どれどれ……

　ずずずずず。

　早さつ速そく、メレンゲも入れて四人で同時に試食。

「……………………悪くないですね」

　口火を切ったのは、セラだった。

　おお、正直だが素す直なおじゃないセラさんが、まさかの肯こう定てい的てき意見だ。

「思ったより甘くないからな。出だ汁しで割ってるのが良いんだろう」

　ハードルが低かった分だけ、より美う味まく感じる。

『出汁が美味』

　ユーが真理を言ってしまったな。

　これは、さっきのクリームシチューと同じだ。

　うわ！　めちゃめちゃ美味い！　って感じじゃなく、まあアリかな。って感じ。そしてそれは、出汁が強いからこそだ。

　ただのクリームシチューやコーンスープだと美味しくないだろう。

　それを、食べられるレベルにまで引き上げているのは、偏ひとえに出汁のおかげなのだ。

「そうだな。このラーメンが美味いんじゃなくて、出汁が美味いんだ。──何出汁なんだ？」

「……竜りゆう骨こつ出汁」

　………………美味しく無さそうだ。聞き間ま違ちがい？　牛骨？

　って、そこは企き業ぎよう秘密とかじゃないんだな。普ふ通つうにメレンゲが教えてくれるとは思わなかった。

『竜の出汁　懐なつかしい』

　ユーの反応を見るに、冥めい界かいじゃあよくある出汁のようだ。

　って竜かよ！　これがドラゴンの味かよっ！

「冥界って、竜がいるのか？」

　俺の問いに、メレンゲは少し視線を逸らし、何やら指折り数えて──視線を戻もどす。

「……割と」

　割といんのかよ。行ってみたくなるな冥界。

　って、今何を数えたんだ？　ドラゴンの数？　出汁にするぐらいだから、少なくはないんだろうけど。

「竜って言われると、爬は虫ちゆう類るいみたいな感じがしてあんまり美味そうには思えないなー」

　と呟つぶやくと、セラは呆あきれたように溜ため息いきを一つ。

「ワニ肉は鶏とり肉にくに近く、高タンパク低カロリーの健康食です。美お味いしいですよ？」

　そんなことも知らないのかお前は。とでも言いたげだった。

　何な故ぜそういうことを知っていて、変な料理しか作れないのか。甚はなはだ疑問である。

「鶏肉に近いなら、いい出汁も出るか」

「……極ごく上じようのワイバーンを仕入れたから」

　ふふん。と誇ほこらしげに語るメレンゲ。

　ワイバーン……ワイバーン？

　ワイバーンってなんだっけ？　どういう竜だっけ？　飛んでるイメージはあるんだけど……

「ごめん、ワイバーンは爬虫類だっけ？　鳥類だっけ？　冥界のワイバーンはどういう形態なんだ？　……いや、まあいいや。とにかく、この魔ま法ほうの出汁があれば、何でも美味くなるってことだな」

「……鰹かつお出汁より優ゆう秀しゆう」

　日本人としてはそういう言い方をされると、反論したくなるね。

　ラーメンは鰹出汁に醬しよう油ゆ味が一番美味い。

　鰹出汁が何よりも優秀だとは言わないが、あれほど早く取れて美味い出汁はそうそうないはずだ。

「でしたら、試ためしてみたい調味料があるのですが」

　セラさんが満を持して手を挙げる。

　その挙手はとても美しい。腕うでも指も長いから、画えになる。

　思わず見とれてしまう。

「聞くだけ聞いてみましょう」

　俺は少し、大人な対応をしてみた。

　聞く前からダメだダメだなんて、言うべきじゃない。

「フマキラーのダブルジェットです」

「……くぎづけノックダウンの？」

「ダブルジェットですから」

「……即そつ効こう性、残効性の？」

「ダブルジェットですから」

「待ち伏ぶせ殺虫も可能な？」

「ダブルジェットですから」

　ダメでしたーっ！　やっぱり聞く前からダメで良かったーっ！

「無む香こう料りようだよっ！　フマキラーは調味料としては一いつ切さい適してないよっ！」

「ダブルジェットですのに？」

　何言ってるんだみたいな顔は俺がしたいわ。

　結構頑がん張ばって深く聞いてはみたが、やはりというかさすがというか。セラは戦力外と考えてもいいだろう。

「そんなもん出されたら、仏ぶつ陀だでもキレるぞ。却きやつ下かだ」

　と、俺が首を振ふりながら言う。

「早速……作ってみる」

　メレンゲが目を輝かがやかせていた。

「ストーっプ！」

　忘れていた。メレンゲは、ユーを怒おこらせたいんだった。

　仏陀でもキレる料理なんて、願ったり叶かなったりじゃないか。

　そんなもん、ユーに食わせられるか！

　殺虫だぞ！　『殺す』が入ってんだぞ！

「今の一連の流れは全部ジョークだ」

　セラが本気だと思われないよう、俺は笑い飛ばすように言った。

　私はジョークで言ったつもりはありませんが──という顔を見せていたが、そこは空気を読んでくれたのか、言葉にはしない。

　セラさんのそういうところ、嫌きらいじゃないです。

「……なんだ」

　がっかりしたメレンゲは、恨うらめしそうに俺を見つめていた。

「ユーは何かないか？」

　メレンゲの視線から逃のがれるように、俺はユーへ話を振る。

『肉じゃが』

　と言いながら、箸はしをわちゃわちゃと動かしている。

　そう言えば、肉じゃがを夕食で出したとき、ユーはあえてジャガイモを崩くずしていた。

　あの、ジャガイモを溶とかしたような状態は汚きたない食べ方ではあるが、肝きも醬しよう油ゆのような濃のう厚こうでどろっとした感じが、また絶ぜつ妙みように美味いよな。

　……うん。これはもうやる前からアリだって分かるな。

「肉じゃがをつけ麵めんで食べるってのはどうだ？」

「それは素す敵てきですね。少し水分を多めにして」

　素案がユーであることもあり、セラは笑え顔がおで賛成してくれた。

　俺の時は気持ち悪いとか言ってたけどな。

「……やってみる」

　メレンゲがまた奥に引っ込み、そしてまた出てくる。

　今度は少し時間が掛かかっていたが──

　二〇分ほどで丼どんぶりとざるに盛られた麵がやってきた。

「遅おそかったな」

「……つけ麵用に……麵を作り直したから」

　なるほど。確かに、あの細ほそ麵めんはつけ麵には合わないな。せめて、蕎そ麦ばぐらいの太さが欲ほしい。

　丼には、肉じゃが。麵に絡からみつくように、とろみが付けられていた。

　さて、試食だが、ユーは早さつ速そくジャガイモを崩していた。

　最初から、ソースとして考えているのだろう。

　ここはユーに倣ならって、ジャガイモを潰つぶしに掛かる。

　麵を絡めて、ずずずっと。

　お、ごま油がほんのりと利きいている。

　ラーメンだから、少し味をアレンジしたのか。

　やるじゃない、メレンゲ。

　これは、当たりだ。

「ん。これ、めちゃめちゃ美味いわ」

　俺が肉じゃが大好きなせいか、これは箸が進む。

　すでにラーメンを二杯ほど食べてるのに、どんどん食べられる。

「そうですね。やはり、日本の味が一番いいです」

　セラもご満まん悦えつ。

　こいつも、日本食が大好きだからな。うちに来る前まで、日本食しか食べたことがないとか言ってた気がする。

　ユーもうんうんと頷うなずいている。

「……じゃあ、これを新メニューにする」

　みんなの反応がクリームシチューの時よりも良かったので、メレンゲは気をよくしたようだ。

　こうして、他に類を見ない、斬ざん新しんなラーメンが誕生したのだが──

「まあ、これらのラーメンは、すでにありますけどね」

　セラさんがとんでもないことを言い出してしまったので、俺はついつい驚おどろいた。

「クリームシチューラーメンもコーンポタージュラーメンも肉じゃが風つけ麵も？」

　並んだラーメン鉢ばちを一つ一つ指さし確かく認にんする。

「はい。全すべてあります。ラーメン界を甘く見ないで下さい」

　………………あんのかよ。

　ラーメン界はすげえな。

　所しよ詮せん、一朝一いつ夕せきのアイディアなんざ、通用しないってことか。

「フマキラーダブルジェットラーメンはありませんが」

　ちらり、と流し目を送られた。

「フマキラーラーメンはご家庭では絶対に試さないでくださいってテロップが流れるレベルだから、あったら困る」

「そのまま使う訳じゃないですよ？　いつも通り、ちゃんと食べても死なないように調理して──」

「お前の料理、死なないように調整してたんだ。五度ほど死んだことがあるような気がするが──」

「……大だい丈じよう夫ぶ。竜りゆう骨こつ出だ汁しラーメンは……ここだけだから」

　そうだ。それがあった。異世界を行き来するような奴やつにしか出せない味。

　その時点で、オリジナルラーメンなんだよな。

　うんうん。

　肉じゃがラーメン竜骨出汁。

　それで十分だ。

「で、肝かん心じんのメガロ生成装置はどこにあるんだ？」

　と、俺は条件を満たしたことをメレンゲに確認する。

「はい」

　メレンゲに、何やら丸い球を渡わたされた。

「え？」

「持っていって……いいよ」

　けろっとした表情で、メレンゲは言う。持っていっていい？

　え？　ええーっと。え？　これ？

　野球ボールぐらいの小っさい球。

　占うらないで使う水すい晶しようの方がまだ神秘的だろう。

　ちょっと手が滑すべって落としてしまったら、割れてしまいそうな、ガラス製にしか見えない、ただの球だった。

「これが、メガロ生成装置？」

　こくり。と頷いたのは、ユーだった。

　装置──という呼び方だったせいか、どデカイものだと勝手に想像していたのは俺の責任だが、こうも小さいとは思わなかった。

「こんなに簡単に、良いのですか？」

　あっけなさに戸と惑まどっていたのは、セラも同じだった。

「……私が持ってるより、面おも白しろそうだもん」

　メレンゲは、不敵な笑みを浮うかべていた。

　面白そう、か。確かにこれを俺が持ってる方が、ユーを困らせる結果になりそうだ。

「これ、もし割ったりしたらどうなる？」

　掌てのひらの上でぽんぽんと軽くお手玉をしてみる。

『魔ま力りよくの渦うずが　この世界を包み込む』

　なんだか恐おそろしそうなことは分かったが、いまいちピンと来ないな。

　ユーが無表情のままだから、どれだけ怖こわいのかも分からない。

「……その先が知りたいんだけど、この世界で喩たとえると？」

「……この世界の言葉で当てはめると……ブラックホールって奴？」

「それって」

「全てを飲み込んで無にするということですか」

　セラに言われて、俺は球を落としてしまいそうになるぐらいぞっとした。

　ブラックホールなんて発生したら、地球がなくなっちまうじゃねえか。

　メガロ生成装置はブラックホール発生装置でもあるってことか？　ますます大先生には渡せないな。

「ますます分からん。なんでそんな危険なモノを俺に預けてくれるんだ？」

　ユーが怒るなんてもんじゃない。

　この店もこの星ごとなくなっちまうかも知れないんだ。

「……実は、来た」

「何が？」

「伝説級の……魔装少女」

　………………まさか。そうなのか？　まさか。

「ど、どんな？」

　俺は唾つばを飲み込みつつ、詳くわしく聞いた。

　伝説級の魔装少女なんて、クリスか大先生ぐらいだ。

　もしかして、大先生はもうここへ来ていたってのか？

「髪かみがこう……」

　メレンゲがジェスチャーで容姿を表すと──

　ツインテール。長いツインテールで、先っぽの方がふにゃふにゃ～っと。

　大先生だ。

　大先生は、すでにこのメガロ生成装置の在処ありかに気付いたんだっ！

「で、どうなされたんです？」

　セラも顔を強こわばらせていた。

「……あなたと同じように、これの在処を聞いてきた」

　どうやって、大先生はメレンゲの存在を知ったんだろう？

　まさか……

　まさか俺のせい？

　大先生とメレンゲに接点があるとすれば──ヴィリエの修学旅行でこの世界に来たときだ。

　きっとあのとき、メレンゲがこの世界にいると知ったんだ。

　セブンスアビスの一人で、メガロシステムを製造、管理している存在を。

　セブンスアビス狩りとかでメガロもどきがどれだけ来ようが、メレンゲを心配することはない。

　だが、それが大先生だったら──

「何か、されたのか？」

　と聞いた俺に、カウンターから乗り出すようにして手を伸のばしてくる。

　そして、むにっと両頰ほおを引っ張られた。

　何をすんだよ。と言う前に──

「顔が……怖い」

　おっと、ついつい真しん剣けんな表情になりすぎていたか。

『意外』

　その光景に、ユーが驚いていた。ぱちぱちと目が瞬まばたいている。

「意外ってどういうことだ？」

　ユーの言いたい意味が分からない。

「……意外？」

　メレンゲも、小首を傾かしげていた。

『以前のメレンゲならば　怖い顔を歓かん迎げいしていた』

　……そうか。そもそも怒おこって欲しい怒って欲しいってずっと言ってたもんな。

　メレンゲが、また顔を赤くさせていた。

「……どうしたんだろう」

　そんな自分の行動が、理解出来ないでいるようだった。

「ふむ、私が察するに」

　セラさんはそういう真理を察するのがお得意だ。是ぜ非ひ高説を拝はい聴ちようさせて頂きましょう。

「ほうほう」




「歩には笑え顔がおでいて欲しい」




　そのセラ説に、俺はぞわぞわと全身に鳥とり肌はだが立つような感覚を味わった。

　なんだその恋れん愛あいソングの歌詞みたいなの。

「……つまり、恋こい？」

　メレンゲが、冗じよう談だんめいてそんなことを言い出した。

　すると、ユーが頰を膨ふくらませている。

　何嫉しつ妬としてるんだよ。冗談で言ってるに違ちがいないだろ？

「ふああぁぁ」

　メレンゲがユーの様子を見て、ジト目だった目がぱっちりと開かれた。

「どうしたんだよ急に」

　まるで、少女のような目だった。いつも眠ねむそうな目をしていたから、こうして丸い目を見るのは、初めてだ。

「……そっかぁ。ユークリウッドを怒らせるには……恋をすれば良かったんだ」

　きらきらと輝かがやくような瞳ひとみ。

　それは正に、恋する乙女おとめといったところだろう。

「ちょっと待ってくれ。どこに俺を好きになる要素があったんだよ。いつから恋が始まった」

「……ユークリウッドの……言葉の魔力のせい」

　待ってましたとでも言いたげに、メレンゲが勝ち誇ほこったように言う。

　言葉──あっ！

　そう言えば、ヴィリエの修学旅行のとき、海の苔りを食べたユーが混乱して、ついつい妙みようなことを口走ってしまった。

　そのせいで、メレンゲは俺のことを好きだと言っていた。

　あの事件が終わったから、気持ちも冷めていたんだと思っていたが──

　ユーは原因が自分にあると聞いて、少し落ち込んでいるようだった。

　そうか、これがメレンゲの目が輝いた理由。

　俺に恋をしたのはユーの責任。

　人の運命を、めちゃくちゃにしてしまったことに、ユーは悲しみ、恨うらみ、そして自分に怒いかりを覚えるはずだ。

　メレンゲも、そう考えたんだろう。

「いや、それだったら、その気持ちは噓うそなんじゃないか？　ユー、元に戻もどしてくれ」

『出来ない　ごめんなさい』

　……そうか。そうだったな。

　出した言葉は取り返せない。

　ユーの言葉は、ユーの意思ではなく、聞いた側の意思で発動する。

　元に戻れと声を掛かけたからと言って、それがどう作用するかは分からない。

　もしかしたら、今よりもっと悪化するような事態になるのかもしれない。

　だから、ユーは言葉を封ふう印いんしてるんだ。

　メレンゲが俺にちょっかいを出す。

　そのことには単純に頰を膨らませるが、それが自分の責任となると申し訳ない気持ちでいっぱいなんだろう。

「別に……人を好きになることは悪いことじゃない」

「お、メレンゲいいこと言うねー」

　まさかのフォロー。ユーが原因で現象が起こったとしても、それらが全すべて悪いことじゃないはずだ。

「大分、話が逸それましたが、訪おとずれた魔装少女は何かしたのですか？」

　セラはユーを気き遣づかってか、話を戻した。

　まあ、メレンゲの気持ちを元に戻せないならば、あの話を続けてもなんの解決にもならないからな。

「……場所を教えなかったから……諦あきらめて帰った」

　あっさりと？

　命まで懸かけようとしているのに、あっさりと引いたのか？

　あの人の考えてることは一番分からん。

「簡単に諦めるような人物とは思えません」

　セラも、俺と同意見のようだ。

「……だから、これは預ける」

「だから、とは？」

「はっきり言うけど……二度と会いたくない」

　はっきり言ったなー。

　なるほど、メレンゲも同意見なんだ。

　大先生が、簡単に諦める訳がない。

　だから、またここへやってくる可能性がある。

　確か合コンのときに、アンダーソンくんが大先生を見て、怯おびえていたな。

　冥めい界かい人からすると鬼おにのような存在だろうし、分からんでもない。

「つまり、また大先生が来るかも知れないから、これを託たくしてくれると」

「……やっと……理解した」

　やれやれと首を横に振ふるメレンゲは、いつものジト目のメレンゲだった。

『メレンゲは　歩を　信じてる』

　なるほど。俺だったら悪いようには使わないだろうってことか。

「一つ聞かせて欲しいんだが、もしこれを元に魔ま力りよくの永久機関を作るとしたら、許してくれるのか？」

「……それを、信しん頼らいできる者が管理するのなら」

　……そうだな。

　メレンゲの言うとおりだ。

　魔力の永久機関があれば、戦争はなくなる。

　しかしそれは、善意を持った人間が管理し続けるという前提があるんだ。

　もしもそれを悪用したり、脅おどしの道具、外交の道具に使ったりしたら。

　平和どころか、戦争の種になる。

　金にも執しゆう着ちやくがなく、野心もない人物が、管理すべきなんだ。

　セブンスアビスみたいな。

　いや、セブンスアビスでも、夜の王みたいなのが出てくるからな。

　人間が管理するべきじゃないのだろうか？

　そんなモノを、俺たちに託してくれる。

『ありがとう』

　ユーのメモを見て、メレンゲは少し顔を赤くさせる。

「……その言葉……何年ぶりだろう」

　そうか。

　メレンゲは、ユーを怒らせたかった。

　だから、礼を言われるようなことはしてこなかったのだろう。

　怒られたいと何度も何度も言っていたメレンゲだったけど──

　ありがとう。

　その言葉に、喜んでいた。







　家に戻ってきた俺は、ベッドであぐらをかいて腕うでを組み、「んー」と唸うなっていた。

　枕まくらの上にメガロ生成装置を置いてみたのだが、これをどうしたものかと悩なやんでいた。

　本当に、俺が持っていていいのか？

　例えば、これを破は壊かいしたとしよう。

　するとどうなるんだ？

　メガロが消えて、魔装少女が冥界を支配する？

　それともブラックホールが発生して、地球が崩ほう壊かいする？

　………………やっぱり、とんでもないモノを与あたえられちまったな。

　一つ良かったとすれば、大先生はまだこれの場所を分かっていなかった。

　いつも後手後手だった俺が、大先生からアドバンテージを、イニシアチブを取ったんだ。

　と、横文字を使ってみたが、実際、アドバンテージやイニシアチブの意味は一いつ切さい知らない。

「アユムー」

　そこへ、俺を呼ぶ声。

　嫌いやな予感がしてくる声だ。

　俺は咄とつ嗟さに、枕の下へ球を隠かくした。

　すると、ノックもなしに部屋へと少女が入ってくる。

　冬だというのに、タンクトップに短パンという姿だ。さらに言えば、ノーブラだろう。

「どうした？」

　指を絡からめて、重じゆう鎮ちんな声でハルナに問いかける。

「あんたら、外で食ってきただろ」

　ハルナは腰こしに手を当てて、むっとした表情で俺を睨にらんでいた。

「まあ、ちょっと色々あってな」

　セラに聞いたな？　あいつは、噓が嫌きらいだからな。

　ハルナが何してきたの？　と聞いてくれば、ラーメン食べてきたと答えるだろう。

　メガロ生成装置のことまで話したのかは分からないが──

「お土産みやげは？」

　ハルナの言葉に、俺は思わず少しだけ息を吞のんだ。

　メレンゲの店から、一つだけお持ち帰りしたモノがあるからだ。

　メガロ生成装置。その存在をハルナが知れば、きっと面めん倒どうなことになるはず。

「あるわけないだろ。ラーメン屋だぞ。寿す司し屋やだったら分かるがな」

　と、バカにしたように言ってやる。

「はあ？　唐から揚あげでも餃子ぎようざでも何でもいいから貰もらって来いよな！　今すぐっ！」

　噓ーん。

　もう一回行ってこいってか？

　なんと面めん倒どう臭くさいことを言い出すんだこいつは。

　やっぱり、ハルナに配はい慮りよすべきだった。

　こんな文句を言ってくることは、予想していたじゃないか。

　くそ。お土産一つ持って帰ってれば、この危機は回かい避ひ出来た。

　こういう詰つめの甘さが、いつまでも大先生に及およばないんだろうね。

　さっさと部屋へ帰れ──と俺が言うより早く。

「なんかあった？」

　怪け訝げんな表情で、ハルナは小さく呟つぶやいた。

　なんかあった？　ハルナの質問の意図が、わからなかった。

　ハルナが他人を、ましてや俺に気を掛けるなんてことはないはずだ。

「急になんだよ。学校の心配でもしてくれるのか？」

「いや──別に何でもないとは思うんだけど、アユムの部屋から、とんでもない量の魔力が検出されてるような気がして」

　ピコピコとアホ毛が動いている。

　アホ毛センサーが、メガロ生成装置を嗅かぎ取ったというのか？

　嗅ぐってのもおかしい話だけども。

「気のせいじゃないか？」

　顔が引きつっていたのは、自分でもよくわかった。

「……あんた、なんか持ってるな？」

　まあ、バレますわな。

　あーもう、ユーに表情を抑おさえるコツみたいなもんを教わりたい。

　セラにもサラスにもハルナにさえも、すぐ表情でバレてしまう。

「持ってるってなんだよ」

　俺は焦あせりながらも、しらを切り通す覚かく悟ごでいた。

「結構重要そうな何か。アイテム欄らんの『だいじなもの』みたいな奴やつ」

　だめだーっ！　天才美少女なんたらかんたらハルナちゃんはきっとすでに大体の雰ふん囲い気きを感じ取ってらっしゃる！

　俺が咄嗟に隠すモノ──

　ハルナには渡わたしたくないようなモノ──

　という風に、今ハルナコンピューターで俺の行動が箇か条じよう書がきされていって、そのパーツを組み立ててるんだろう。

「ＲＰＧ風に言われても分かんねえよ」

　参ったなー。と頭をポリポリと搔かく。

「布団、めくってみ」

「え？　なんで？」

「アユムのバカが咄嗟に何かを隠すなら、布団の中か枕の下ぐらいなもんだからな」

　あか─────んっ！

　なんという鋭するどさ。

　俺ってそんなに分かりやすいのかな。

　もう万ばん事じ休すなのか？　何か手はないのか？

　ここで我が家のヒーロー、セラさんが颯さつ爽そうと登場し、そして優ゆう雅がで機き敏びんな対応で、この危機的状じよう況きようをずばっと一刀両断したりとか──はなさそうだっ！

　ずずずいっと寄ってきたハルナは、布団をばっとめくる。

　当然、そこにはないのだが──次の照準はすでに枕へ。

　仕方が無い。

　どうせすぐ嗅ぎつけられるだろう。

「あれー、こんなところに何かあるー」

　完かん璧ぺきな演技力。

　あたかも、俺は知らないというていで、枕の下からメガロ生成機を『発見して』やった。

　ハルナに差し出した俺の頰ほおに、衝しよう撃げき。

　なぎ払はらうような、蹴けりだった。

「アユムのバカっ！　アバカっ！　タイガーアバカっ！」

「なんだよ急に」

「なんでこんな凄すごいもんあたしに隠してたんだ！　見つけたならすぐ渡せよなっ！」

　げしげしとスタンピングしながら、俺からメガロ生成装置を奪うばい取る。

　その目は、まるでクリスマスに自分の欲ほしいモノを貰った小学生のようだ。

「なんて見事な平へい城じよう京きよう」

　ガラス玉を掲かかげ、照明を当てながらうっとりとしていた。

「七一〇年だから、『なんと』見事なだろうが」

　呆あきれた様子で見ていたら、ぽいっと投げ付けられた。

　危ねーなおい。これ壊こわしたら世界がヤバイんだぞ。

　まあ、世界がヤバイは俺の個人的な見解でしかないんだけども。

「見ろよな」

　ハルナはベッドに腰こし掛かけて、まるで卒業アルバムでも二人で見るように、肩かたを寄せ合ってガラス玉をじっと見つめる。

「ここが平城京で、こっちが万ばん里りの長ちよう城じよう」

　指さしながら説明を受けるが──

「塩しお粒つぶにしか見えないが」

　そこには、それらしいモノがない。

「この中にはな、世界が──宇宙がある。そして、今も広がり続けている」

　なんだか分からんが、とても壮そう大だいなことを言い出しやがった。

「……見た目は宇宙と呼べないこともないけど、言ってる意味がわからん」

　じっと見つめてみるが、内部に空気とか埃ほこりが混じったガラス玉のようにしか見えない。

　それを宇宙と言うなら、分からんでもないが。

「無限の倉庫ってこと。そんくらい分かれよな」

「無限の倉庫──ドラえもんのポケットみたいな？」

「キラキラしてるだろ？　これ、全部魔ま力りよくの塊かたまりなんだ。集めた魔力で描えがかれた平城京──なんて見事なんだろ～」

　俺の質問はもう全て無視なんだろうか。

「つまり、絵が描いてあるってこと？　てっきり本物の平城京があるのかと思ってた」

　なので、興味を示してみる。

「あんたらだって、星座を絵に見立てることぐらいあるだろ！　全く、これだからロマンのない奴は」

　やれやれと首を横に振ふられたが良かった。無視されずにすんだ。

　なるほど、俺には点にしか見えないが、その点と点を結んで、星座のように平城京を見ていたのか。

　俺は星座もその通りに見えないからな。星座ってのは、それを表現するには線が足りなすぎると思うんだ。

　きっとこいつも、適当な線を引いてそれを平城京だとかぬかしているんだろう。

　万里の長城なんて、きっと点二つを結んだぐらいのことだと予想する。

「とにかく、凄いもんだってのは分かったんだろ？　そろそろ返せよ」

　こいつは、突とつ然ぜんなんの考えもなしに地面に叩たたきつけて粉ふん砕さいしてしまう可能性すらあるからな。どうなるんだろうとか言いながら。

「はあ？　アユムのもんはあたしのもんなんだけど？」

「はいはい。だとしても俺のもんだ」

　俺のもんだなんて生意気な台詞せりふだが、ここはハルナと対等であるべきだ。

「なんてワガママな！」

「お前が言うな」

　押したり引いたりを繰くり返していると、ハルナがヘッドバットを繰り出してきた。

　さらに、腹部への蹴り。

　胃液が口内まで上がってきたが、なんとか堪たえる。

　んのやろ。

　吐はいてしまった方が楽になれる胃液を、部屋を汚よごしたくない一心でもう一度飲み込む気持ち悪さ。お前にも味わわせてやろうか。

　こういうとき、魔装少女は実力行使に出る。

　俺も、ゾンビで魔装少女の端はしくれだ。

　負けじと俺も投げ飛ばしてやろうかと思ったが、ベッドから落ちてしまった。

　のし掛かってくるハルナ。

　追つい撃げきの手は緩ゆるめないのか。

　と思いきや、過去に何度か経験のある、あれが起こる。

　倒たおれた拍ひよう子しに、キス。

　どうやら、ハルナは追撃の際に足を滑すべらせたようだ。

　こう何度も起これば、俺が狙ねらってると思われるな。

「うっきゅううううーっ！」

　ハルナが目を丸くさせて、アホ毛をピンと張りながら、ばっと俺から離はなれる。

　………………やられたのは初めてだな。

　俺が上になることはあっても、上になられることなんて滅めつ多たに無い。

「ハルナさんの、エッチ」

　俺は目を潤うるませて、口元を拭ぬぐう。

　どうだ？　恥はずかしいだろ。困るだろ。言葉も出ないだろ。

　唐とう突とつに唇くちびるを奪われると、こんなにドキドキするんだな。

　それが女子だったらなおさら。初対面なら特に。吸血忍にん者じやならばさらに──

　感かん慨がい深ぶかい。

　俺は、とても恥ずかしくて怖こわいことを、彼女にしてしまったんだと改めて実感した。

　友ゆ紀きにはまた機を見て謝っておこう。

　からかわれたハルナは助走を付けてのドロップキックを仕掛けてきた。

「こんのっ！　超ちよう時空変態要よう塞さいマクエロスがああああっ！」

　今度は、かかとにキスをする番だった。

　マクロの空を貫つらぬくようなドロップキック。

　猿さる回まわしの猿よろしく、くるりと回転して、着地をする──のだが、ずるっとカーペットで滑り、ぼでんと倒れてしまった。

「あっははははは。何やってんだよ全く」

　俺は大笑いした。

　普ふ段だんのハルナだったら、難なく着地していただろう。

　カーペットに足を滑らせるなんて、想像もしてなかったんだろうね。

　ざまあみろって奴だ。

　………………あれ？

「おい、ハルナ」

　起き上がらない。

　てっきり、照れ隠かくしの言い訳をずらずらと並べながら、さらなる攻こう撃げきを仕掛けてくるだろうと思っていたのに。

　あれほど固こ執しゆうしていた、メガロ生成装置も、床ゆかに転がっている。

　まさか、打ち所でも悪かったのか？

　俺はハルナの顔を覗のぞき込んで、体を揺ゆさぶってみる。

「……あぅ……」

　ハルナの顔は、赤くなっていた。

　荒あらく、苦しそうな吐と息いき。

　それは、まるで友紀のときと同じ。

　熱にうなされているようだった。







　ハルナの体温は、四〇度を超こえていた。

　体温計で四〇なんて数字が出たときにはもう、ぞっとしたね。

　やっぱり、インパクトがあるわ。三九度とは訳が違ちがう。

　まあ、友紀の四二度を目まの当たりにしてるから、多少そのインパクトは薄うすれたが、それでもやっぱり心配になる。

　高熱を出して動けなくなったハルナを部屋に連れて行き、ベッドに寝ねかせた俺は、看病を手伝ってくれそうなセラを呼んで、友紀のときと同じように処置を施ほどこした。

　ハルナは息も絶え絶えなほどに弱り切っていたが、やれることは全すべてやった。

　あとは容よう態だいが悪化しないか見守ってるぐらいしか出来ない。

　セラと二人で腕うでを組んで立ちながら、苦しそうに吐息を漏もらすハルナを見下ろしていた。

「いきなりこんなに症しよう状じようが悪化するなんて、どういう風か邪ぜだ？」

　あまりにも、突然過ぎる。

　風邪ってのは寝起きとかで自覚することが多いが、起きてるときだったら頭がガンガンするとか立ちくらみとか、なんらかの症状が出てくるもんじゃないか？

　まあ、ハルナだったらそんな症状、弱ってる自分を誰だれかに見せないよう、必死に隠すだろうけど、あれだけ元気だったのに──

「あなたが何かをしたのではないのですか？」

　セラが侮ぶ蔑べつの目で俺を見つめていた。

　悪いことが起きると絶対俺のせいにするよねこの人。

「何かしたって言うか──あ、まあしたっちゃあしたかな？」

　そうだな。何にもしてないわけじゃ無い。

　俺は少し首を捻ひねりながら、もしかしたら～という雰ふん囲い気きを満まん載さいにして言う。

「いかがわしいことですか？」

　少し顔を近づけてきた。

　この威い圧あつ感は、まるで母さんに怒おこられているようだ。

「いや、その……まあ……」

　ぞくぞくと体を撫なでる悪お寒かん。

　そのとき俺は、コンビニでサラスにあったときと同じような──

　そう、後ろめたい気持ちでいっぱいだった。

「鬱うつ陶とうしいですね。何を言っても、言わずとも、私はあなたを軽けい蔑べつするのですから、正直に話して下さい。まどろっこしい」

　どんな内容でもっ？　それはもう、内容を聞いてから軽蔑してるんじゃなくて、元々俺を軽蔑してるんじゃないのか？

　俺は、不思議と気が楽になっていた。

　…………別に、ドＭだからという訳ではなく、諦あきらめの境地というかなんというか。

　サラスのときに大だい丈じよう夫ぶだったから……というのもあるのかもしれない。

　それとも、俺はセラを絶対的に信しん頼らいしているのだろうか？

　とにかく、何な故ぜだろう。

　やましいことをしてしまったと告白しても、別に絶ぜつ縁えんになるわけでも、俺への気持ちが下降していくわけでもない。

　何故かそういう気がしていた。

「直接の原因じゃないとは思うが──ハルナが倒れる直前に事故でキスをしてしまった」

「……事故……ですか」

　セラの目が、すっとナイフのように細められ、ずいっと一歩、詰つめ寄られる。

「完全な、事故だ」

　……先ほどまであった信頼感とかそういうのは、もはや消え去っていた。

「メイル・シュトロームとも同じようなことがありましたね？」

　一歩、さらに詰め寄られる。

「ああ、あれも、事故だった」

　俺は一歩、後ずさった。

「確か、他にも様々な『事故』がありましたよね？」

　さらに詰め寄られる。

「ああ、思い返せばキリがないほどにな」

「……本当に、故意ではなかったのですか？」

　突つき刺ささる、セラの切れ長な瞳ひとみ。その長いまつげの一本一本が、心臓を突き刺しているような気がする。

「その疑いの目、やめろよ。故意でやったことは………………ない」

　今頭の中をブレンパワードのオープニングぐらいの勢いで色々な少女たちが横切っていったが、うん、なかったはずだ。

「その間まはなんですか？　思い当たる節がいくつかあるようですね」

　やばい、心の動どう揺ようを感じ取られてしまった。

「イヤらしい気持ちで始めたことは一度もない」

　もう一度、断言する。

「おや？　表現が変わりましたね。つまり、故意という表現では身に覚えがあるということでしょうか？」

　くっ、確かに、大先生のスカートをめくったりとか、やむを得ず故意に事故を起こしたことがある。

　それを思い出してしまったから、つい言い方を変えてしまったんだ。

　セラは噓うそを吐つかない性格。

　だからこそ、噓になるから表現を変えるという行こう為いに、敏びん感かんなんだろう。

　これ以上話すと、墓ぼ穴けつが前ぜん方ぽう後こう円えん墳ふんレベルになりそうだ。

「と、とにかくだ。そのあとドロップキックをされて、そのまま倒れてこの様だ」

「……まあ、あなたが気持ち悪い超時空変態要塞なのは出会い頭がしらからですし、今いま更さら別段驚おどろきはしません」

　なんで超時空変態要塞が認にん知ちされた表現になってんだよ！　ハルナの野や郎ろう、俺の知らないところでそう呼んでたんだな？

「で、最近体調を崩くずすような兆候はあったのか？」

「朝からハルナの様子は窺うかがってますが、別段、調子が悪いようには見えませんでしたね。やはり、歩に気持ち悪い接せつ吻ぷんを受けたのが原因では？」

　キスが原因で病気になるなんて──待てよ？

　俺はアゴに手をやり、ふむ、と考える。

　ノロウイルス。

　高熱を伴ともなう、感染力の高いウイルスだ。

　一晩中友紀に付き添そっていた俺へ移っていてもおかしくはない。

　つまり、このハルナの症状は、ノロウイルスによるものなんだろうか？

「あ、まあでも心当たりはなくはない」

　確定は出来ないが、ウイルスを運んできた可能性はあるだろう。

　だけど、こんなすぐに症状が出るのか？

　ウイルスって潜せん伏ぷく期間があるもんだろうよ。

「心当たりがあるんですか？」

　詰め寄っていたセラが、すっと体を引く。

「何で一歩後ずさる」

「いえ。近くに居るだけで何かしらの歩あゆむ菌きんを移されるのではないかと思いまして」

　そう言いながら、セラは鼻を摘つまんだ。

「いや、においはしないだろ」

「……臭くさいのでは？」

「臭くねえよ！　臭いのでは？　って聞く時点で問題が無いってことを認めてんだよ！　臭かったら一発でわかるわ！」

「臭いけど臭くない、少し臭い歩菌が原因となれば──」

「ラー油みたいに言ってんじゃねえよ。それ、結局臭いじゃねえかよ！」

　どこから取り出したのか、急にガスマスクを装着した。

　さすが忍にん者じや。そういう対策も出来るんだな。

「さて、あなたを隔かく離りする必要がありますね」

　いや、そこまでの感染力だったら、学校全体で広まってるし、もう手て遅おくれだろう。

「俺は死んでるから、そういうウイルスとかは効かないと思うんだがな」

「何をおっしゃってるんです？　あなた以前に、風邪をひいてましたよ？」

「え？　そうだっけか」

「ほら、看病するって言って、ハルナが流しそうめんのようなセットを用意したりした記き憶おくがあります」

「……ああ、あったな…………だが待って欲しい。あれはお前の料理が原因じゃなかったか？」

「……そんなはずはありません。私の料理は完かん璧ぺきですから」

「俺の記憶違ちがいだったかな」

「全てを記憶できる人間は、そうそういませんので」

「じゃあ、お前の記憶違いも可能性としてあるんじゃないか？」

「……ですね」

「そういう屁へ理り屈くつを理解してくれるところが、お前のいいところだよな」

「褒ほめてるつもりですか？　気持ち悪いですよ？」

　セラはそう言いながら、少しだけ照れ臭そうに笑った。

　ガスマスクを付けてるときの方が、表情が豊かだな。

　こいつが笑え顔がおを見せる度たび、初めて会った頃ころに比べて、大分表情が出てきたなーと思う。

　気持ち悪いという言葉も、言われ慣れたしな。

「あううぅ……」

　お、ハルナが目を開けた。

　水でも欲ほしいのかと、コップに麦茶を注いで声を掛かける。

「大丈夫か？」

「歩、高熱が出ていることは確かく認にんしたでしょう？　大丈夫な訳がありません」

　いや、そうだけど。大丈夫か？　は全身を骨折して入院していてもかける言葉だし。気き遣づかう心の象しよう徴ちようというかなんというか。

　少し上体を起こして、俺が手て渡わたした麦茶をぐっと飲んだハルナはコップを俺に渡しながら──

「アユムに、なんか移された。ブルースウイルススリーみたいなの」

「お前もそんなこと言うのかよ。ブルースウイルススリーになれるなら感染したいわ」

　ハルナの言い分は、正しいのか正しくないのか。

　いつも分からなくなる。

　まるで、箱の中身はなんでしょう？　と、みんなが見えない状態でハルナだけが手を突っ込み、感想を言っているだけのような感じ。

　しかしながら、ふたを開けていざ箱の中身を見てみれば、確かに言ってることは大きく外してはいなかったりする。

　今回のパターンで言えば──移されたという部分。

　それがブルースウイルススリーであるかという部分は全く掠かすってもいないだろうが、ハルナが移されたというなら、それが原因であるという可能性は高い。

　それほどの説得力を、この『天才』はもっている。

　今までのハルナだったら『何言ってんだこいつ……』で終わっていたが、魔ま力りよくの永久機関とかこれまでの功績を鑑かんがみれば、『何言ってんだこいつ……』で終わらず、ちゃんと理解してやるべきだ。

「あー、もうマジ辛つらい。これ、ヴィリエにはないパニャロだ。多分、この世界のパニャロがスルベった際に魔力に感化されて半生状態からミューンを──」

　何言ってんだこいつ……

　全然言ってる意味が分からん。

「あーわかったわかった。俺が悪い俺が悪い」

　話を最後まで聞く気にはなれなかった。足し算も分からないのに因数分解を説明されてるような気分だ。

「で、歩の言う、心当たりというのは？」

　ハルナの証言では、事件のあらましが把は握あくしきれないと、セラは俺に頼たよってきた。

「あー、ほら、友紀がノロウイルスに掛かったらしくてな。それの看病を一日中してきたんだが、ほら、ノロって感染力が強いじゃん？」

「語ご尾びが『じゃん』なのがとても腹立たしいですが、ノロウイルスはキス程度ではそうそう移らないと聞いたことがあります。吐と瀉しや物ぶつや糞ふん尿によう──あ、歩はクソそのものでしたね」

「綺き麗れいな声で汚きたない言葉を並べんな。実はキスの事故が起こる前に腹に一いち撃げき重いのを食らってさ、吐はく寸前ではあったんだよ」

「……気持ち悪い」

　ハルナが眉み間けんにシワを寄せて、口を押さえた。

「ええ、吐く寸前の歩は、とても気持ち悪いですね。お気の毒に──」

　吐く寸前の俺とキスをしてしまった。そのことを知らされて、ハルナは気持ち悪いと思ったのだろう。そして、それを想像してか、セラは切ない表情をガスマスクの下で見せていた。

「……そうじゃなくて……吐きそ」

「歩っ！」

「任せろ」

　焦あせるセラに言われ、俺はハルナの体を抱だき上げた。

　こんなところで吐かれたら、掃そう除じが大変だ。急いでトイレへ連れて行かないと。

　友紀よりも軽い。

　まあ、背も肉付きもハルナの方が子供っぽいんだから、当然と言えば当然か。

　どたどたどたどた──部屋を出て、一気に階段を降りる。

　友紀の部屋はトイレまでが近かったが、残念ながらハルナの部屋からトイレまでは階段を降りなければならない。

　その振しん動どうが、ハルナをより過か酷こくな状じよう況きようへと追いやってしまう。

「あうぅ……」

　ハルナの顔がさらに険しくなる。仁義なき戦いの頃の松まつ方かた弘ひろ樹きばりの険しさだ。

　トイレの戸を開けて、ハルナを座らせると、背中をさする。

　なんとかトイレに間に合ったが、これを何度も繰くり返すのは大変だな。

　やっぱり、ノロなのか？

　随ずい分ぶん即そつ効こう性のあるウイルスだなおい。

　待てよ。もしかしてさっきのハルナが言ってたなんちゃらかんちゃらは、ただのノロウイルスじゃないことを示し唆さしていたんじゃないだろうか？

「歩、居間に布団を敷しきましょうか。恐おそらく、少しでも胃へ入れれば、それを出してしまうのでしょう」

　後を追うように、セラが降りてきた。

「そうだな。それがいい」

　とりあえず、ハルナには病気が治るまで一階で安静にして貰もらおう。

「ハルナ、それでいいか？」

「ふざけんなよな。ふかふかじゃないところで寝ねれるか。吐かなきゃいいんだろ？　儚はかなさがウリのハルナちゃんなら──」

　このベッド派が。いつもの威い勢せいはないが、その目は死んでいない。

　お前から儚さを感じたことは一度もないし、儚いからといって吐かないなんてこともないが、まあダジャレでも言ってないと気が済まないのだろう。

「飯も何にも食えなくなるぞー」

　吐かないってことは何も入れないってことになるな。

　それはそれで栄養が取れず大変そうだが、ハルナにとっては一番の楽しみである『食』を奪うばわれることが何よりも苦痛だろう。

　ハルナは川か平びら慈じ英えいのようにムムム……と声に出して悩なやんだ結果──

「……布団何重にも敷き詰つめろよな」

　俺の思おも惑わく通り、妥だ協きようして貰えたようだ。

　布団を敷き詰めてベッドにする。それで済むんだったら、まあいくらでも積んでやるが──ハルナは上下がぐるっと回転するぐらい寝ね相ぞうが悪い。

　布団を積み上げても、崩くずれていくんじゃなかろうか。

「さて、問題がまだあります」

　そんなやりとりをただ見ていたセラさんからの問題提起。

「ん？」

「ノロウイルスは、吐瀉物から一〇メートルの距きよ離りまで飛ひ沫まつ感染します。もしハルナが掛かってるなら──」

「トイレに入ったみんなが移るかもってことか」

　もうすでに今このトイレから廊ろう下かまで、ノロウイルスが飛び散っていて、それを俺たちがもう吸い込んでいる可能性がある。

「私はマスクをしてますが──どこまで効果があるか」

「まあ、俺は菌きんを持ってきたわけだから、すでにノロになってるか、ノロが効かないか」

　あ、細菌とウイルスは別物だったっけか。まあいいや。

「一いち概がいにそうとは言えないな」

「ハルナ？」

　必死に立ち上がろうとするが、やっぱり力が入らないようだ。

「さっき言ったけど、これはヴィリエにはないタイプだ」

　あー、さっきの訳分からん説明でも、そこだけはなんとなく理解出来た。

「それが？」

「あたしの中で突とつ然ぜん変異を起こしてるから、もう元の奴やつとは別物と考えていい」

　さすが天才。試験管や顕けん微び鏡きようで見なくても、掛かっただけでその病気と原因のウイルスがどういうモノかを理解出来るんだな。

　………………そんな天才いんのかよ！

「なるほど、だから潜せん伏ぷく期間がほぼなかったのですね。ノロウイルスだとしても、感染してから発はつ症しようまでの時間に違い和わ感を覚えていたのです」

「てことは、全く別の病気になってんのか」

　それはそれで困った話だ。

　まあ、ウイルスが原因だった時点で、それを治すには、時間しかないんだろうけど。

　ちょっと待てよ？

　ってことは、飛沫感染かどうかも分からないってことじゃないのか？

　もし、空気感染するようなウイルスの変異をしていたら？

　相当困ったことになりそうだ。

「あー、しんどい。抗こうウイルス剤ざいとかなんかないの？」

　おでこを押さえながら、ぶーぶーと文句を垂れるハルナ。

「さっき生まれたはずのウイルスに効く抗ウイルスなんてないんじゃないのか？　解げ熱ねつ剤ぐらいならあるかもだが」

「なんか効くかも知れないだろ」

　得体が知れない以上、それは否定しないが──

「だったら、病院いくか？」

　病気ってのは、専門家に聞くのが一番だ。

　だが、どうなんだろう。

　魔ま装そう少女の専門家なんて、いるのだろうか？

　いや、ハルナも人間だ。この世界の病院でも、問題ないだろう。

　ようは、風か邪ぜだって言って、適当な処方をして貰えばいいだけだ。

「お待ち下さい。突とつ然ぜん変異した得体の知れないウイルスを、街中にばらまくおつもりですか？」

　セラの意見ももっともだ。

　このウイルスは、魔装少女にだけ感染するものなのか、それとももうすでに俺たちは感染しているがまだ症しよう状じようが出ていないだけなのか。

　何も分からない。

　分からないからこそ、動けない。

「……やっぱり、安静にするしかないか」

「ですが、居間に布団を敷くとなると──」

「あ、ユーに移る可能性があるな」

「ノロウイルスと同じであれば、さほど問題ではありませんが──変異しているとなると、より感染力が高くなっている可能性は否いなめません」

「空気感染の可能性もあるってか」

「ええ」

　やっぱり、セラも俺と同じ意見のようだな。

　空気感染となれば、早く封ふうじ込めないと、とんでもないパンデミックを起こしてしまう。

「むー」

　これに関しては、ハルナも黙だまっていることしか出来ない。

「とりあえず、ユーから隔かく離りするしかないか。二階からトイレを往復するのは面めん倒どうだが」

　俺とセラはまだしも、ユーまで感染させたくない。

　一階で寝るのは、やめた方がいいだろうね。

『構わない』

　とそこにユーが現れた。

　いつの間にそこにいたのかは分からないが、ユーはトイレにいるハルナの背中をゆっくりとさすっている。

『一いち蓮れん托たく生しよう』

「ユー、お前──」

　自分だけが安全圏けんにいたくない。

　みんなに危険があるのなら、そこへ自分も身を投じる。

　それは、ユーらしい行動だった。

　もう、ウイルスのある場所に入ったんだから、今いま更さら隔かく離りしても無む駄だだと、ユーはアピールしているようだった。

　そんなユーの行動が嬉うれしかったのか、ハルナはすっくと立ち上がり──

「はい、じゃあ準備してー。言われる前に動く」

　ぱんぱんと手を叩たたく。そして、またくたっと膝ひざから頽くずおれる。立てないんなら無理すんな。

　──っていうか、なんで病人が監かん督とくしてんだよ。
















　この世で最も偉えらい人間は誰だれだろう？

　社長？　政治家？　お母さん？　王？

　偉いという言葉の概がい念ねんによって、それは変わるだろう。

「アユムー、一二巻取ってー」

　今、この家で最も偉い人物は──『病人』だった。

　もっと重症な、『死人』とかもいるんだがな。

「はいはい」

　すぐそこにある漫まん画が本ぼんを、わざわざ俺が取ってやる。

　原因不明の奇き病びように冒おかされたハルナ。

　寝ねれば治ると思ったのだが、朝を迎むかえても容よう態だいは変わらなかった。

　そのウイルスの調査をセラが吸血忍にん者じやを通してやってくれるそうで、宇宙服のような格好の連中が家に来ては、ハルナの血液などを採取してすぐさま帰って行った。

　空気感染するのかどうかが分かるまで、俺たちは強制的に引きこもりにされてしまったようだ。

　といっても、結果は今日の夜には出るそうだし、一日学校を休んで、寝て待てばいいだけさ。

　別に、学校を休むことになんの罪悪感もないしな。

　そろそろ、学校は終わった頃ころだろうか？　と携けい帯たい電話で時間を確かく認にんする。

「葉っぱの人ー。まだまだ暑いんだけど」

　当の本人は、病人であるとは感じられない様子。

　熱が四〇度も出てればもう少し大人しいもんだが、ハルナは至って変わらない。

　いや、変わらないこともないか。

　顔はずっと赤いし、立ち上がることは出来ないからな。

「さらに二度下げましょう」

　冬にクーラーを起動させるなんて、困ったもんだが、仕方がない。

　家の中で俺たちは厚着をしていた。

　ハルナが暑い暑いとうるさいので、冷れい房ぼうで室温をどんどん下げていたためだ。

　高熱で唸うなっているハルナは寝っ転がって漫画を読みながら、ぼりぼりとポテトチップスを頰ほお張ばっては──

「あ、アユム」

　ちょいちょいっと手招きする。

　どうやら、トイレに行きたいようだ。

　何か食ったらすぐ吐はき気けに襲おそわれるんだから、ポテチ食うなよ。

「良きに計らえ」

　で、出たーっ！　最も偉そうな言葉だーっ！

　だが、俺は別にイラッとはしない。

　最も早はや殿との様さまの如ごとき偉さだが、こんなことぐらいでイライラしていたら、ハルナと一いつ緒しよに暮らせないし、病人のときぐらい、殿様になって貰もらっても構わない。

　トイレへ連れてくと──

　ぴーんぽーん。とチャイムが鳴った。

「誰だろう」

　トイレにハルナを投げ捨てるようにぽいっと入れて、玄げん関かんへ向かう。

　一応念のためにもう一度言うが、別にイラッとはしていない。

「むきゅっ！　こらバカアユムっ！　もっと丁てい重ちように扱あつかえよな！」

　元気いっぱいじゃねえか。

　怒ど声せいを封ふう殺さつするようにトイレの戸を閉めて、玄関へ向かった俺は、ドアノブに手を掛かけつつ──

「どなたですか？」

　と声を掛ける。

　危ない危ない。ついつい戸を開いてしまうところだった。

　日ひ頃ごろの癖くせって怖こわい。

　ドアノブから手を離はなして、聞き耳を立てる。

　ここで玄関の戸を開けてしまったら、せっかくの隔離状態がパーだからな。

「オレだけど……」

　聞き覚えのある声。

　そして、がちゃりと戸が開かれる。

　あ、しまった。来客なんか吸血忍者が結果を持ってくるぐらいしかないと思って、鍵かぎを閉めてなかったわ。

　と言っても、急に入ってくるなんて、そんな図ずう々ずうしい客もそういないだろう。

　そこにいたのは──友紀だった。

　学校帰りに寄ったのか、制服姿だ。

　カバンと、何やらビニール袋ぶくろを提さげている。

「どうしたんだ？」

「……うん。ちょっと遊びに来たんだ」

　その時の友紀は、どこかぼんやりとしていた。

　まだノロウイルスが残っていたのか、再発したのか。

　目の焦しよう点てんが、あまり定さだかではない。

「大だい丈じよう夫ぶか？　もしかして、何か戦せん闘とうに巻き込まれたとか？」

　どこか危なっかしい表情だった。

　なんだろう。酔よっ払ぱらい──とはまた違ちがう。

「……うん。ちょっと遊びに来たんだ」

　そればっかかっ！　他にも色々言うことあるだろうが。

「あー、ちょっと今ハルナが病気でな。移るかも知れないから」

　ハルナの体調が良くなってから遊ぼうとでも言おうとしたが──

「ダメっ！」

　友紀は中に入って戸を閉めてしまった。

「え？」

　何やら必死な行動に、俺は戸と惑まどってしまった。

「……遊びに、来たんだ」

「友紀？」

　どうも、様子がおかしい。

　このまま帰すのも、なんだか気になって眠ねむれなくなるな。

　かといって、病気が移る可能性を考えると……うーん。

　よし、ここは、本人の意思を尊重しよう。

　もうすでに、中へ入ってしまってるからな。

　俺の不始末で、友紀も隔かく離り対象になってしまった。

　ハルナのウイルスの特性を知るまでは、一緒に引きこもるしかないだろう。

　まあ、ハルナ以外に症しよう状じようは出ていないし、死ぬような病やまいでもなさそうだし、夜には結果も出るだろう。

「あがれよ。あ、鍵、閉めといて」

「うん。ありがとう」

　………………どうしたんだろう。

　うん。という言葉一つ取っても、どこか違い和わ感を覚える。

　お前はもっと元気に「おうっ！」だろ？

　ほんと、どうしたんだろうね。

　とにかく、話を伺うかがってみないと。

　中へ招き入れた俺は、トイレから這はいつくばって出てこようとするハルナを拾って、居間へと戻もどった。

「おや？」

　セラが友紀の顔を見るなり、溜ため息いきを一つ。

「友紀が、なんか遊びに来たって」

「……歩、あなたはバカですか？　ハルナの病気はまだそれが何かも分かっていないのですよ？　もう中へ入ってしまいましたから、どうしようもありませんが、彼女も外へ出す訳にはいかなくなりました。ホント、クズですね」

　言い訳のしようもないぐらい、分かってるさ。そんなこと。

　分かってるならなんでやったんだって話になるだろうから、そこはあえて返さない。

「まあ、そうだけどさ。ちょっと友紀の様子がさ」

「様子？」

　セラは言い訳がましい俺を、凜りんとした目で見つめる。

「師し匠しよう、大丈夫なのかよー？」

　布団にくるまって、悪夢にうなされるような表情のハルナに、友紀が心配そうな声を掛けていた。

　その声と雰ふん囲い気きは、いつもと変わらない。

「……何もおかしいところはありませんが」

　セラさんの視線が怖いっ！

　長いまつげの一本一本がまるで針のように見える。

「今はな。あれ？　さっきはおかしかったのに」

　俺は慌あわてて友紀の顔を覗のぞき込むが、さっきとは全然違う、いつもの友紀の表情だ。

「人をダシに使って、噓うそを言い訳に使う──最低ですね」

　誤解だっ！　誤解なんだよ！

　エアコンや洗せん濯たく機きが調子悪くなって業者に修理を依い頼らいしたら、直しに来た日は何な故ぜか正常に動くときってありますよねー。

　今俺は、「いや違うんだ。ホント今までおかしかったんだって！」と声を大にしたかったのだが──

「アユム……何そのキカイダーゼロワンのビッグゴリラみたいな顔」

　ハルナが気持ちが悪いと言いたげに間に入ってきて、つい言うタイミングを佚してしまった。

「何故数多あまたのゴリラキャラからメスの奴やつを選んだ。何でもない、ただの杞き憂ゆうだったようだ」

「あれ？　オレ、なんで相あい川かわの家にいんだ？　……まあいっか」

　友紀は小首を傾かしげたあと、けろっとした表情を見せる。

「お前は夢遊病者か」

　俺は、やっとさっきまでの友紀を表現することが出来た。

　そう、友紀はまるで、寝ているような感じだった。

　もしかしたら、また熱がぶり返したのか？

　しかし、さっきの様子とは打って変わって、そこにいたのはいつもの友紀だった。

「飛んで火に入るバカとはこのことですが、──ところで、食事はどうしましょう？」

　はあと溜息を吐くセラ。

　食事か。まあ、一日食わなくてもなんとかなるだろうが──

「外に出るわけにもいかないしな。冷蔵庫にあるモノでどうにかしないと」

「私ならば、冷蔵庫にないものでも作れますが？」

　満を持して、すっと手を挙げるセラ。

　なるほど、自分を頼たよってくれと言いたいんだろう。

「却きやつ下かだ却下。お前は自分が今言ったことの意味を理解して欲しいわ」

　セラに手を下げろとジェスチャーで伝えながら却下すると、次に手を挙げたのは友紀だった。

「あ、そんなこともあろうかと、オレ肉持ってきたんだぜ。ほら、オレ一日ずっと食えなかったじゃねえか。だからさ、賞味期限が危ない奴を処分して貰おうと思って」

　ビニール袋をちゃぶ台の上に置き、満面の笑えみを浮うかべる友紀。

　その瞬しゆん間かん、ハルナとセラと俺、その場にピリっとした緊きん張ちよう感が走る。

　肉──だと？

『ようこそ』

　ユーが歓かん迎げいし、友紀は一気に賓ひん客かくと化した。

　ただ遊びに来たのなら、それほど歓迎もしないだろう。

　わざわざウイルスが広がる恐おそれもあるってのに、呼び込んだ俺にも非があるだろう。

　だが、それが『お肉様』であるならば、話はがらっと変わってくる。

「これ、アユムよ。このお方をキッチンへお連れしなさい」

　枕まくらに肘ひじを置いて、ハルナがちょいちょいっとアゴで指示をする。

「ははっ！」

　俺は平へい伏ふくした。

　ハルナ様のおっしゃりよう、ごもっともでございまする。

「セラ！　お肉様がお通りになられます！」

「どうぞこちらへ」

　セラも、一気に歓迎ムードを出していた。

　そう、今ここで最も『偉えらい』のは、『お肉様』なのだ。

　下げ克こく上じようとは、かくも悲しきかな。

　どこから出したのか、セラはキッチンまで赤い絨じゆう毯たんをしゅるるるるる～っと敷しく。

　俺は友紀の手を取り、エスコートしながらキッチンへと向かった。

　セラも、食器やら調理器具やらを用意するため俺たちの後を追う。

「待てよ。お前、今制服じゃねえか。もしかして、肉は学校に持っていったのか？　それとも学校が終わってわざわざ家まで取りに行ったのか」

「学校に持っていったけど？　学校で渡わたすつもりだったのに、相川が来なかったから、オレのノロウイルスが移ったのかなって心配したんだぜ？」

「これだからアホは……っていうか、大丈夫なのか？　賞味期限切れを食べたからノロに掛かかってたのかも知れないのに、それを最悪の保存状態で持ってくるなんてな」

　やれやれ、お肉様の地位が少し落ちたような気がする──が、セラは平然としていた。

　なんでこの肉に対して平然としていられるんだ？　という表情を俺がしていたのだろう。

「肉は少し熟成させた方が好みですから」

　と、説明してくれた。

　まあ、確かにそれも一理あるな。エイジングビーフとかもあるし。

「だが、ノロウイルスの原因かもしれないってなら──」

「いや、ノロウイルスは牡か蠣きを食べすぎたのが原因でさ」

「食べ過ぎてってどれぐらい？」

「五二個とちょっと」

「業者かお前は。ちょっとって何だよ。牡蠣なんて一口だろうが」

「牡蠣なんてそれほど大量に食べるものじゃないでしょうに」

　セラさんも納なつ得とく出来ないご様子だった。

「カキ丼どんぶりにして食べたんだぜ。めちゃめちゃ美う味まかったんだけど──」

　……それは美味そうだな。五二個分の丼とか、とんでもない贅ぜい沢たく丼どんだ。

「その言い方だと、店で食ったって感じじゃなさそうだし、もしかして生なまか？」

「おう、傷ついてたりで売れなくなった奴を片かたっ端ぱしから貰もらってさ」

　商店街を練り歩いたってことか？　凄すごい行動力だなおい。

「わざわざ、歩き回ったのですか？」

　そこはセラも気になったようだ。少しむっとしているのは、吸血忍にん者じやたる者うんたらかんたらで、浅ましい行動を取るなと言いたいのかもね。

「いやあ、オレいつも朝と夜にランニングしてんだけどさ。いつも挨あい拶さつしてくれるおっちゃんとかがもってけもってけって」

　なるほど。よくある近所付き合いか。

　そう言えば、友紀は陸上部だったよな。

　さらに、吸血忍者としての任務もあるし、常に有事に備えるための体を鍛きたえてるんだろう。

「まあ、『あたる』食材は外食で食うべきだな」

「そうですね。料理は知識が第一です」

　まな板や包丁を用意して、セラは居間へと戻っていく。

　知識ね。俺は、『常識』が第一だと思うね。

「ということで、この肉は問題ないぜ！」

　びしっと親指を立てられてもな。

　どれどれ。

　ビニール袋ぶくろから肉を出してみたが──冷れい凍とう状態だった。

　何時間冷凍のままなんだよ！　マンモスかお前はっ！

　と、肉にツッコミを入れたかったが。

「へへー。忍術って奴だぜ」

　……うわー。便利だなー。魔ま法ほうと同じだもんな。忍術って奴も。

　それを室むろ町まち時代や江え戸ど時代に使ってれば、もっと食文化は発展していたかもしれないね。まあ、貯蔵に使う忍術が、近代でやっと実現した可能性もあるが。

　まあ、何にしても、腐くさってはなさそうだ。

「焼き肉にでもするか？　肉しかないし」

　居間にいるセラとユーへ投げかける。

「というか、それぐらいしか出来ませんね。肉のみですと」

『許可』

　ユーのお許しも出たので、焼き肉を開始することになった。

　と言っても、ただ薄うす切ぎりにしてこんがりとフライパンで焼いて、皿に移しただけだ。

　肉と白飯だけの、健康には悪そうな夕食だ。

　だが、この原始人レベルの健康に悪そうな高カロリーの食事が、今とてつもなく美味そうに見える。

『素す敵てき』

　ユーも同じ意見のようだ。

　心なしか、目が輝かがやいているように見える。

　まあ、そうだよな。もしかしたら何も食べられないんじゃないかという状態から、肉というこれ以上ない食材を食することが出来るんだから。

　大皿に盛った、焼き肉をみんなでつつく。

　独り暮らしの頃ころはこれでいいと思っていたが、何故か今は野菜が欲しいと感じてしまう。

　俺も、少しは大人になったのだろうか？

　ハンバーグに目玉焼きがのってるだけでテンションが上がってた頃が懐なつかしい。

「なかなか良い肉ですね」

　セラは頷うなずきながら肉をじっくりと咀そ嚼しやくしていた。

「だろー？　捨てるにはもったいないんだぜ」

　友紀は笑顔で肉二枚同時食い。

　どれ、俺も食べてみよう。

　柔やわらかい肉だ。少し嚙かむだけで溶とけ、肉にく汁じゆうが溢あふれる。

　こりゃあ、もっと分厚く切って、レアで焼くべきだったな。

　黄金色の味がする焼き肉のタレにダイブさせ、白飯の上でバウンドさせてから口に運び、肉汁とタレが融ゆう合ごうしていくのを楽しみつつ、そこへ白飯を送り込む。

　美味い。

　ハルナだったら、もっと美味く焼けたろうに。

　焼き肉の醍だい醐ご味みは焼くことだが、いい肉はプロに焼いて欲しい。

　ま、これでも、十分か。

　むしろ、俺が適当に焼いたのに美味いってのは、肉のポテンシャルあってこそだろう。

　ユー、セラ、友紀。

　みんな、次し第だいに言葉がなくなっていく。

　人は美味い飯を食うとき、美味いぐらいしか言葉が出ないものだ。

　沈ちん黙もくの中、口を開いたのは──

「……アユム」

　恨うらめしそうにこっちを見ていたハルナだった。

「どうした？　漫まん画がでも読み終わったか？」

　見ると、ハルナが立ち上がろうとしていた。

　まるで操あやつり人形のように手足をぶらんとさせながら、それでも必死に壁かべに寄りかかり、立ち上がろうとしている。

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

　慌あわてて、友紀がハルナの体を支えようと立ち上がる。

　美しい、師し弟てい愛だ。

　友紀がいることで、俺がわざわざハルナを構ってやらんでも済むわけだ。

　友紀を迎むかえ入れて良かったな。俺の負担が八割ほど減る。

　持つべき者は、行動力のある友だ。

「……あたしも……食べる」

　ハルナの目は、死んでなかった。

　いや、むしろ情熱が灯ともっている。

「なんだって！」

　友紀、驚おどろきすぎじゃないか？　そんなに驚く必要はないんじゃないか？

　俺は予想していた通りの言葉だと思ったぞ。

　ハルナに肉を食わせるのは、心配だな。

「食べたら、すぐ吐はいてしまうのでは？」

　セラも心配そうに言う。彼女とはやはり良く気が合うね。

　そうだ。お前には無理だ。とセラの後に続こうとしたが──

「……かもしれない。けど、あたしは……食べる」

　ハルナが青息吐と息いきで話を進める。だがやはり、立つことも難しいのだろう。

　友紀の肩かたを借りて、一歩、また一歩とこちらへと近づいてきた。

「そんな体でっ！」

　友紀は涙なみだを流さんばかりの勢いで驚いていた。

「じゃあ、食えよ」

　面めん倒どう臭くさそうなので、俺はハルナを肯こう定ていしてやるが──

「たとえ……この身が果てようとも……あたしは肉を食う」

　これは最も早はや、苦しそうな声じゃないな。ただ、溜ためを作って喋しやべってるだけだ。台詞せりふ臭い台詞。演技臭い演技だ。

　誰だれが騙だまされるんだよ。そんな臭い演技で。

「なんて覚かく悟ごなんだっ！　カッコイイっ！　カッコイイぜ師し匠しようっ！」

　騙されてる奴やつがすぐ側そばにいた。

　友紀はなんで泣いてんだよ。

　格好良くはないだろ。

「いや、だから食えよ」

　いちいち演技を見てられない俺はさっさと終わらせて欲しくてハルナを急せかすが──無視される。

「健康にいい飯ばかりを食べて命を長らえるより、あたしは不健康でも美味いモノを食べて生きたいっ！」

　あ、ちょっと格好いいかも。インスタントラーメンの専門家が、三食すべてインスタントラーメンという生活を送っていたが、そのせいで病気になり、医者に止められた。

　しかし、それでも三食すべてをインスタントラーメンというスタンスをやめず、そしてそのまま死んでいったという話を聞いたことがある。

　そいつが満足出来る生き方を選んだなら、その信念を貫つらぬいたなら、どんなバカげたことでも格好いい。

　それは、分からないでもない。

　それに、さっきよりも元気が良さそうだ。

「オレもだっ！　オレもそうだぜっ！」

　友紀はぐっとハルナの体を抱だいていた。

「美味い上で、さらに健康にいいもんもたくさんあるだろ」

　食の世界をなめんな。と、ハルナに教えてやろうとしたが。

「だから……あたしは食う。誰がなんと言おうと、世界を敵に回そうとも。──この身が尽つき果てようとも、あたしは……あたしの意思で戦い続けるっ！　だから……止めんなよな」

　はい、無視。

　完全に、自分の世界へ入ってしまってる。

　ウイルスはお前の意思じゃないところで戦ってんだけどな。

「止めてねえよ。さっさと食えよ」

　もうどうせ食うんだから、ご飯をよそってこっちに辿たどり着くのを待ってやる。

「メイル・シュトロームは止めていたのでは？」

　セラさんは俺のことをちゃんと意識してくれたようだ。

「いや、友紀はカッコイイぐらいしか言ってない」

　ふむ。とセラは納なつ得とくした。

　セラはあまり興味がないからちゃんと聞いてないだろうが、俺はしっかりと流れを追っている。まあ言葉で止めずとも、一応止める側の人間であることは間ま違ちがいないか。

「偉えらい人は言いました。……恒こう久きゆう的な平和など、歴史上あり得ない。……だから、そんなもの、望みはしない。だけど、何十年かの平和で豊かな時代は存在出来た。その何十年かの平和こそが、私の望みなんだと」

「それ、偉い人っていうかヤン・ウェンリーだろ。出すなら実在した偉い人じんを出せよ。あと、引用するならちゃんと一字一句変えずに伝えろよ。意味が変わっちまうだろ」

「うろ覚えだし……くっ、頭がっ！」

　ハルナはぼそりと言い訳めいた呟つぶやきのあと、がっと頭を手で押さえた。

　まるでちゃんとした引用が出来なかったのは、頭痛のせいだと言いたげに。

「ちゃんと俺の声聞こえてるじゃねえか。さっさと食えよ。肉なくなっちまうぞ」

　しょうがないのでユーもセラも、肉を食べるペースを落としていた。

　ここにいるのは、みんな優やさしい人間ばかりさ。

「食しよくってのは、人生だ。……それは一いつ瞬しゆんの幸せに過ぎないかもしれない。……だけど、その一瞬のために、人は努力をする」

　倒たおれては起き上がり、そして一歩を踏ふみ出すハルナ。

　もういいから友紀が抱だきかかえて俺の隣となりに座らせて欲しいもんだわ。

　でも、努力とか言い出したら──

「くぅ～。痺しびれるぜぇ～」

　やっぱり、ハルナの足で歩いて欲しいと。

　友紀は手伝う気はあんまりないようだ。

　ハルナが寝ねているのは、居間の隅すみっこ。それは、最もトイレに近いからだ。

　たった五歩ほどの距きよ離りなんだが、これでもかと時間を掛かけてくる。

　ローディングの長いゲームのようで、俺はいい加減イライラしていた。

「いいから食えよほら」

　ハルナにご飯をこんもりと盛った茶ちや碗わんを差し出す。

「だから、あたしは食う。誰がなんと言おうと、世界が──」

　歴史から人生から世界かよ。どんどん広がりそうだなおい。

　焼いた肉を焼き肉のタレに付けて、ハルナの口へ運んでやる。

　はい、あーん。なんて言葉は、必要ない。

「それはさっき聞いたから。どうだ？　美う味まいだろ？」

　ハルナは目を閉じて、くっちゃくっちゃと咀そ嚼しやくし、そして睨にらむように目を細く開いた。

「これ……まずい」

　それは、意外な言葉だった。

「は？」

「え？」

　俺と友紀は、まさかの発言に、聞き間違えたのかとすら思った。

「これはまずいって言ってんのっ！」

　だが、ハルナはもう一度言う。

　どうやら、聞き間違いではなさそうだ。

「いや、美味いだろ？」

「バカっ！　そういう意味じゃないっ！　わかれよなっ！」

「あー、そうか。もっと美味く出来たのにってことだな？」

　つまり、ハルナはこう言いたいのだろう。

　俺の焼き方が、まずいと。

　何度も何度も、言われてきたことだ。

　せっかくの食材をこんな粗そ末まつな料理に仕上げてしまうなんて、贖しよく罪ざいが必要だ。なんてことを言いかねない。

　と、思っていたのだが──

「はあ？　そうじゃないって！　分かれよなっ！　なんでこんなに一いつ杯ぱい食べて分かんないんだ！　このボンクラ共がっ！」

　そうじゃない？　となるとますます「は？」の嵐あらしが吹ふき荒あれる。

　すると、一連の騒そう動どうをただ見届けていたユーが、机を二回叩たたいて、こんなメモを見せてきた。




『そう　違い和わ感はあった』




　違和感？

　この美味い肉に、違和感があったのか？

　もしそれがあるならば、友紀の保存状態が完全じゃなかったところじゃないのか？

「もう少し、的を射た意見を言ってくれ。ハルナ、お前はこの肉がどうしたって言ってんだ？」

「これはな、呪のろいが掛かってる」

　……また、とんでもないことを言い出した。

「呪いってお前」

　呪い──その言葉を聞くと、今でも恐きよう怖ふを感じる。

　俺は一度、女王リリアの呪いで散々な目にあったからな。

　マズイってのは、味じゃなくて、ヤバイって意味か。

　っていうか、誰が友紀の肉に呪いを掛けたり──

　あれ？

　くらっと視界がぶれる。

　立ってもいないのに、立ちくらみのような。

　うっくっ……なんだ？　どうしたんだ？　俺──

　頭痛が、する。

　思わずこめかみに人差し指を当てて、ぐりぐりとツボを押すように刺し激げきしていた。

「謀はかられましたね……くっ」

　セラも、こめかみを押さえていた。

　ユーは、何も言わぬまま、バタリと倒れてしまう。

「これは……これ……」

　ハルナも、熱のせいも、あってか、倒れて、しまった。

　友紀は？

　友紀は、立ち上がって、いた。

「遊びに来たんだ……アユムさんに……会いに……来たんだ」

　その、瞳ひとみは、玄げん関かんの、ときと、同じ、だった。

　初めて、会ったときとも、同じだった。

　魔ま装そう、兵器を、使って、いるときと、同じ、だった。

　──俺は、全すべてを、理解した。







　目が覚めると、俺は頭を押さえた。

　くっ、頭痛なんて久しぶりだな。

　ゾンビになってから、痛みとやらには無む縁えんだった。

　腕うでがもげようが、体が爆ばく発はつしようが、「参ったな」ですませられるほど、俺のメンタルは強くなっていた。

　それだけに、頭痛は衝しよう撃げき的で、恐おそろしく思えた。

　痛みを思い出させてくれるなんて、やってくれるね。

　くそったれ。

　イライラが止まらない。

　ハルナ早く歩けと思っていたときとは比べものにならないレベルのイライラだ。

　あれから、どれだけの時間が流れたんだろう。

　ユーは正座していた状態から横に倒れ、まるで寝ているようだ。

　セラは前のめりに倒れて、机に突つっ伏ぷしている。

　茶碗は倒れ、食べ残っていたご飯が机に零こぼれて、箸はしは床ゆかに転がっている。

　これで湯飲みも倒れてたら、掃そう除じが大変だったろうが、そこは間かん一いつ髪ぱつ助かった。

　ハルナも、倒れていた。

　せっかく布団を何重にも重ねて作ってやった簡易ベッドも意味なく、カーペットの上で小さな寝ね息いきを立てている。




　そして友紀は──居間にはいなかった。




　俺はセラやユーを起こすより、おぼつかない足どりで二階へと向かう。

　ハルナが倒れたのは、熱のせいじゃない。

　だったら、何度も倒れてるはずだ。

　平熱から一気に四〇度へ跳はね上がった最初は倒れたが、それ以降は意識がしっかりしていた。

　つまり、ハルナは『呪い』にやられた。

　ハルナが呪われるということは、相手は女王じゃない。

　ハルナには、女王の呪いが通じないからな。

　そして、ヴィリエの呪いってのは、細さい菌きん兵器だ。

　友紀がカキでノロウイルスに当たったように、俺たちはあの焼き肉で、呪いに当たってしまったのだ。

　俺たちを嵌はめたのは、ヴィリエの人間。

　友紀が最後に言っていた言葉──

　アユムさん。




　俺を『アユムさん』なんて呼ぶ奴やつは──一人しかいない。




　大先生。

　そう言えば、友紀と初めて会ったとき、友紀は自分の意思を持っていないようだった。

　どこかぼーっとしていたというか、まるで、人形のようだと言うか。

　そう、それは正に、『夢遊病者』のようだったんだ。

　友紀の中にある魔装兵器が作動したとき、そういう顔になる。

　俺は、あのときのことをうっすらとだが思い出していた。

　以前、大先生は俺に預かって欲しいモノがあると言って電話をしてきた。

　そして、それがなんなのか分からず、俺はエロ本やらなんやらを受け取って、そのどれかが大先生の『預かって欲しいモノ』だと勘かん違ちがいしていた。

　結局、大先生が俺に預かって欲しかったのは──友紀。

　ヴィリエの女王リリア・リリスが持つ、対魔装少女兵器『ふうりんかにゃん』に対たい抗こうする兵器が、友紀の中にあったからだ。

　それを、俺に送り込んだとき、それはただの『兵器』だった。




　そう、大先生は、友紀の意思を操あやつれるんだ。




　まるで、催さい眠みん術じゆつのように。

　そして、今日もここへ送り込んだ。

　その目的は？

　あれしか、ないだろ。

　部屋に戻もどってみると、枕まくら元もとに置いてあったメガロ生成装置がなくなっていた。

　やられたな。

　まさか、友紀を使ってくるとは。

　あの呪いは、俺たちの動きを封ふうじるために用意したんだろう。

　メガロ生成装置を友紀が奪うばって逃にげたとして、虚うつろな意識しかない状態の友紀なんて、すぐに捕ほ縛ばく出来るからな。

　全く、そんなことをしなくても、俺たちは今日、この家から出られないんだが、そこまで知らなかったんだろう。

　……ムカつく。

　友紀を、道具みたいに使いやがってっ！

　そのことが、何よりも俺を苛いら立だたせる。

　枕まくらを叩く。

　叩く、叩く、叩く。

　大先生は、全てを利用したんだ。

　悪魔男だん爵しやくに俺が会うことも、メレンゲに俺が会うことも、そしてメガロ生成装置を手に入れることも、分かっていたんだ。

　だから、悪魔男爵に含ふくんだ言動を残した。

　だから、メレンゲから簡単に引いた。

　俺が、俺なら、メガロ生成装置をどうにか手に入れると──信じていた。

　戦わずして、目的を果たすために。

　利用された。

　俺自身も。

　悪魔男爵も。

　自分の手は、全く汚よごさずに。

　どこまで未来を読んでるんだあの人は。

　……どうする？

　どうすればいい？

　ヴィリエまで行って、取り返すしかないか？

　俺は、あの人に勝てるのか？

　どうすりゃいいんだよ。居場所も分かんないのに。

　俺では、大先生には、絶対に勝てないのではないだろうか？

　ありとあらゆる面で。

　こんこん。

　部屋の戸が叩たたかれ、俺はセラが起きたのかと思って振ふり向くと、そこには──

「ユー？」

　意外な人物がいた。

　まだ頭が痛いのか、片手を綺き麗れいな銀ぎん髪ぱつの上に置いていた。

『ゲートを　封ふう鎖さする』

　ユーは無表情のままメモを見せた。

　が、その無表情の裏には、めらめらと燃える『怒いかり』が隠かくされていた。

　俺には分かる。

　ユーは、怒おこってるんだ。

　恐らく、俺と同じ理由で。

　いや、美お味いしい肉に呪いを掛かけたことにも確実に怒ってる。

　それを含めれば、俺以上の怒りを秘ひめている。

「ゲート？」

　聞き慣れない言葉を、聞き返す。

　頭は冴さえてきている。が、やはり知らないことは分からない。

『この世界と異世界を結ぶゲートを封鎖し　ヴィリエへ逃がさなければ良い』

　そこでユーは明確に書いてくれた。

　なるほど、てっきりヴィリエにはどっからでも帰ることが出来ると思ってたんだが、ある特定の場所からしか行き来出来ないのか。

　ワープポイントみたいなもんで。

「って言っても、もう逃げちゃったんじゃないか？」

　俺はそれが一番のネックだと感じていた。

　大先生がヴィリエへ逃げればそこはもう向こうのホームグラウンドだ。

　どれだけ吸血忍にん者じややセブンスアビスを連れて行っても、結果は先のクーデターと同じ。

　何でもありの魔装少女集団に、瞬またたく間に蹴け散ちらされ、人生も終わらせられるだろう。

　しかし、ユーは首を横に振る。

『メガロ生成装置を何らかの形に変えなければ　すぐ女王にバレる』

　そうか。

　確かに、ハルナが俺の部屋に入ったとき、『だいじなもの』があると感づいていた。

　あれは、あのままじゃあヴィリエには持って行けないんだ。

　女王にバレれば、大先生の計画なんて、パアになるからな。

「つまり、まだ大先生はこの世界にいて、メガロ生成装置に細工をしている最中ってことか」
















　これは、吉きつ報ぽうだった。

　この世界にいるならば、大先生は一人。

　たった一人なんだ。

　何かをしでかすにしても、きっと対応出来るはず。

『今のうちに　ヴィリエへ通ずるゲートに　兵を配置する』

「なるほどな。魔装少女が日本にばかり来るのは、ここに異世界と異世界を結ぶ門があったからなんだ。で、どうやって封鎖するんだ？」

『ゲートの破は壊かいは無理　通過を阻そ止しすればいい　現在　数は三カ所　一つをネネ　もう一つを吸血忍者ほぼ全軍で当たらせる』

　俺は驚おどろいた。

　ユーがネネさんを頼たよるということに。

　あんまり、自分のせいで人を巻き込みたくないというスタンスのユーが、申し訳ないと思ってはいるだろうが、それを提案してくるなんてな。

　よっぽど怒りを覚えたか。

　それとも、大先生がそれほど強大であると認めているのか。

　まあ、現在この世界で大先生に勝てる相手がいるとすれば、ネネさんだけだろうね。

　クリスが健在だったらと悔くやまれる。

　吸血忍者全軍というのも、大だい胆たんかつ素す晴ばらしい決断だ。

　はっきり言って、吸血忍者全軍で挑いどんでも、大先生は倒たおせないと俺は思う。

　しかしながら、行動を抑よく制せいし、時間稼かせぎをすることに専念すれば、それは全く問題ないだろう。

　彼らは、そういう技術のエキスパートなのだから。

　そして時間を稼げば、ネネさんが合流できる。

　まあ、この作戦の根幹には、ネネさんが大先生に一〇〇％勝てるというところが前提になってくるのだが──

　ん？　待てよ。

　ゲートは今、三カ所あるって言ってたな。

「最後の一つは？」

『我々で阻止する』

　ユーはやる気を見せていた。

　なるほど、そうなるか。

　結局のところ、大先生は俺たちがなんとかしなきゃいけなくなるってことだな。

　嬉うれしくもあり、悲しくもあるね。

　知らないところで阻止しましたと聞くよりも、今回は特に、俺たちの手で阻止したいという気持ちがある。

　その一方で、大先生の強さを知ってるから、極力戦いたくはないとも思う。

「今は三カ所って書いてたよな？」

『二日後の正午に　ゲートの位置と数は変わる』

　あー、固定されてる訳じゃないんだな。

　二日後まで、大先生は待つだろうか？

　いや、そんなことはしないはずだ。

　ヴィリエに持ち帰るなら、今日。

「そうか。じゃあ、早さつ速そくネネさんに連れん絡らくを──」

　携けい帯たい電話を取り出そうとしたが、ユーはメモをペンでとんとんと叩いた。

『すでに　手配してある』

　俺はユーを抱だきしめた。

「最っ高だ！」

　どうだ。ざまあみろ大先生。

　俺はあなたには及およばないが、『俺たち』だったらきっと届くさ。

　ついつい抱きしめてぴょんぴょんと飛び跳はねてしまったが、失礼なことをしたとすぐ手を離はなし、ユーに頭を下げる。

「悪い。取り乱した」

『面白かった』

　そうか。きっとセラももう起きてて、着々と準備を進めてくれてるんだろう。

　胸が、ドキドキしてきた。

　いける気がする。

「手配済みってことは、ゲートの場所決めも、もうしたのか？」

『恐おそらく彼女は　ここから遠いゲートを狙ねらうと思う』

「じゃあ、三カ所の内一番遠い場所、大先生がやってきそうなところへネネさんか」

　なるほどな。

　大先生は、俺たちから一刻も早く、遠くへ逃にげたいはずだ。

　俺は、ねちっこいからな。

　追いかけて追いかけて、面めん倒どう臭くさくなるのを避さけるだろう。

　それに、メガロ生成装置を改造する必要がある。

　ユーの予想通り、一番遠いゲートを狙うってのは、正しいだろうね。

　となれば、逆に、俺の家から一番近い場所のゲートが俺たちの守るエリアになるわけか。

「俺たちの守るべき場所は、どこなんだ？」




『ハルナと歩が　出会った場所』




　ユーのメモを見て、俺は鳥とり肌はだがぞわぞわと全身を駆かけ巡めぐるような感覚に襲おそわれた。

　墓場──か。

　ハルナたち居候いそうろうが出来てから、今は全然通っていないが、俺のお気に入りだった場所。

　静かで、のどかで、涼すずしい場所。

　確かに、あそこでハルナは落ちてきた。

　それは、あそこにゲートがあったからなのか？

　それは、大先生とも初めて出会った場所だった。

　ネネさんに挑むほど、大先生もバカじゃない。

　吸血忍者全軍で大先生を倒せるかは疑問だが、ネネさんの到とう着ちやくまでの時間は稼げるだろう。

　となれば、きっとくる。

　墓場へ。

　因いん縁ねんの、あの場所へ。

　さて、大先生は次にどんな手を使ってくるだろうかね。

　友紀を使って事を成す。というのは、正に奇き襲しゆうであって、何度も使える手段ではない。

　ともなれば──直接、武力をもってゲートを奪うばいに来るんじゃなかろうか？

　今度は、俺が罠わなを作ろうか？

『俺たち』で、あの人を止めるんだ。

　場合によっては、こちらも力ちから尽ずくで対たい抗こうする。

　そして今、場合によってるんだ。
















　それから、二時間ほど経過して、俺たちはずっと待っていた。

　居間でセラとユー、そしてハルナと俺。

　テレビも付けず、ただただ電話が来るのを、そして、ウイルスの結果が出るのを。

　それが分からないことには、家を出ることが出来ない。

　歯は痒がゆい。

　墓場まではすぐそこだってのは分かってる。

　歩いても五分と掛かからないんだ。一っ飛びで間に合うのも分かってる。

　大先生は突とつ然ぜんやってくるだろう。

　今すぐにでも、現地で待ち構えていたいぐらいだ。

　だが、その一方で、ウイルスをばらまいてはいけない。

　せめて、空気感染をしないという結果が出るまでは、この家からは出られない。

　夜には結果が出るって言ってたけど、もう結構な時間だ。

　最悪、パンデミック覚かく悟ごで墓場へ向かうというシナリオも必要になるな。

　空気感染するかどうかは、分からないんだし。

　ネネさんや吸血忍にん者じやが、大先生を発見すれば報告をくれるということになっている。

　つまり、その報告が入るまでは、墓場にはやってこないってことだ。

　もし、大先生が裏の裏をかいて墓場のゲートを最初に利用しようとしたら？

　それがただ、気がかりだった。

　全すべてのタイミングが、微び妙みようすぎるんだ。

　あーもう、もやもやするっ！

　そんな俺のもやもや感を払ふつ拭しよくする音が、居間に響ひびき渡わたる。

　それは、机の上で携帯電話がダンスをする音だった。

　終日マナーモード設定の俺は、常にバイブモードだ。

　黒い携帯電話が、着信を告げるために一生懸けん命めい震ふるえている。

　俺はすかさず電話を取り、慌あわてながら「もしもしっ！」と聞く。

　相手が誰だれかなんて、わからない。

　吉きつ報ぽうだろうが凶きよう報ほうだろうが、とにかく何でも知りたい。

「あー、もしもしぃ、ニュートンくんだっけ？」

　明るくも、眠ねむそうな声。

　声だけで、美人だと分かる声だった。

「相あい川かわです」

　声一つ、一発で分かる。それは、ネネさんの声だ。

　その声を聞くだけで、ネネさんのことを思い出す。

　俺が出会った中でも、特に魅み力りよく的な女性だ。冥めい界かい最強の人物で、ヴィリエの女王すらネネさんには一目置いている。

　特にあの爆ばく乳にゆうには俺も一目を──

　ネネさんから着信が来るなんて、それだけで興奮するね。

「あーはいはい。アシモフくんね」

「いや、だからアイザックじゃないです」

　未いまだに、名前覚えて貰もらってないけど。

　まあ、いつも寝ねてるから、俺が名乗ったことなんて聞いてないかもしれないね。

　別に、そこはどうでもいい。

「来たよ。例の」

　ネネさんは簡潔に、用件を伝える。

　俺はびくっと体を強こわばらせる。

　ユーの予想は、見事的中した訳か。

　で、こうして電話をするってことは、ネネさんの方が大先生よりも強かったということを意味している。大先生に倒たおされたなら、意識を奪われるか、命を奪われてるだろうからな。

「で、どうなりました？」

「逃にがしちゃった」

　てへ。とでも言いたげな、愛あい嬌きようのある声だった。

　逃がしちゃった。という言葉には、二種類の取り方がある。

　大先生が逃とう亡ぼうをはかり、追いかけたけど、逃がしちゃった。

　ネネさんが、自分の意思で、逃がしちゃった。

「戦ったりは、したんですか？」

「いいやぁ、少し喋しやべって──ふぁああ……はふ。逃げた」

　あくび交じりに、ネネさんが言う。

　なるほど。

　大先生としては、ネネさんと戦うのは避さけたということか。

　まあ、予想通りだな。

　大先生とネネさんが直接ぶつかると、どっちがどうなってもおかしくない。

　いや、きっとネネさんが勝つに違ちがいない。

　大先生自身も、それに気付いていたんだろう。

　だから、一番遠いゲートを諦あきらめるしかなかった。

「大先生は、一人でしたか？」

「え？　んー、誰かを連れてるようには見えなかったなぁ」

　……友紀は、一いつ緒しよに行動してないのか。

　ずっと操あやつってるつもりではないんだな。

　いや、もしかしたら操れる時間はそれほど長くないのかもしれない。

　友紀が正気に戻もどるのは、大先生がオンオフしているのではなく、時間で正気に戻るとしたら？

　友紀は忠実な僕しもべじゃない。

　それは、ありがたいことだ。操られている友紀に襲おそわれたら──俺は──きっと何も出来ないだろう。

「で、私はどうすればいい？」

　そのまま待機するか、吸血忍者のところへ合流するか、俺たちの所へ来るか。

　俺はネネさんに「ちょっと待って下さい」と一言伝えて、ユーにどうすべきかを聞く。

「ユー、ネネさんのところに大先生が現れたそうだが、どうやら逃げたみたいだ。で、ネネさんはそのまま待機させるべきだと思うか？」

『待機推すい奨しよう』

　ふむ。やはりそうか。

「私も、待機すべきだと考えます。虎こ視し眈たん々たんと、離はなれるのを待っている可能性は多々あると思いますので」

　セラも同じ意見だな。

　今ネネさんを移動させると、その隙すきに空いたゲートからヴィリエへ行ってしまうだろう。

　大先生の姿を完全に捉とらえるまで、ネネさんは動かせない。

「待機で、お願いします」

　もう一度電話に向かって、指示を伝える。

「ふぁーい」

　一つ心配なのは、ネネさんが寝てしまうかもしれないってことだな。

「終わったら、手伝いに行きますんで」

「ホント！　あっはは、だったら頑がん張ばっちゃおうかなぁ～。ほいじゃね」

　ひときわ元気な声のあと、電話は切れた。

　良かった。

　突然で無茶なお願いだったが、気を悪くはしていないようだ。

　俺は携けい帯たいをちゃぶ台に置いて、はあと息を吐はく。

　大先生はもう動き出してるってのに、俺たちはまだこうしていなきゃならないのか？

　次に連れん絡らくが入るとすれば、もう一つのゲートを守ってる吸血忍者たち。

　……だが、その連絡は、結局来なかった。

　一時間ほど、また何も出来ないままのモヤモヤした時間を過ごす。

「距きよ離り的には、もう交戦していてもおかしくはないのですが」

「そうだな。大先生なら、もっと早い。──もしかしたら、もうこっちへ向かってるじゃないか？」

「なるほど、一つ目のゲート突とつ破ぱを断念せざるを得なかった。次のゲートも同じように強固な守りであると判断したのかもしれませんね」

「事実、出来る限りの大部隊だからな」

　と、考察すればするほどに、じれったくなる。

　早く、いち早く墓場へと行かないと。

　立ち上がって、ウロウロと歩いて、そして座り、また立ち上がる。

「アユム、トイレ行きたいんだけど」

「あー、すまんすまん」

　ハルナは相変わらず、立てる状じよう況きようじゃなかった。

　それどころかどんどん悪化して、元気もない。

　友紀に施ほどこしたような方法では、全く体温が下がらないと来たもんだ。

　今は大先生のことで頭がいっぱいで、ハルナに構ってやれないところが多々あった。

　そして、ハルナもそのことを理解していた。

　もしかして、大人しいのは、そういう空気を察してくれてるのか？

　お前の尊敬する大先生がやったことに、お前も負い目を感じてるのか？

　トイレへ連れて行ったら──

「アユム」

　声を掛けられた。

「なんだ？」

「……あんた、大先生を超こえられんのか？」

「……まあ、無理だろうな」

「そうだ。大先生は天才だ。──あたしが、いつか超えるんだ」

　ハルナは大先生を尊敬していた。

　だが、それ以上に、目標にしていたんだな。

　尊敬する人物は、いつか超えるべき人物。

　ハルナらしい。

「お前なら、いつか超えられるさ」

　トイレに座るハルナは膝ひざに手を置いて、目を瞑つぶりながら言う。

「でもな、大先生は呪のろいに頼たよった。そんなことをしなくても、正々堂々奪うばえたはずなのに」

　……確かにな。

　大先生だったら、俺たちを虐ぎやく殺さつしてでも目的を果たすだろうし、することも出来たはずだ。

「だから、アユム。絶対ぎゃふんと言わせてやれよな」

「ああ、任せろ」

　ふっと笑いあって、俺はトイレの戸を閉めた。

　居間に戻って、また連絡を待つ。

　いつまで待てるだろう？

　もう、待てないんじゃないだろうか？

　何度も家を出ようと思った。

　だが、どうしても感染が気になってしまう。

　俺はゾンビだが、街を徘はい徊かいしてウイルスをばらまくような迷めい惑わくを掛かけたくないタイプなんでな。

　また立ち上がり、うろうろと歩き回ってから、ハルナを迎むかえに行く。

　と、そこでチャイムがなった。

　来客？

　俺は返事をするべきか悩なやみながらも、玄げん関かんへ向かった。

　友紀の件もあったから、鍵かぎは閉めてあるんだが──宗教の勧かん誘ゆうとか、新聞でも取って欲しいのか。

　今ここにやってくる予定がある奴やつなんて、いるもんかね？

「私だ。開けてくれ」

　返答をしなかったら、そんなことを言ってきた。

　その声で、俺は一発で分かる。

　サラスだ。

「なんだ、お前か」

「ダーリン。結果が出たぞ」

　サラスは残念そうに言った。

「結果？　どうだった？」

　サラスの声で、俺はまさかと思った。

　まさか──俺たちはこのまま、ずっと出られないのかと思った。だが──

「うむ。空気感染の危険性はないらしい」

　今度は、嬉うれしそうな声で言った。

　サラスの野や郎ろう。わざと一度不安にさせやがったな？

　俺は鍵を開けて、サラスを迎え入れようとしたんだが、戸は勢いよく開かれて──

「ああっ！　会いたかったぞっ！　クソダーリンがっ！」

　思いっきり抱だきつかれ、俺は困こん惑わくしてしまった。

　首に腕うでを回され、頰ほおにサラスのさらさらとした黒くろ髪かみが触ふれる。

「おいおい、なんだ突とつ然ぜん。まるで二度と会えない相手に会えたような喜びようだな」

　俺はなんとかサラスの腕を外し、肩かたを押して引き離す。

　サラスはてっきり、二つ目のゲートを防衛しているんだと思っていた。

　いや、ユーはこう言っていたな。

　第二ゲートには、『ほぼ全軍』を当たらせる。

　恐おそらく、数名はネネさんのところへ。数名は頭領の護衛や他の任務、あるいは大先生の行ゆく方えを追っているんだろう。

「得体の知れない病やまいほど、恐ろしいものはない。──本当に良かった。命に別状のないウイルスで」

　サラスは泣き出しそうな顔をしていた。

「心配すんなよ。俺はもう死んでる」

　まさかサラスが涙なみだ目めを見せるとは思わず、俺はぽんぽんと頭を叩たたく。

　子供をあやすようにしか、慰なぐさめ方がわからない。

「何事ですか？　大きな声をあげて」

　サラスの喜びの声に引き寄せられるようにして、セラが居間からやってきた。

　もしかしたら、セラも俺みたいにウロウロしたかったのかもね。

　どきっとした俺は、さっとサラスの髪から手を離した。

　サラスを慰めていたなんて、どこか恥はずかしい。

「やっと家から出られるんだ」

　俺はサラスからもたらされた吉きつ報ぽうを笑え顔がおで伝えた。

「そうですか……では、いよいよ」

　だが、セラは険しい顔を見せる。

　喜んでばかりはいられない。

　そりゃそうだ。俺たちが待っていたのは、日常じゃない。

　大先生を止める。

　そのために、こうして結果を待っていたんだ。

「ああ──大先生は、必ずやってくるはずだ。行こう、墓場へ」

　俺の言葉に、セラはこくりと大きく頷うなずいた。

「ところで、サラス。友紀の方はどうだった？」

「うむ。残念だが、まだ行方が知れない」

　……そうか。

　大先生は、まだ友紀を連れ回している訳ではない。それはネネさんに確かく認にん済みだ。

　となれば、どこへやった？

　まさか──いや。殺されてる訳がない。

　そんなことまで、する訳がない。

　彼女は大先生の、切り札の一つなんだから。

「私も参ろう。戦力は少しでも多い方が良いだろう？」

「ああ、助かる」

　靴くつ箱ばこに立て掛けてあるチェーンソウを手に取り、呪じゆ文もんを唱える。

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ」

　戦う前にこうして変身するのは珍めずらしいな。

　大先生と対たい峙じしてからだと、出来る気がしないからな。

　横を見れば、いつの間にかセラも変身を終えていた。

　可愛かわいらしい衣い装しように身を包み、その手には、刀。

　この刀に見えるモノは、刀身がハリセンになっている魔ま装そう錬れん器き『エクスカリバーマサムネ』だ。

　ハルナが開発したモノだが、ずっとセラが使っている。

　ドキドキが止まらない。

　これから挑いどむ相手は、最強クラスの相手だ。

　万ばん全ぜんで臨のぞまないとな。

「ふふ、全く、これから何をしにいくのか、分からんな」

　サラスが俺たちの格好を見て、楽しそうに笑った。

「もう慣れたさ」

　スカートを摘つまんで、俺は笑いかける。

「では、参ろうか」

「ええ」

　サラスもセラも、真しん剣けんな表情を見せる。

　すると──

『私も』

　そこにユーの姿があった。

　まあ、ずっと玄関で話し合ってたら、何をしているのかと気にはなるだろう。

「ユーは、どうしたもんかな」

『行く』

　まあ、そう言うだろう。そして、その意思は固いはず。

　だが、連れて行けない。

「ヘルサイズ殿どの──あなたでは……力不足です」

「セラ……お前……」

　俺はびっくりした。

　セラはずっとユーを崇すう拝はいしていたし、貶けなしたことなど一度もない。

　だがその一方で、セラは噓うそを絶対に言わないという信念があった。

「そして、私たちも、力不足でしょう。あなたを守りながらは、戦えない」

「ユーの言葉の魔力ってのは、確かに凄すさまじい力だが、それで大先生を倒たおすには、不意打ちしかないからな」

　俺はセラの意図を理解し、それをフォローした。

　セラは、ユーを戦場へ送りたくないんだ。

「そして、不意打ちが通用するような相手ではないな」

　サラスも、残念そうに言う。

　これらは、全すべて事実だろう。

「それに、ハルナを放ほうってはおけないだろ？　ユー、ハルナを看病してやってくれ」

『そう』

　ユーは、そんな俺たちのことを理解してくれる。

　人の邪じや魔まになりたくない。

　人のためになりたい。

　しかし、それには、力が必要だ。

　その力が、自分にないことを、ユーは誰だれよりも理解していた。

　強大な魔力を保持しており、唯ゆい一いつ無二の、絶対的な能力を持つ。

　だが、それらでは、大先生に通じないんだ。

『いのち　だいじに』

　ユーの、精せい一いつ杯ぱいの言葉。

　それだけで、十分だった。







　こうして、俺たちは墓場へとやってきた。

　広い空間があり、砂じや利りの地面。

　魔装少女の服装は、防寒効果も抜ばつ群ぐんなようで、ぺらっぺらの生き地じなくせに、さほど寒さを感じない。

　冷たい風が頰を撫なでるぐらいだ。

　こういう場所って、気温がさらに下がるような気がするね。

　まあ、霊れいからすれば、せっかく安らかに寝ねているのに、どかどかと知らない人間がやってきてどんちゃん騒さわぎをするようなもんだ。

　招かざる客に、冷たい風を浴びせるのは当然と言えるだろう。

　ここに眠ねむる霊たちよ、すまない。また騒がしくなりそうだ。

　どれだけ待てば大先生がやってくるのかは分からない。

　家にハルナとユーを残し、誰もいない静かな墓場で、会話もせずにただ待つ。

　こんなに緊きん張ちようしたのは、学芸会以来だな。

　いつも後手後手で、追いかけたり突然その状じよう況きように追い込まれたりで、こうして準備をして待ち構えるなんて、そうそうなかった。

　舞ぶ台たい袖そでから、出番を待つ。

　そんな緊張感が、俺を襲おそっていた。

　セラのエクスカリバーマサムネを持つ手が、きゅっと強められる。

　そうか。セラ、お前も同じ気持ちなんだな？　大きな木にもたれ掛かかるように、セラもじっと目を閉じていた。

　サラスはウロウロと辺りを歩き回っているが、暇ひまだからではなく、警けい戒かいを怠おこたらないためだろう。もしかしたら、ウォームアップも兼かねているのかもしれない。

　大先生は、絶対にやってくるはずだ。

　俺は、確信めいたモノを感じていた。

　そのとき──が来るのに、そうそう時間は掛からなかった。

「来たぞ、ダーリン。先制攻こう撃げきを仕掛けるか？」

　やはり、辺りを警戒していたのだろう。

　最初に気付いたのは、サラスだった。

「いや、まず話がしたい」

「うむ。ではここへ迎むかえ入れよう」

「いよいよですか。私共は口を挟はさみません。歩あゆむの判断に、全てを委ゆだねます」

「助かる。──そして、ありがとう。お前たちがいなかったら、きっと強気に話も出来ないだろうからな」

「それは愛の告白と取って構わんのか？」

　サラスは驚おどろいた表情を見せる。

「構うわ。どんな拡大解かい釈しやくだよ」

　少し笑い合う。

　サラスなりに、緊張を解ほぐしてくれたんだろうね。

　そして──ついにそれは姿を現した。

「こんばんわぁ～。お邪魔してもぉ、よろしいでしょうかぁ～」

　その笑顔が、恐おそろしかった。

　白衣の姿で、ツインテールの可愛かわいらしい少女。

　ポケットに手を入れながら、颯さつ爽そうと現れたのだ。

　ぞくっ、と背筋が寒くなる。

　どうやら、一人のようだが──

「お断りだと言いたい気分だが、やっと話が出来そうだ」

　俺はチェーンソウを構えず、地面に突つき立てたまま話をする。

「私はぁ、あんまり話したくはないんですがぁ」

「何な故ぜ？」

　大先生はくすくすと笑ってから──

「アユムさんの魔法に掛かれば、意思が揺ゆらいでしまいそうですからぁ」

　少し、寂さびしそうな目を見せた。

「友紀は、一いつ緒しよじゃないのか？」

「ヴィリエには連れて行けないですからねぇ。それが出来るならぁ、元々この世界に置いたりしてませんし」

　利用するだけ利用して、用済みになればポイ。

　魔装少女らしいとは言えるが、そんなことをしておいて女王を批難できるのかと思う。

　まあ、お前はどうなんだ。なんて論点ずらしは、裁判などでは通用しないだろうが。

　だけど、ある意味助かったな。

　あいつが敵に回るのは、一番怖こわい。

　人ひと質じちのようなもんだからな。

「あんたがやろうとしていることは分かってる」

「どこまでですかぁ？」

　大先生は、パンと手を打った。どうやら、興味があるようだ。

「メガロ生成装置を魔力の永久機関に作り換かえる。そのために、女王なりユーなりの命を狙ねらってるんだろ」

　俺のことをふむふむと頷うなずきながら聞いていた大先生は、一つも反論せずに──

「……それで？」

　けろりと一言。

「それでって──」

　言われてもな。なんて答えて欲しいんだろう。

「私がそのメガロ生成装置を永久機関に換えるとしてぇ、その後、どう運用すると思ってるんですぅ？」

　俺が返答に困っていると──より詳くわしく聞いてきた。

　本当に、教師と喋しやべってるみたいだ。

「どうって……そこまでは分かんねえけど」

「つまり、何にも分かってないってことですねぇ」

　……なるほど。確かに、俺は根本的なことを思案していなかった。

　大先生の最終目標が女王だとして、永久機関を作って女王を倒すのか、永久機関に女王を取り込みたいのか。

　目的が分かれば、おのずと永久機関をどうやって作るかが分かるだろう。

「じゃあ、教えてくれよ。何をするつもりなのか」

「内ない緒しよですぅ」

　大先生は、人差し指を唇くちびるに当てて、可愛い声で言う。

「平和利用は、する気あるのか？」

「んー、結果的にはぁ、そうですねぇ」

　結果的に──か。

　何をした結果が平和なんだろうね。

　平和のため。平和のため。

　そう言って起こるのは、戦争ばかりだから。

「その過程に問題がありそうだ。──また、クーデターでも起こして……女王の座にでもつくつもりか？」

「んー、少し正解ですかねぇ」

　あんたもか。

　あんたも、権力とやらが欲ほしいのかっ！

　あの、元げん勲くん老ろうと同じように。

　権力者ほど、より強い権力を欲ほつする。

　金持ちほど、より金を求める。

　どうして必要以上の権力や金を欲しがるんだろう。

　大人になれば、欲しくなるのだろうか？

「そんなくだらない目的のために、渡わたせる訳がないだろ」

「じゃあ、どうされるんですかぁ？」

「諦あきらめさせるしかないね。魔ま力りよくの永久機関に関しては、俺やハルナに任せて欲しい」

「あの設計図ではぁ、誰かの命を犠ぎ牲せいにしなければ成立しないって感じでしたよぉ？」

「その件も──何とかしてみせる」

「へえ、あの人が重責を担になうようなことを、アユムさんが良しとするとはぁ、思いませんでしたねぇ」

「いや、その方法以外のモノを見つけるって言ってるんだ」

「その時間はぁ、もうありませんよぉ？」

「どういうことだよ」

「女王はここへ攻せめ入いろうと準備をしていますぅ。──と言っても、まだ親衛隊だけですがぁ」

「親衛隊……」

　ずっと一人でやってきてたが、とうとう、兵を率いてやってくるってのか？

　何のために──

「女王が欲しいモノはぁ、恐らく三点。一つはメガロ生成装置、一つは我々が作った魔装兵器、一つは──アユムさん」

「ちょっと待ってくれ。一つ目はまだ分かる。二つ目はどういうことだよ。あんたらが作ったって──もしかして友紀かっ！」

「あくまで私の見解でしかないですけどぉ、以前、ふうりんかにゃんと互ご角かくに戦ったじゃないですかぁ？　あのときからぁ、目を付けたみたいですしぃ、きっと狙ってるんじゃないかな～って」

「……あれも、あんたが仕組んだんじゃないだろうな」

「さあ、どうでしたかねぇ」

　少なくとも、友紀の中にある魔装兵器は、女王の魔装兵器に対たい抗こうするために作られたものだ。

　その存在を知られたくないから、一時期俺に託たくしたこともあった。

　まあ、すでに戦ってしまったから、それも無む駄だになった訳だが。

「とにかく、あんたを止める」

「どうやって、ですかぁ？」

「俺も魔装少女の端はしくれだ。魔装少女らしい方法を取るのが一番手っ取り早い」

「へえ。アユムさんがそんな手段を選ぶなんて、少し驚きましたぁ。まあ、兵を置いてる時点でぇ、何をするのかは分かりましたがぁ」

「あんたからメガロ生成装置を取り戻もどすには、強ごう奪だつするしかないってだけさ」

「何か、勝算はおありなんでしょうかねぇ」

　勝算、か。

　魔装少女に変身した俺とセラだったら、もしかしたら大先生に通用するかもしれない。

　実は、その程度しかないんだ。

　絶対勝てるとも、絶対に勝てないとも言えない。

「いいでしょう～。もしも私に勝てるならぁ、魔力の永久機関──アユムさんたちに全てを託しますぅ」

　大先生は刀を両手に出現させ、俺はチェーンソウを構える。

　と同時に、セラとサラスが俺の側そばへとやってくる。

「我々の望むとおりになったな。出番を用意してくれて助かるぞ。ダーリンよ」

　サラスの強気な発言。

　俺の隣となりで、セラがふふっと笑った。

「どうした？」

「いえ、あのとき、二人で彼女に挑いどみ、返り討うちに遭あったときを思い出してました」

　そうだな。京きよう子こが大先生に泣きついて、魔装少女に変身していた高こう揚よう感や驕おごり、調子に乗って挑んだのは、この場所だった。

　まあ、一いつ切さい相手にならなかったけど。

「笑えるようなことかよ」

　そう言いながらも、俺は笑えみを浮うかべていた。

　だって、また同じようなことをしようとしてるんだから。

「ふふ、私も思い出しましたよぉ。確か私はあなたにこう言いましたよねぇ──組みませんか？　と」

　大先生は表情を変えない。

　やっぱり、俺たちなんて眼中にないのだろうか。

「気の合う話は酒を交かわしながら、合わない話は剣けんを交わしながら……それが我々、吸血忍にん者じやですと返答しましたね」

　今では、その全すべてが懐なつかしい。

「聞けば、なかなか楽しそうな思い出ではないか。私もそれに加われることを、嬉うれしく思うぞ」

　サラスは水の剣を手にし、マントを羽織っていた。

「だが、俺たちは、あの頃ころとは違ちがう」

「ええ。今の私は、彼女より速い────いきますっ！」

　エクスカリバーマサムネを手に、セラが突とつ撃げきを仕し掛かける。

　べきん。という音が鳴り、そのハリセンと大先生の刀がぶつかり合う。

　二度、三度──セラの怒ど濤とうの勢いに、大先生は尚なお顔色を変えない。

　…………止めんのかよ。
















　俺は、啞あ然ぜんとしていた。

　噓うそだろ、おい。

　魔装少女になったセラは、誰だれよりも速いはずだ。

　その攻こう撃げきに、反応出来るのかよ。

　あっちはまだ、変身すらしてないってのに。

「アユムさんたちの行動はぁ、もう大体予測出来るんですよねぇ」

　残念そうな声だった。

　行動予測。

　それが出来る奴やつを俺は一人知っているが、そいつは人じん智ちを遥はるかに超こえたバカが付くほどの天才──

　そうか。

　ハルナは確かに天才だ。

　その天才っぷりは、料理に始まり、スポーツ、科学、魔法技術等々、幅はば広ひろい分野で力を発揮できる。

　言わば、自分で作ったコンピューターに計算勝負して勝ったり六歳の頃に八桁けたの割り算を暗算したり核かく開発にも参加したジョン・フォン・ノイマンや、万ばん能のう人レオナルド・ダ・ヴィンチのような天才だ。

　しかしながら、大先生はそのハルナが『本物の天才』と称しようした人物だ。

　それは、ありとあらゆる分野に業績を残すというタイプではなく、言わば、イチローやエーリヒ・ハルトマンみたいに、ある一つの分野に特化した天才。

　そう──戦せん闘とうの天才なんだ。

「セラ、何も考えずに動けばいい。あるいは、いつもと違う攻撃をするんだ」

「わかりました」

　ガキン、べきん、キィン。フェイントも交えた、連続攻撃や、ヒットアンドアウェイ。多た彩さいな攻撃を加え続けるが──攻撃は、通らない。

「パターンを変えるならこうだろうなぁってのも、お見通しですぅ」

　んなアホな。

　だったら、俺も攻めて、攻撃を捌さばききれない状じよう況きようを作り出してやるっ！

「無理ですよぉ？」

　え？

　俺が前に出ようとしたら、すでに大先生は俺の前にいた。

「捌ききれないような状況はぁ、作らせません」

　ばっさりと腕うでを斬きられ、俺は反撃出来なかった。

　だが、次の瞬しゆん間かん──

　大先生の白衣の端はしが、少し破れた。

「ならば私が、ここに居る意味もあるということだな」

　それは、サラスの一撃だった。

　側面から突撃し、袈け裟さ懸がけを仕掛けたのだ。

　セラの攻撃には参加せず、大先生が誰かを攻撃するのを待っていたのだろう。

　戦闘に於おいて最も隙すきが出来るのは、攻撃のとき。

　そして、サラスならば大先生も行動を読めないだろう。

　俺やセラとは違い、大先生とは接点がほとんどないはずだ。

　──力及およばずとも、サラスもまた、戦闘のスペシャリストなのだから。

　しかしながら、側面からの攻撃に対し、咄とつ嗟さの回かい避ひ行動を取った大先生もさすがだった。

　俺だったらばっさりと斬られていただろう。

「んー、三人は少し辛つらいですねぇ」

　白衣を翻ひるがえした大先生。

　その服装が、みるみる内に変わっていく。

　……いつの間に呪じゆ文もんを唱えたんだよ。

　認めてくれたのは有り難がたいが、ここからが本当の地じ獄ごくだ。

　もう少し、自分の力を過信して欲しいモノだ。

　三人で連れん携けいすれば、大先生に一撃なり加えられるかもしれない。

　そんな可能性を、すぐに消し去らないで欲しいね。

　まあ、やるしかないんだがね。

「セラ、サラス！　俺は正面から行く。あとはお前らのセンスで対応してくれっ！」

　と、俺に出来る指示はこれぐらいだ。

　なあに、あの二人なら、大先生よりも俺のことを理解し、行動を予測してくれるだろうよ。

　そして、俺はそれを信じるべきだった。

　一言も話さず、信じ切るべきだったんだ。

　大先生は俺に向かって突進したと思ったら、途と中ちゆうでぐんと加速して横にスライド。

　俺が正面から──なんて言ったもんだから、俺の行動が読むまでもなくバレてしまった。

　つまり、二人は側面からか背後を狙ねらう訳で──サラスを標的にしたのだ。

「あなたが一番厄やつ介かいそうですねぇ」

　大先生が刀を振ふるう。

　サラスは水の剣でガードしながらも、後ろへ飛んだ。

　大先生の刀は空を切り、攻撃は失敗したかに見えた。

　が、次の瞬間──

　大爆ばく発はつが起こった。

　真まっ暗くら闇やみだった墓場がオレンジ色に染まり、まるで花火を間近で見ているようだ。

　熱風が肌はだを掠かすめ、その熱量を感じることが出来る。

「サラスっ！」

　俺は、名前を叫さけばざるを得なかった。

　魔法だっ！

　刀を避よけても、奴には魔法があるっ！

　俺たちが知らない攻撃方法──予想すら出来ない攻撃方法だ。

　詠えい唱しようが必要だったりしないのか？

「心配は無用だ──いや、無用というわけでもないか」

　髪かみを搔かき上げるサラスの姿を見て、まずはホッとした。

　マントや服はぼろぼろで、すすに塗まみれている。

　武器にしてた水の剣はなくなり、左手はダランと垂れていた。

「仕損じましたかぁ。優ゆう秀しゆうな方ですねぇ」

「易やす々やすと腕一本持っていっといて、よく言う」

　乾かわいた笑えみ。

　そんなサラスへ、大先生は追撃する。

　──が、その一撃はセラに止められた。

「今ですっ！　歩っ！」

「貰もらったあああああっ！」

　俺は背後から、大先生にチェーンソウを振り下ろした。

　それは、やはり紙かみ一ひと重えで避けられてしまう。

　そして──

　大先生を中心に、冷気のようなモノが広がった。

　するとどうだろう。体が、動かない。

　だから、詠唱はどうしたんだ詠唱はっ！

　どすっ、どすっ。

　サラス、セラがくたっと倒たおれてしまう。

　大先生の狙いは、俺たちを密集させて一いち網もう打だ尽じんにすることだったんだ。

　峰みね打うち。

　それは、峰打ちだった。

　たった一撃で、的確に意識を吹ふっ飛とばしたんだ。

　──やっぱり、この人は強すぎるだろ。

　大先生はゆっくりとこっちへ歩き、俺の膝ひざを蹴ける。

　かくんと力が抜ぬけるように、俺は地面に倒れ込んだ。

「魔法さえなけりゃあ、やりようあったのに──詠唱なしでどうやった？」

　万事休すだ。くそったれ。

「詠唱？　してましたよぉ？」

「俺には変身の呪文さえ聞こえなかったが？」

「聞こえたらぁ、何をするつもりなのかわかるでしょう？」

　そりゃそうだ。戦闘中だってのに、相手にこれからこうしますよなんて宣言するのは、バカがやることだ。

　それを、俺はさっきやってしまったがな。

「なんで、俺を残した」

　俺自身が言うのもなんだが、これは俺が一番強いから、一対一の状況を作り出したいということなんだろうね。

「一番脅きよう威いじゃないからですよぉ？」

　………………違ちがった。

　うわあ、なんか恥はずかしいわ。

　でも、魔ま装そう少女に変身してるセラはともかくとして、今の俺はサラスより強いはずだ。

　なのに、大先生は、サラスが一番厄介だと言っていた。

「噓だろ？」

「いいえ。歩さんはぁ、ここの誰よりもぉ、脅威はありません。たとえ今の一〇〇倍強くなっても、──私より強くなったとしても」

「どういうことだよ」

「アユムさんの攻撃にはぁ、『目的』と『覚かく悟ご』がありません」

「目的？　いやいや、攻撃こそが目的だろうよ」

「さっきの攻撃もそうですがぁ、アユムさんはミストルティンを振り回してるくせにぃ、私の脳天を割ろうとか、首を刎はねようという意思がありません」

「……俺は、人殺しじゃないからな」

　何でもありな魔装少女と一いつ緒しよにしないで欲しい。

　睨にらみ付ける俺の頰ほおを、大先生はばしっと裏うら拳けんで殴なぐりつけた。




「彼女たちがどういう思いでここへ来ているか、考えたことあるんですかぁ？」




　その声は、依い然ぜんとして色っぽさと可愛かわいさと──新たに怒いかりが込こめられていた。

「彼女たち──」

　髪が乱れ、眠ねむるように砂じや利りの上で倒れる二人を見る。

「アユムさんのためになるなら、この世界を守るためなら、彼女たちは命を捨てる覚悟があります。そして、相手の命を奪うばう覚悟も」

「それが、『サラスが最も脅威』である理由か」

「アユムさんはぁ、どうせ自分は死なないから──と戦闘に緊きん張ちよう感を持たないことが多いです。まあ～、それが長所でもあるんですがぁ──だからこそ、『覚悟』が足りないんですよぉ」

「くっ」

　言い返せない。

　たったの一言も、言い返せなかった。

　俺は、確かに大先生の脳天をかち割る気はなかった。

　そりゃあ、避けられて当然だ。

　皮ひ膚ふを少し切りつける程度を狙ってるなら、一センチでもずれれば避けられる。

　俺は、大先生をどうしたくて、チェーンソウを振り下ろしたんだ？

　分かってたんだ。

　大先生が、避けると。

　こんな攻こう撃げきじゃあ、死なないだろうと。

　じゃあ、俺の攻撃ってのはなんだ？

　目的と覚悟。

　足りなかった。俺には、どっちも。

「で、アユムさんはどうしたいんですかぁ？」

　大先生がしゃがみ込んで俺の顔を覗のぞき込む。

「俺はただ──大先生を止めたいだけなんだ」

　覚悟が足りない。

　そう言われると──確かにそうかもしれない。

「どうやって、止めるつもりだったんですかぁ？　ただ突とつ撃げきを繰くり返すだけの攻撃でぇ、本当に私を倒せるとでも思ったんですかぁ？　──倒す。というそんなアバウトな目的に、彼女たちが命を懸かけてくれるなんて思わなかったんですかぁ？」

　大先生を倒す。

　それは、どういう状態を言うのだろう？

　どうすれば、大先生は諦あきらめてくれるんだろう？

「どうすればいい？」

「それを、私に聞くんですかぁ？　ふふ、一つ、ありますよぉ？」

「一つ？」




「私を、殺せばいいんです」




　なっ──

　体が、急に自由になった。自由になったが、俺は立ち上がらなかった。

　混乱していたからだ。

　何を言い出したんだこの人は。

　さっきからずっと、どうもおかしいことを言ってるとは思ってたが──

　俺に、殺されたいってのか？

「まさか、大先生は自分の命をサクリファイスして、永久機関の魔力にしようってのか？」

「その選せん択たく肢しは、もうありませんねぇ」

「何な故ぜ？」

「夜の王に魂たましいを捧ささげることで、膨ぼう大だいな魔力を得る事が出来る。──その、夜の王がいないんですからぁ。最も早はや、サクリファイスはロストテクノロジーなんですよぉ」

　俺が、殺したからか。

　いや、正確には俺ではないが──

　確かに、俺は京子のときや夜の王、元げん勲くん老のときも殺す気で戦ってきた。

　だが、それと同じように、大先生とは戦えない。

　戦えない──

　そんな俺を知ってるからこそ、戦えるようにしたいのか？

「大先生──これは、いや、これも授業なのか？」

「ふふ、そうですよぉ。──はっきり言いますがぁ、永久機関はほぼほぼ完成しました」

　──っ！　俺は目を見開いて驚おどろいた。

　さすが、天才の一人だ。

　メガロ生成装置は設計図に入ってないはずだ。ハルナの設計図通り組み立てた訳でもないだろうに、ほぼほぼ完成したってのか？

　だとすれば、最後のネック。

　ハルナはサクリファイスが必要だといったが、それはもう無理。

　となれば？

　膨大な魔力を持つユーかリリアに、命の危険を冒おかさせなければならない？

　…………………………そうか。

　そういうことか。

　大先生は、俺に人殺しをさせようとしている。

　自分を殺せ。

　それは──

「あんたは、俺に目的のために全すべてを犠ぎ牲せいにする覚悟を身に付けさせるため──その最初の人物になるつもりだったんだな」

「他に、方法が思いつきませんでしたからぁ」

「──俺は、あんたとは違う。他にも、絶対方法があるはずなんだ」

「だったらぁ、今の状じよう況きようをどうお考えですかぁ？　私を殺さずにぃ、どうやって取り戻もどすおつもりなんですかぁ？　どんな方法を使ってでも──目的は果たされるべきなんです」

　どんな方法を使ってでも──

　どんな方法があるって言うんだよ。

　どうせ、どんな方法を取っても、その行動は予測されてるんだろうし。

　俺は、一生この人には勝てないような気がする。

　一いつ矢し報むくいることすら出来ない。

　くそ。

　くそ、くそ、くそ。

　大先生には、全て読まれている。

　そして、その全てを読んだ結果──俺が大先生を殺すぐらいしなければ、奪い返せないのも分かる。

　普ふ通つう、俺では大先生を殺すことなんて出来ないだろう。

　だが──今は──

　やるしか、ないのか？

　ハルナがここにいれば、起死回生の策を思いつくだろうか？




　………………あるじゃないか。




　大先生が予測してないだろう行動。

　そして、大先生を行動不能にする方法。

　きっと、それが出来るはずだ。

　一〇〇％じゃない。

　もしかしたら、というレベルの話だ。

　俺は立ち上がり、大先生の目をじっと見る。

「決心が、ついたようですねぇ」

　ハルナぐらいの幼い少女にしか見えない。

　俺はチェーンソウから手を離はなす。

「あら？　あらあら～？」

　俺が何をしようとしてるのか、予測出来ていないようだった。

　見るからに、混乱している。

　何か言いたそうに、少し首を横に傾かたむけた。

　何を、する気なんですか？　と言いたいのだろう。

　殺すと思ったんだろう。

　だが、俺はチェーンソウを捨てた。

　殴り倒たおすとでも思ったんだろう。

　だが、俺はどん、と自分のみぞおちを殴る。

　そして、大先生の肩かたを摑んだ。

　首を絞しめるでもなく、肩を──抱だき寄せて──




　俺は、大先生にキスをした。




　唇くちびると唇を合わせる程度のキスじゃない。

　人工呼吸レベルの、深いキスだ。

　咄とつ嗟さの出来事に、大先生はただただ放心状態で顔を赤くしていた。

「あ、アユムさん！　あなあなあなあなあなた……こんな……」

　動どう揺ようを見せながら、俺を突つき飛ばす。

　普ふ段だんの大先生なら、あっさりと避よけられただろう。

　何をするか分からないから、受け身になっていたんだろうね。

　てっきり、殺しに来ると思っていたから。

　まあ、俺も、殺すぐらいしかないと思っていたしな。

　まさか、俺が自分からキスをしてくるとは思わなかったんだろ？

　俺だってそうさ。

　だが──効果はあるはずだ。

「これ……は……」

　ぺたん。と膝ひざをつく大先生。

「あんたの世界で言うところの──『呪のろい』だ」

「……あ……ぅ」

　倒れないのはさすがだったが、みるみる内にぽーっと顔が赤くなる。

「確かに、俺は大先生を殺せない。だけどな、どんなことをしてでも止めてみせるという覚かく悟ごは持ってきたつもりだ」

「こんな……隠かくし球があるなんて……」

　変身が解けて、大先生は白衣姿に戻ったまま、目を閉じた。

　高熱のせいで、意識が朦もう朧ろうとしているのだろう。

　それでも倒れない。

　ほんと、俺ではこの人を倒せないんだな。

「メガロ生成装置、返して貰もらうぞ」

　もぞもぞと白衣のポケットを漁あさるが──ない。

「ふふ……残念……もう、ここにはありませんよぉ？」

「え？」

「私の魔ま装そう兵器にぃ、取り込んでしまいましたからぁ」

　マジかよ。

　そうか。




　こいつ──友紀の中に永久機関を作ったのかっ！




　俺はもう一度、大先生の肩を摑む。

「あんたなら、ハルナみたいに喋しやべるぐらいは出来るだろっ！　友紀に何をしたっ！　あいつはっ！　無事なのかっ！」

「……大だい丈じよう夫ぶですよぉ。……全てはぁ……女王を倒すため」

　女王を、倒すため。こいつはいつもそのために行動している。

　だが、なんだ？

　何故なんだ？

「どうして、どうして友紀を巻き込んだっ！」

「……ハルナの設計図にはぁ、欠点が多々ありました」

「強大な魔力が必要なことだろ？」

「その他にもぉ、あの設計図を完成させるにはぁ、凄すさまじい魔法技術が必要だったんですよぉ──今、その技術全てが開発されるのをぉ、待ってはいられないんですぅ」

「だから──既き存そんの技術を融ゆう合ごうさせたのか」

　魔装兵器と、メガロ生成装置という、バカげた二つの魔法技術を──

　全てを犠牲にする覚悟──その中に──友紀まで入ってしまったのか？

「そのおかげでぇ、夢の技術の完成にあと一歩まで迫せまることが出来たんですよぉ」

「さっき言っていたな？　女王の目的は三つだって──」

「そうですよぉ。私はぁ、それを一つにしたんです」

　メガロ生成装置──友紀の中にある魔装兵器──そして俺。

　一つにはなってねえよ。

　いや、同じことか。

　それを聞かされれば、俺は友紀をどうやってでも、守るだろうからな。

「散々、友紀を利用しやがって」

「……殴なぐりたく、なりましたかぁ？」

「いや、そんなことはしないさ」

「どうしてですぅ？」

「その呪いは俺のじゃないからな」

　そうさ。

　大先生を倒したのは──友紀。

　散々利用された友紀が、大先生を倒したんだ。
















　大先生は最初から、ヴィリエへメガロ生成装置を持っていくつもりはなかった。

　それでも墓場へ現れたのは、俺に殺されることで、命を犠ぎ牲せいにするきっかけを与あたえるためだった。

　今思えば、今回やったことは、全すべてそうさせるために仕組まれたんじゃなかろうか。

　ハルナの設計図を見て、大先生は俺が誰だれかを犠牲にしなければ、命を犠牲にしてでも事を為なし得るという覚悟が必要になると、そう先を読んだ。

　だから、自分ではなく、わざわざ友紀を送り込んできた。

　俺を、怒おこらせるために。

　そう思うと、ネネさんと戦わなかったのは、俺が一番遠いゲートを守ってると思って向かったが、別の人物だったために何もしなかった可能性もある。

　それでも俺は、大先生を殺しはしなかった。

　まあ、大先生はあの状態のままヴィリエに戻もどったみたいだ。

　凄まじい根こん性じようだよな。熱が四〇度以上出てるってのに、よくもまあ動けるもんだ。

　ハルナももう完治したし、やっぱりノロウイルスとほぼほぼ同じような症しよう状じようなんだろうね。

　二日もすれば完治するってことだ。

　俺はと言うと──

「うぅ……よいしょっと」

　ゆっくりと起き上がり、レバーをくいっと捻ひねり、扉とびらを開ける。

　壁かべ伝いに洗面所へ向かい、ちゃんと手を洗っては、廊ろう下かに設置されたせんべい布ぶ団とんに寝ねっ転ころがる。

　そう──完全にノロウイルスに掛かかっていた。

　潜せん伏ぷく期間は二四時間～四八時間だっけ？

　まあ、ハルナや大先生に突とつ然ぜん変異とはいえ移ったんだ。ウイルスキャリアだったのは間ま違ちがいない。

　ゾンビだって、感染するんだなー。

　いや、感染したからゾンビになるんだっけ？

　まあいいや。

　俺も四〇度を超こえる熱を出していたが、誰もトイレまで連れて行ってはくれなかった。

　理由は簡単。重いから。

　俺を担かついでいけるのはセラぐらいだが、気持ち悪いこのクソ虫で一いつ蹴しゆうされてしまった。

　あー、ダルい。

　凄すごくだるいわ。

　友紀はまるで何もなかったような顔をして、部屋に帰っていたそうな。

　大先生からは、何も聞かされていないんだろう。

　自分が、魔ま力りよくの永久機関になっちまったなんてな。

　大先生はしきりに時間がないことをアピールしていた。

　だからといって、誰に断ることもなく、相談もなく、メガロ生成装置を永久機関に変えちまうなんてな。

　そりゃあ、俺もやろうとはしてたさ。

　でも、物事には順序がある。

　そして、その順序を踏ふむ前に、議論が必要なんだ。

　ぴーんぽーん。

　おっと、最近は来客が多いな。

「アユムが出ればー？」

　冬なのにアイスなんて食べながら、居間で漫まん画がを読んでいるハルナがそんな鬼き畜ちくなことを言い出した。

　お前が病気のときは殿との様さまで、何な故ぜ俺が病人のときはやっぱりお前が殿様なんだよ。

　理り不ふ尽じんきわまりない。

「私が参りましょう。歩あゆむは安静にしていてください」

　さすがセラさんだ。俺のためを思ってくれるんだな。ずっとガスマスク付けてるけど。

　信用ゼロだけど。

　セラが玄げん関かんの方へと向かい──来客が家の中へと入ってくる。

　全く、なんでウチの来客ってのは玄関で話を済ませようって奴やつがいないんだ？

「大変なことになりましたなー」

　やってきたのは──冥めい界かいの王でセブンスアビスの一人『デューヴァイス』だった。

　冥界の王と言っても、ヴィリエとは違ちがい、沢たく山さんいるらしい。

　まあ、地じ獄ごくの王も閻えん魔ま大王一人じゃなく、十王ぐらいいるらしいからな。

　世界を一つに纏まとめるほどの存在ってのは、やっぱり魔装少女ぐらいしかいないかもね。

「お前最近やけに来るな。冥界ってのはそんなに暇ひまなのか？」

　と皮肉を言ってやる。

「最前線に赴おもむいてるのにそんな言いぐさされるなんて。しくしく」

　デューヴァイスは扇せん子すを広げて口元を隠かくしながら、よよよ～っとよろめいた。

「しくしくと声を出して泣く奴なんて、今や漫画でも見ないぞ」

　顔も見ず、俺は寝ね返がえりを打ちながら言う。

「とまあ、早さつ速そく本題に入りましょうか」

　デューヴァイスは広げていた扇子を閉じ、それでぺしっと手を打って、そして声のトーンを少し落とした。

「メガロ生成装置──返して頂けませんでしょうかね？」

　冥界にとっては、何よりも重要なモノだろうし、この申し入れは当然だ。

　参ったな。

　ばつが悪い俺が、なんと言うべきか悩なやんでいると──

「メレンゲが、面おも白しろそうだったからという理由で君に我々の切り札を託たくした。まあ、これは先日のセブンスアビス狩りへの報復行こう為いという側面もあったんだろうけど、これによって、さらなる口実を与えてしまったわけです」

　と、現在の冥界がどういう状態なのかを説明してくれる。

　ただ返せというんじゃない。

　返さないといけない状じよう況きように追いやられてるんだ。

　こいつは、そう俺を説き伏ふせたいんだろう。

　と、言われてもな。

「口実？　まさか、また何かするつもりなのか？」

　セブンスアビス狩りは、一応魔力の永久機関を作るという名目から、中断されている。

　まあ、それにメガロ生成装置を使うなんて、交こう渉しようには入ってなかったがな。

「冥界は、この世界を攻せめるために、メガロの大軍を派は遣けんすることを決めました」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　それってもしかして──戦争」

「そんなところです。動かせるだけ動かすって感じですからなぁ、その数はざっと見積もって──一〇〇万」

「ひゃっ！」

　俺は素す直なおに驚おどろいた。

　自衛隊って何人だったっけ？　一〇〇万匹びきのメガロなんて──この世界の全軍隊を凌りよう駕ができる可能性だってあるだろう。

　シロナガみたいのが一〇〇匹も来たら、どうすりゃいい？

「今ならまだ間に合う。返してくれませんかね？」

　デューヴァイスの目は、本気だった。

　コメディアン気質の彼が、笑いを忘れるほど、切せつ羽ぱ詰つまってるんだろう。

「……すまん。あれは、今ここになくて……その」

「まさか、ヴィリエに持ってかれた？」

　そこまで知ってるのか。

　いや、知ってるなら、友紀の中にあることも知ってるだろう。

　つまり、憶おく測そくで言ってるだけ。

　デューヴァイスにとって最も恐おそれている事態は、ヴィリエにメガロの技術が渡わたってしまうこと。

　そして、俺の家には魔装少女がいて、女王リリアとも面識があることを知っている。

「いや、それはなんとか阻そ止しすることが出来たんだが──」

「今、何が起こってるのか──お教え願えませんかねぇ」

　教えたいのは山々なんだが──

　怒られるのが怖こわい。

　どこぞの大統領が桜の木を折ったか何かして、怒られるのを覚かく悟ごで正直に話したなんて逸いつ話わがあるが、あれは凄いね。

　言いたい気持ちはあるが、言うのが怖い。

　それに、友紀がどうなるかが分からない。

　しかし、隠し通すことなんて、出来る訳もない。

　病人で良かった。

　返事に困ってるのか、病やまいに苦しんでるのか、分からないだろうからな。

　枕まくら元もとに置いてあった俺の携けい帯たい電話が、震ふるえている。

「あ、ちょっと電話が来てるみたいだ。出てもいいか」

「ええ。時間はそれほどないですが、どうぞどうぞ」

　俺はははははと乾かわいた笑いをして、電話に出る。

「もしもしぃ～、アユムさんですかぁ？」

　その声の主は、言わずもがな、大先生だった。

「あー、どうも。もう容よう態だいは回復したのか？」

「謎なぞのウイルスを移した張本人がぁ、それを言うんですかぁ？」

　別に怒ってはいないようだったが、これはこれで怖い。

「そ、その節はどうも。で、今ちょっと来客がありまして」

　俺は口元を隠すように携帯電話を持ちながら、ぼそぼそと呟つぶやくように話す。

「女王が、そちらへ向かうそうですぅ～」

「え？」

　大先生も、本題を始めてしまった。

　嫌いやな予感が、ひしひしと沸わいていた。

　それは、当然の如ごとく、的中する。

「メガロ生成装置を永久機関に変えて運用するなんてぇ、ヴィリエにとってこれ以上のモノはないですからねぇ」

　………………こいつ、もしかして自分から女王に話したのか？

「……一つ聞いて良いっすか？」

「どうぞ～？」

「女王は当然、いつものように一人ですよね？　ふうりんかにゃんがあるんだし」

「今回はぁ、組織的行動だと思いますよぉ？　言いませんでしたっけぇ？」

　ああ、確か大先生はこう言っていたな。

　親衛隊を集めて、この世界へ侵しん攻こうしようとしている。

「親衛隊でしたっけ？　……その数は？」

「ざっと見積もってぇ──一〇〇万」

　今し方聞いたばかりの数。

　偶ぐう然ぜんなのか必然なのか。

　俺はその絶望的な数字に、思わず目を閉じてしまった。

　メガロ一〇〇万匹よりも、魔装少女一〇〇万人の方が質たちが悪い。

　何より──

　もしかしてだが──

　俺たちは、二〇〇万の大群と戦わなくてはならないのだろうか？

　いや、うまくすれば、メガロと魔装少女で戦いが起こせるかもしれない。

　となると、互たがいに相そう殺さいして──

　そうか。

　そういうことか。

　何故大先生が、永久機関に変えたなんて女王に暴ばく露ろしたのか。

　それは──最後のピースが女王だからだ。

　俺が、ユーを犠ぎ牲せいにする訳がない。

　当然、女王リリアも犠牲にはしたくない。

　だが、それが敵となって襲おそってくるリリアだったら？




　命を奪うばう覚悟。




　それは、リリアのことだったんだ。

　大先生は、最後のピースである女王をここに呼びつけて、魔力の永久機関を完成させるつもりなんだろう。

　そして、それを俺にやらせようとしている。

　やられた。

　まんまと、大先生の掌てのひらの上で、踊おどらされていたんだ。

　悪魔男だん爵しやくの言葉が、脳のう裏りを過よぎる。




「いいか相あい川かわくん。君は絶対に、最後の最後で失敗はしないでくれ。──君が、この物語の主人公ならばな」







　あとがき




　皆みなさんこんにちは。手が汚よごれるのがイヤだから、ポテトチップスは箸はしで食べる木き村むらです。

　先日、知り合いと久々に会って、居酒屋で世間話をしていると、そこの店員さんの名札『小林』でした。

　小林……ふむ。

　名字ってのは、その人がいた地域、場所や職業が由来になっていると聞きますが、これがもし領土だと考えると──

「なあ、小林さんより、林さん。林さんより大林さんの方が強いのかな？」

　と、私は知り合いに問いかけます。

「なるほどな。じゃあ大林さんは小森さんと比べてどうなんだ？」

　巨きよ大だいな林と小さな森。これは良い勝負だなー。

「大森さんより小山さんの方が上なのは分かるけどなー」

　森はあくまで山の一部と言えるでしょう。特にこの日本で山より大きな森ってのは考えにくい。

「大山さんは強いなー」

「森山さんだったら山一つとさらに森も持ってるんじゃない？」

　と、最強名字決定戦などというバカげた話が始まりました。

「とりあえず大山が強いとして、権力としては井い戸どの存在を捨てられないんじゃなかろうか」

　私は話を別の方へ広げました。

　たしかに、水は貴重だ。村唯ゆい一いつの水源を確保している村むら井いさんや、それをあえて安く提供してくれる安やす井いさん。この辺も『強い』と言えるでしょう。

　そういう観点で行くと──

「大橋と高橋と石橋は？」

　知り合いがなかなか難しい議題を出してきた。

『見てみてー。橋めっちゃでかくない？』

『橋を架かけるなら高いところがいいでしょー』

『お前ら木造かよ』

　これはどれが一番かはなかなか決めにくい。

「いやでも大山さんの方が強いなー」

「あ、小島さんは？」

　おおっと！　まさかここで大山さんを退ける強者が登場するとは！　島の中に山があってもおかしくないからなー。

「大島は最悪日本列島のことだと言えるからなー。大島つえー」

　小島の登場により、名字最強は大島なのではないか？　最も早はやここが限界だと思っていた頃ころ──

「国分──」

　私は新たに提案した。国──というのがもしアメリカだったら？　いや、この世界を牛耳った人間から半分を分けられたとしたら？　地球の半分を占しめるところまで誇こ大だい解かい釈しやくが可能ではなかろうか。

「いや、いたわ。最強の奴やつ」

　知り合いは、ついに発見します。

「だ、誰だれなんだ？」

　私は息を吞のむ。

「その名は──星野」

　地球いった──────────っ！




　はぁい、という訳で最後に謝辞を。




　これはゾンビですか。この作品は今までダラダラと続けてきました。

　お前の作品、飯ばっか食ってんな。シリアスな引きのくせに次の巻ではのんびりしてるよな。

　それはまああえてそういう空気を出してきたんですが、さすがに次はそれも難しいかなと思います。

　ここまでついてきてくれてみんなありがとう！　あともうちょっとおつきあい下さい。

　このみんなってのは、読者もスタッフも含ふくめてね。
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